
沖縄２１世紀ビジョン基本計画
（沖縄振興計画）等

総点検報告書（素案）

基盤整備部会
調査審議結果報告書

令和元年11月

沖 縄 県 振 興 審 議 会

基 盤 整 備 部 会



沖縄２１世紀ビジョン基本計画（沖縄振興計画）等

総点検報告書（素案）

基盤整備部会調査審議結果報告書 目次

目次

１ 本報告書の位置づけ ２頁

２ 基盤整備部会の概要

⑴ 基盤整備部会の所掌事務について ２頁

⑵ 基盤整備部会の調査審議箇所について ２頁

⑶ 基盤整備部会の構成について ７頁

⑷ 基盤整備部会の開催実績について ７頁

３ 基盤整備部会における調査審議結果

⑴ 沖縄２１世紀ビジョン基本計画（沖縄振興計画）等総点検報告書（素案）

に対する修正意見について 10頁

⑵ 重要性を増した課題及び新たに生じた課題について 117頁

⑶ 自由意見について 121頁

別紙１ 沖縄２１世紀ビジョン基本計画（沖縄振興計画）等総点検報告書

（素案）に対する修正意見審議結果一覧（基盤整備部会）

別紙２ 重要性を増した課題及び新たに生じた課題の一覧（基盤整備部会）

別紙３ 自由意見の一覧（基盤整備部会）

1



１ 本報告書の位置づけ

本報告書は、沖縄県振興審議会に諮問された沖縄２１世紀ビジョン基本計画

（沖縄振興計画）等総点検報告書（素案）について、基盤整備部会における調

査審議結果をとりまとめたものである。

２ 基盤整備部会の概要

⑴ 基盤整備部会の所掌事務について

沖縄県振興審議会に設置されている部会のうち、基盤整備部会は「県土

構造、都市整備、交通体系、情報通信体系、水資源、災害等に関すること」

を所掌することとされている（沖縄県振興審議会運営要綱第２条）。

⑵ 基盤整備部会の調査審議箇所について

沖縄２１世紀ビジョン基本計画（沖縄振興計画）等総点検報告書（素案）

のうち、基盤整備部会における調査審議箇所については、次のとおりであ

る。なお、他の部会と一部重複する箇所がある。

○第２章 沖縄振興の現状と課題

２ これまでの沖縄振興の分野別検証

⑴ 沖縄らしい優しい社会の構築

ア 環境保全

(ｱ) 循環型社会の構築

a 廃棄物の抑制

オ 離島振興（定住条件の整備）

(ｱ) 離島における定住条件の整備

a 離島人口の確保

カ 生活基盤整備

(ｱ) 生活基盤の充実・強化

a 上水道の整備

b 下水道の整備

c 公園の整備

d 公営住宅の整備

キ 防災

(ｱ) 社会リスクセーフティネットの確立

a 河川の整備

b 海岸の整備

c 土砂災害への対策
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d 公共施設等の耐震化

⑵ 強くしなやかな自立型経済の構築

ア 社会基盤整備

(ｱ) 自立型経済の構築に向けた基盤の整備

a 空港の整備

b 港湾の整備

c 陸上交通基盤の整備

イ 交流

(ｱ) 世界との交流ﾈｯﾄﾜｰｸの形成

b 国際交流拠点形成のための基盤整備

ウ 観光新興産業

(ｱ) 世界水準の観光ﾘｿﾞｰﾄ地の形成

a 入域観光客数

オ 新リーディング産業振興

(ｱ) 国際物流拠点の形成

b 那覇港外貿取扱貨物量

キ 製造・中小企業等振興

(ｱ) ものづくり産業の振興

a 製造品出荷額

コ 特殊事業（駐留軍用地跡地の有効利用の推進）

(ｱ) 駐留軍用地跡地の有効利用の推進

a 駐留軍用地跡地の有効利用

○第３章 基本施策の推進による成果と課題及びその対策

１ 沖縄らしい自然と歴史、伝統、文化を大切にする島を目指して

⑴自然環境の保全・再生・適正利用

イ 陸域・水辺環境の保全

ウ 自然環境の再生

⑵持続可能な循環型社会の構築

ア ３Rの推進

⑶低炭素島しょ社会の実現

ア 地球温暖化防止対策の推進

ウ 低炭素都市づくりの推進

⑸文化産業の戦略的な創出・育成

ア 文化資源を活用したまちづくり

⑹価値創造のまちづくり

ア 沖縄らしい風景づくり

イ 花と緑あふれる県土の形成

⑺人間優先のまちづくり

ア まちづくりにおけるユニバーサルデザインの推進

イ 歩いて暮らせる環境づくりの推進
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ウ 人に優しい交通手段の確保

２ 心豊かで、安全・安心に暮らせる島を目指して

⑴健康・長寿おきなわの推進

イ 「スポーツアイランド沖縄」の形成

⑶健康福祉セーフティネットの充実

ア 高齢者が住み慣れた地域で生き生きと暮らせる環境づくり

イ 福祉セーフティネットの形成

⑷社会リスクセーフティネットの充実

ア 安全・安心に暮らせる地域づくり

イ 災害に強い県土づくりと防災体制の強化

⑹地域特性に応じた生活基盤の充実・強化

ア 地域特性に応じた生活基盤の整備

イ 高度情報通信ネットワーク社会に対応した行政サービスの提

供

３ 希望と活力にあふれる豊かな島を目指して

⑴自立型経済の構築に向けた基盤の整備

ア 国際交流・物流拠点の核となる空港の整備

イ 人流・物流を支える港湾の整備

ウ 陸上交通基盤の整備

エ 国際ネットワークの構築、移動・輸送コストの低減及び物

流対策強化

⑵世界水準の観光リゾート地の形成

エ 観光客の受入体制の整備

⑶情報通信関連産業の高度化・多様化

エ 情報通信基盤の整備

⑷アジアと日本の架け橋となる国際物流拠点の形成

ア 臨空・臨港型産業の集積による国際物流拠点の形成

⑹沖縄の魅力や優位性を生かした新たな産業の創出

イ 環境関連産業の戦略的展開

⑻地域を支える中小企業等の振興

イ 商店街・中心市街地の活性化と商業の振興

ウ 建設産業の活性化と新分野・新市場の開拓

⑼ものづくり産業の振興と地域ブランドの形成

ウ 安定した工業用水・エネルギーの提供

⑾離島における定住条件の整備

ア 交通・生活コストの低減

イ 生活環境基盤の整備及び教育・医療・福祉における住民サ

ービスの向上

ウ 交通基盤の整備と交通ネットワークの充実強化

エ 過疎・辺地地域の振興
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⑿離島の特色を生かした産業振興と新たな展開

ア 観光リゾート産業の振興

⒀駐留軍用地跡地の有効利用の推進

ア 駐留軍用地跡地利用の推進に向けた取組

４ 世界に開かれた交流と共生の島を目指して

⑴世界との交流ネットワークの形成

イ 世界と共生する社会の形成

ウ 国際交流拠点の形成に向けた基盤の整備

⑵ 国際協力・貢献活動の推進

ア アジア・太平洋地域の共通課題に対する技術協力等の推進

５ 多様な能力を発揮し、未来を拓く島を目指して

⑸産業振興を担う人材の育成

イ 地域産業を担う人材の育成

ウ 新産業の創出や産業のグローバル化を担う人材の育成

⑹地域社会を支える人材の育成

イ 地域づくりを担う人材の育成

○第４章 克服すべき沖縄の固有課題

１ 基地問題の解決と駐留軍用地跡地利用

(3)駐留軍用地跡地利用の推進

２ 離島の条件不利性克服と国益貢献

(1)交通・生活コストの低減

(2)生活環境基盤の整備及び教育・医療・福祉における住民サービス

の向上

(3)交通基盤の整備と交通ネットワークの充実強化

(5)観光リゾート産業の振興

３ 海洋島しょ圏沖縄を結ぶ交通ネットワークの構築

(1)国際交流・物流拠点の核となる空港の整備

(2)人流・物流を支える港湾の整備

(3)陸上交通基盤の整備

(4)臨空・臨港型産業の集積による国際物流拠点の形成

○第５章 圏域別展開

１ 北部圏域

導入部

⑴ 主な取組による成果等

ウ 生活圏の充実

エ 駐留軍用地跡地利用の推進

⑵ 今後の主な課題
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２ 中部圏域

導入部

⑴ 主な取組による成果等

ア 個性豊かで魅力あふれる基幹都市圏の形成

(ｱ) 人的・物的交流拠点の機能強化

(ｲ）中部都市圏の機能高度化

(ｳ) 環境共生型社会の構築

イ 圏域の特色を生かした産業の振興

(ｳ) 臨空・臨港型産業の振興と産業イノベーションの推進

⑵ 今後の主な課題

３ 南部圏域

導入部

⑴ 主な取組による成果等

ア 個性豊かで魅力あふれる基幹都市圏の形成

(ｱ) 人的・物的交流拠点の機能強化

(ｲ）中部都市圏の機能高度化

(ｳ) 環境共生型社会の構築

イ 圏域の特色を生かした産業の振興

(ｲ）情報通信関連産業の振興

(ｳ) 臨空・臨港型産業の振興と産業イノベーションの推進

⑵ 今後の主な課題

４ 宮古圏域

導入部

⑴ 主な取組による成果等

(ｲ）拠点都市機能の充実

イ 圏域の特色を生かした産業の振興

(ｱ) 観光リゾート産業等の振興と産業イノベーションの推進

エ 生活圏の充実

(ｱ) 生活環境基盤等の整備

⑵ 今後の主な課題

５ 八重山圏域

導入部

⑴ 主な取組による成果等

(ｲ）拠点都市機能の充実

イ 圏域の特色を生かした産業の振興

(ｱ) 観光リゾート産業等の振興と産業イノベーションの推進

エ 生活圏の充実

(ｱ) 生活環境基盤等の整備

⑵ 今後の主な課題
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⑶ 基盤整備部会の構成について

基盤整備部会の構成は次のとおりである。

◎有住 康則 琉球大学名誉教授

○宮城 隼夫 琉球大学名誉教授

小野 尋子 琉球大学工学部准教授

神谷 大介 琉球大学工学部准教授

入部 綱清 琉球大学工学部助教

平良 敏昭 株式会社沖縄建設新聞代表取締役社長

美里 義雅 沖縄都市モノレール株式会社代表取締役社長

小川 吾吉 一般社団法人沖縄県バス協会会長

東江 一成 一般社団法人沖縄県ﾊｲﾔｰ・ﾀｸｼｰ協会会長

青木 紀将 日本ﾄﾗﾝｽｵｰｼｬﾝ航空株式会社代表取締役社長

佐次田 朗 公益社団法人沖縄県トラック協会会長

宮城 茂 琉球海運株式会社代表取締役社長

畔上 修一 西日本電信電話株式会社沖縄支店支店長

湯淺 英雄 沖縄セルラー電話株式会社代表取締役社長

※◎は部会長、〇は副部会長を示す。

⑷ 基盤整備部会の開催実績について

基盤整備部会の開催実績は次のとおりである。

〇第１回基盤整備部会

日時：令和元年７月26日（金）13:30～15:30

場所：ホテルチュラ琉球 7階ホール

議題：

１ 全体説明

⑴ 今後の審議の進め方

２ 調査審議

⑴ 基盤整備部会の日程及び議題等について

⑵ 沖縄21世紀ビジョン基本計画（沖縄振興計画）等 総点検報告

書第２章の基盤整備部会の所掌事務に関わる部分

〇第２回基盤整備部会

日時：令和元年８月19日（月）13:30～16:30

場所：県庁11階第１，２特別会議室

議題：

１ 検証シートの取り扱いについて

２ 調査審議
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⑴ 第１回基盤整備部会に関する事項

⑵ 環境・文化・景観等とまちづくり

⑶ 防災・減災とインフラの維持管理・更新等

〇第３回基盤整備部会

日時：令和元年９月10日（火）13:30～16:30

場所：ホテルチュラ琉球 7階ホール

議題：

１ 審議の進め方及び基盤整備部会委員意見の取り扱いについての説

明

２ 調査審議

⑴ 第１回及び第２回基盤整備部会に関する事項

⑵ 観光、物流等を支える自立型経済構築に向けた基盤整備

⑶ 離島における社会基盤の整備

⑷ 駐留軍用地跡地の有効利用

〇第４回基盤整備部会

日時：令和元年10月29日（火）

場所：沖縄県土地開発公社 5階会議室

議題：

１ 調査審議

⑴ 第１～３回基盤整備部会に関する事項

⑵ 建設産業及び人材育成

⑶ 圏域別展開

⑷ 他部会からの申し送り事項

⑸ 重要性を増した課題及び新たに生じた課題

〇第５回基盤整備部会

日時：令和元年11月12日（火）

場所：八汐荘 屋良ホール

議題：

１ 調査審議

第１～４回基盤整備部会に関する事項

基盤整備部会調査審議結果報告書（案）について

２その他

今後のスケジュールについて

SDGsと沖縄２１世紀ビジョン基本計画の関係について
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３ 基盤整備部会における調査審議結果

⑴ 沖縄２１世紀ビジョン基本計画（沖縄振興計画）等総点検報告書（素案）

に対する修正意見について

沖縄２１世紀ビジョン基本計画（沖縄振興計画）等総点検報告書（素案）

に対する修正意見については、別紙１（沖縄２１世紀ビジョン基本計画（沖

縄振興計画）等総点検報告書（素案）に対する修正意見審議結果一覧（基

盤整備部会））のとおりである。

⑵ 重要性を増した課題及び新たに生じた課題について

基盤整備部会における調査審議の過程において、重要性を増した課題及

び新たに生じた課題として特定すべき事項について、別紙２（重要性を増

した課題及び新たに生じた課題の一覧（基盤整備部会））のとおりとりま

とめた。

⑶ 自由意見について

基盤整備部会における調査審議の過程において、⑴及び⑵以外の意見に

ついて、別紙３（自由意見の一覧（基盤整備部会））のとおりとりまとめ

た。
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べ

き
事

項
、

伊
良

部
架

橋
に

よ
る

効
果

と
影

響
に

関
し

て
、

観
光

施
策

・
道

路
施

策
・
都

市
計

画
施

策
の

連
携

が
指

摘
さ

れ
て

い
る

。
こ

れ
ら

を
包

含
す

る
考

え
方

の
一

つ
と

し
て

S
m

ar
tと

い
う
概

念
を

き
し

て
は

ど
う
か

。
・
Ｓ

ｏ
ｃ
ｉｅ

ｔｙ
5
.0

に
向

け
て

ビ
ッ
グ

デ
ー

タ
を

活
用

す
る

と
の

記
載

を
す

べ
き

。
・
世

界
的

に
注

目
さ

れ
て

い
る

ス
マ

ー
ト

シ
テ

ィ
に

て
つ

い
て

、
二

酸
化

炭
素

排
出

量
の

軽
減

が
期

待
で

き
る

こ
と

か
ら

、
実

績
も

含
め

て
記

載
し

て
は

ど
う

か
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

沖
縄

２
１

世
紀

ビ
ジ

ョ
ン

基
本

計
画

（
沖

縄
振

興
計

画
）

等
総

点
検

報
告

書
（

素
案

）
に

対
す

る
修

正
意

見
審

議
結

果
一

覧
（

基
盤

整
備

部
会

）

10



別
紙

１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

1
1
6

8

広
域

交
流

拠
点

の
那

覇
市

と
北

部
圏

域
の

中
心

都
市

で
あ

る
名

護
市

を
１

時
間

で
結

ぶ
鉄

軌
道

の
導

入
に

つ
い

て
は

、
今

後
の

制
度

改
革

や
新

た
な

技
術

開
発

等
の

動
き

も
捉

え
な

が
ら

調
査

研
究

を
推

進
し

、
シ

ー
ム

レ
ス

な
ア

ジ
ア

の
空

、
海

、
陸

の
交

通
体

系
に

対
応

で
き

る
鉄

軌
道

を
研

究
す

る
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

鉄
軌

道
・
フ

ィ
ー

ダ
ー

交
通

等
の

連
結

に
よ

る
、

南
部

圏
域

、
中

部
圏

域
、

北
部

圏
域

の
有

機
的

な
骨

格
軸

に
つ

い
て

は
、

更
な

る
研

究
が

必
要

で
あ

る
。

広
域

交
流

拠
点

の
那

覇
と

北
部

圏
域

の
中

心
都

市
で

あ
る

名
護

を
１

時
間

で
結

ぶ
鉄

軌
道

の
導

入
に

つ
い

て
は

、
今

後
の

制
度

改
革

や
新

た
な

技
術

開
発

等
の

動
き

も
捉

え
な

が
ら

検
討

を
進

め
、

シ
ー

ム
レ

ス
な

ア
ジ

ア
の

空
、

海
、

陸
の

交
通

体
系

に
対

応
で

き
る

鉄
軌

道
の

実
現

に
向

け
取

組
を

推
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

　
ま

た
、

鉄
軌

道
・
フ

ィ
ー

ダ
ー

交
通

の
連

結
に

よ
る

、
南

部
圏

域
、

中
部

圏
域

、
北

部
圏

域
の

有
機

的
な

公
共

交
通

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

に
向

け
た

取
組

を
推

進
す

る
必

要
が

あ
る

。

　
鉄

軌
道

に
つ

い
て

は
、

平
成

２
６

年
度

か
ら

平
成

２
９

年
度

に
か

け
て

、
３

つ
の

検
討

委
員

会
が

設
置

さ
れ

、
更

に
パ

ブ
リ
ッ

ク
・
イ

ン
ボ

ル
ブ

メ
ン

ト
（
Ｐ

Ｉ）
を

導
入

し
、

多
く
の

専
門

家
、

県
民

等
の

意
見

を
聞

き
な

が
ら

検
討

が
行

わ
れ

、
平

成
3
0
年

5
月

に
構

想
段

階
の

計
画

書
が

策
定

さ
れ

た
。

技
術

検
討

委
員

会
副

委
員

長
を

務
め

た
が

、
今

後
は

鉄
軌

道
の

実
現

に
向

け
、

整
備

計
画

等
の

具
体

的
な

検
討

が
行

わ
れ

る
も

の
と

認
識

し
て

い
る

。
　

加
え

て
、

鉄
軌

道
の

導
入

に
あ

た
っ

て
は

、
非

沿
線

地
域

住
民

の
方

々
に

も
鉄

軌
道

を
利

用
し

や
す

い
環

境
を

構
築

し
、

県
民

や
観

光
客

の
移

動
利

便
性

向
上

を
図

り
、

鉄
軌

道
の

安
定

需
要

を
確

保
し

て
い

く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

現
沖

縄
２

１
世

紀
ビ

ジ
ョ
ン

基
本

計
画

に
お

い
て

「
鉄

軌
道

を
含

む
新

た
な

公
共

交
通

シ
ス

テ
ム

と
地

域
を

結
ぶ

利
便

性
の

高
い

公
共

交
通

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

に
向

け
た

取
組

を
推

進
」
す

る
こ

と
が

明
確

に
位

置
づ

け
ら

れ
て

い
る

。
　

し
か

し
な

が
ら

、
総

点
検

報
告

書
の

記
載

で
は

、
鉄

軌
道

の
導

入
及

び
フ

ィ
ー

ダ
ー

交
通

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

に
対

し
、

「
調

査
・
研

究
」
と

の
記

載
と

な
っ

て
お

り
、

現
沖

縄
２

１
世

紀
ビ

ジ
ョ
ン

基
本

計
画

の
記

述
か

ら
後

退
し

た
内

容
と

受
け

止
め

ら
れ

か
ね

な
い

。
　

し
た

が
っ

て
、

鉄
軌

道
の

導
入

に
向

け
た

こ
れ

ま
で

の
取

組
を

踏
ま

え
、

計
画

実
現

に
向

け
た

取
組

の
推

進
を

強
く
打

ち
出

す
べ

き
で

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
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別
紙

１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

3
2

8
8

1
7

　
本

県
の

離
島

に
は

、
復

帰
時

に
お

い
て

６
空

港
（
宮

古
、

石
垣

、
南

大
東

、
久

米
島

、
与

那
国

、
多

良
間

）
が

設
置

さ
れ

て
い

た
が

、
国

か
ら

航
空

法
に

抵
触

す
る

と
の

指
摘

が
あ

り
、

復
帰

以
降

、
各

空
港

と
も

国
の

補
助

に
よ

り
改

修
が

行
わ

れ
た

。
復

帰
後

に
は

、
海

洋
博

関
連

事
業

と
し

て
整

備
さ

れ
た

伊
江

島
空

港
の

ほ
か

５
空

港
を

新
設

し
、

現
在

、
離

島
に

は
1
2
空

港
が

設
置

さ
れ

て
い

る
。

　
本

県
の

離
島

に
は

、
復

帰
時

に
お

い
て

８
空

港
（
石

垣
空

港
、

宮
古

空
港

、
久

米
島

空
港

、
与

那
国

空
港

、
南

大
東

空
港

、
北

大
東

空
港

、
多

良
間

空
港

、
波

照
間

空
港

）
が

設
置

さ
れ

て
い

た
。

復
帰

後
に

は
、

海
洋

博
関

連
事

業
と

し
て

整
備

さ
れ

た
伊

江
島

空
港

の
ほ

か
４

空
港

を
新

設
し

、
現

在
、

離
島

に
は

1
2
空

港
が

設
置

さ
れ

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

誤
植

に
伴

い
修

正
を

行
う
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

4
2

8
9

1
0

そ
の

後
、

不
採

算
を

理
由

と
し

た
県

内
路

線
の

一
部

撤
退

は
あ

っ
た

が
、

平
成

2
9
年

度
に

は
県

内
1
1
路

線
、

県
外

９
路

線
の

計
2
0
路

線
に

拡
充

さ
れ

て
お

り
、

交
通

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
の

充
実

が
図

ら
れ

て
い

る
。

そ
の

後
、

不
採

算
を

理
由

と
し

た
県

内
路

線
の

一
部

撤
退

は
あ

っ
た

が
、

平
成

3
0
年

度
に

は
県

内
1
0
路

線
、

県
外

９
路

線
の

計
1
9
路

線
に

拡
充

さ
れ

て
お

り
、

交
通

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
の

充
実

が
図

ら
れ

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

5
2

8
9

1
3

【
図

表
2
-
2
-
1
-
5
-
6
】

離
島

発
着

路
線

数
（
空

路
）
の

推
移

【
図

表
2
-
2
-
1
-
5
-
6
】

離
島

発
着

路
線

数
（
空

路
）
の

推
移

に
つ

い
て

H
3
0
値

を
追

加

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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紙

１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

6
2

8
9

2
7

昭
和

5
0
年

度
の

8
1
万

人
か

ら
平

成
2
9
年

度
に

は
4
6
8
万

人
と

、
約

5
.8

倍
に

増
加

し
て

い
る

。

昭
和

5
0
年

度
の

8
1
万

人
か

ら
平

成
3
0
年

度
に

は
4
8
5
万

人
と

、
約

6
.0

倍
に

増
加

し
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

7
2

8
9

3
1

図
表

の
差

し
替

え
【
図

表
2
-
2
-
1
-
5
-
7
】

県
管

理
空

港
の

旅
客

数
の

推
移

【
図

表
2
-
2
-
1
-
5
-
7
】
県

管
理

空
港

の
旅

客
数

の
推

移
に

つ
い

て
平

成
3
0

年
度

末
時

点
の

図
表

と
す

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

13



別
紙

１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

8
2

9
0

1
2

離
島

港
湾

の
乗

降
人

員
は

、
離

島
架

橋
の

整
備

や
観

光
客

数
等

に
よ

っ
て

増
減

は
あ

る
も

の
の

、
昭

和
4
9
年

の
1
3
5
万

人
か

ら
平

成
2
8
年

に
は

6
0
6
万

人
と

約
4
.5

倍
に

増
加

し
て

お
り

、
海

上
交

通
の

充
実

に
よ

っ
て

、
離

島
住

民
の

移
動

環
境

は
大

き
く
向

上
し

て
い

る
。

離
島

港
湾

の
乗

降
人

員
は

、
離

島
架

橋
の

整
備

や
観

光
客

数
等

に
よ

っ
て

増
減

は
あ

る
も

の
の

、
昭

和
4
9
年

の
1
3
5
万

人
か

ら
平

成
2
9
年

に
は

6
0
0
万

人
と

約
4
.4

倍
に

増
加

し
て

お
り

、
海

上
交

通
の

充
実

に
よ

っ
て

、
離

島
住

民
の

移
動

環
境

は
大

き
く
向

上
し

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

現
状

値
を

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

9
2

9
0

3
7

…
定

住
・
地

域
の

活
性

化
に

つ
な

が
っ

て
い

る
。

　
こ

の
ほ

か
、

地
域

住
民

に
必

要
な

バ
ス

路
線

を
確

保
・
維

持
す

る
た

め
、

昭
和

5
1
年

か
ら

欠
損

額
の

生
じ

て
い

る
生

活
バ

ス
路

線
を

運
行

す
る

バ
ス

事
業

者
に

対
し

、
市

町
村

と
協

調
し

て
補

助
を

実
施

し
て

い
る

。
【
表

2
-
2
-
1
-

5
-
9
】

…
定

住
・
地

域
の

活
性

化
に

つ
な

が
っ

て
い

る
。

【
表

2
-
2
-
1
-
5
-
9
】

　
こ

の
ほ

か
、

地
域

住
民

に
必

要
な

バ
ス

路
線

を
確

保
・
維

持
す

る
た

め
、

昭
和

5
1
年

か
ら

欠
損

額
の

生
じ

て
い

る
生

活
バ

ス
路

線
を

運
行

す
る

バ
ス

事
業

者
に

対
し

、
市

町
村

と
協

調
し

て
補

助
を

実
施

し
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

誤
植

に
伴

い
修

正
を

行
う
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
0

2
9
2

3

本
島

と
先

島
地

区
及

び
久

米
島

地
区

を
つ

な
ぐ

海
底

光
ケ

ー
ブ

ル
の

ル
ー

プ
化

に
取

り
組

ん
だ

。

「
本

島
と

先
島

地
区

及
び

久
米

島
地

区
を

つ
な

ぐ
海

底
光

ケ
ー

ブ
ル

の
２

ル
ー

ト
化

に
取

り
組

ん
だ

。
」

先
島

地
区

、
久

米
島

地
区

で
２

ル
ー

ト
化

、
大

東
地

区
で

ル
ー

プ
化

と
の

記
載

が
あ

り
、

文
言

の
統

一
を

検
討

し
て

は
ど

う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
1

2
9
2

3
2

離
島

に
お

け
る

水
道

普
及

率
は

、
着

実
に

伸
び

、
平

成
2
8
年

度
末

に
お

い
て

9
9
.9

％
と

な
っ

て
お

り
、

沖
縄

本
島

と
差

が
な

い
状

況
に

な
っ

て
い

る
。

離
島

に
お

け
る

水
道

普
及

率
は

、
着

実
に

伸
び

、
平

成
2
9
年

度
末

に
お

い
て

1
0
0
％

と
な

っ
て

お
り

、
沖

縄
本

島
と

差
が

な
い

状
況

に
な

っ
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

1
2

2
9
2

4
2

離
島

の
下

水
道

処
理

人
口

普
及

率
は

、
平

成
9
年

度
の

3
.7

％
か

ら
平

成
2
9
年

度
に

は
2
3
.7

％
と

向
上

し
て

お
り

、

離
島

の
下

水
道

処
理

人
口

普
及

率
は

、
平

成
9
年

度
の

3
.7

％
か

ら
平

成
3
0
年

度
に

は
2
3
.6

％
と

向
上

し
て

お
り

、

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
3

2
9
3

7

　
離

島
に

お
け

る
公

営
住

宅
に

つ
い

て
は

、
昭

和
5
3
年

度
か

ら
急

速
に

建
設

が
進

め
ら

れ
て

お
り

、
昭

和
4
7
年

度
か

ら
平

成
2
9
年

度
ま

で
に

県
営

2
,5

4
0

戸
、

市
町

村
2
,8

9
4
戸

の
計

5
,4

3
4
戸

が
整

備
さ

れ
て

い
る

。

　
離

島
に

お
け

る
公

営
住

宅
に

つ
い

て
は

、
昭

和
5
3
年

度
か

ら
急

速
に

建
設

が
進

め
ら

れ
て

お
り

、
昭

和
4
7
年

度
か

ら
平

成
3
0
年

度
ま

で
に

県
営

2
,6

2
0

戸
、

市
町

村
営

2
,9

1
4
戸

の
計

5
,5

3
4

戸
が

整
備

さ
れ

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
4

2
9
3

1
5

　
な

お
、

建
設

戸
数

を
圏

域
別

に
み

る
と

、
宮

古
圏

域
が

2
,9

9
7
戸

と
最

も
多

く
、

次
い

で
八

重
山

圏
域

が
1
,8

2
2

戸
、

中
南

部
圏

域
が

3
5
0
戸

、
北

部
圏

域
が

2
6
5
戸

と
な

っ
て

い
る

。

　
な

お
、

建
設

戸
数

を
圏

域
別

に
み

る
と

、
宮

古
圏

域
が

2
,9

9
7
戸

と
最

も
多

く
、

次
い

で
八

重
山

圏
域

が
1
,9

0
6

戸
、

中
南

部
圏

域
が

3
5
4
戸

、
北

部
圏

域
が

2
7
7
戸

と
な

っ
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
5

2
9
3

1
9

【
図

表
2
-
2
-
1
-
5
-
1
0
】
離

島
に

お
け

る
公

営
住

宅
の

建
設

戸
数

の
推

移
【
図

表
2
-
2
-
1
-
5
-
1
0
】
離

島
に

お
け

る
公

営
住

宅
の

建
設

戸
数

の
推

移
平

成
3
0
年

度
の

数
値

を
追

記
す

る

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
6

2
1
0
0

1
2

こ
れ

ら
の

取
組

に
よ

り
、

県
民

意
識

調
査

で
は

「
住

環
境

が
良

好
な

こ
と

」
が

、
平

成
1
6
年

の
4
3
.5

％
か

ら
平

成
3
0
年

の
4
8
.9

％
と

5
.4

ポ
イ

ン
ト

向
上

し
て

お
り

、
県

民
満

足
度

も
向

上
し

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

取
組

に
よ

り
、

県
民

意
識

調
査

の
「
住

環
境

が
良

好
な

こ
と

」
に

対
す

る
県

民
満

足
度

は
、

平
成

1
6
年

の
4
3
.5

％
か

ら
平

成
3
0
年

の
4
8
.9

％
と

5
.4

ポ
イ

ン
ト

向
上

し
て

い
る

。

県
民

満
足

度
の

グ
ラ

フ
の

修
正

に
伴

い
、

本
文

の
表

現
を

修
正

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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紙

１
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章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

1
7

2
1
0
2

3
4

記
述

な
し

　
加

え
て

、
水

源
で

検
出

さ
れ

る
有

機
フ

ッ
素

化
合

物
な

ど
の

水
質

課
題

に
対

し
て

は
、

高
度

浄
水

処
理

な
ど

の
対

策
を

実
施

し
て

い
る

。

米
軍

・
嘉

手
納

飛
行

場
由

来
の

汚
染

と
思

わ
れ

る
有

機
フ

ッ
素

化
合

物
(P

F
O

S
、

P
F
O

A
)に

つ
い

て
、

県
民

の
安

全
・
安

心
の

観
点

か
ら

上
下

水
道

の
整

備
に

合
わ

せ
て

水
質

の
確

保
対

策
を

明
記

す
る

必
要

が
あ

る
。

新
た

な
水

源
の

確
保

検
討

課
題

(比
謝

川
水

系
の

水
源

廃
止

)。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
8

2
1
0
3

6

記
述

な
し

　
有

機
フ

ッ
素

化
合

物
な

ど
の

水
質

課
題

に
つ

い
て

は
、

安
全

・
安

心
な

水
道

水
を

供
給

す
る

た
め

、
水

質
管

理
や

浄
水

処
理

に
努

め
る

と
と

も
に

、
更

な
る

低
減

化
対

策
を

行
う
必

要
が

あ
る

。

米
軍

・
嘉

手
納

飛
行

場
由

来
の

汚
染

と
思

わ
れ

る
有

機
フ

ッ
素

化
合

物
(P

F
O

S
、

P
F
O

A
)に

つ
い

て
、

県
民

の
安

全
・
安

心
の

観
点

か
ら

上
下

水
道

の
整

備
に

合
わ

せ
て

水
質

の
確

保
対

策
を

明
記

す
る

必
要

が
あ

る
。

新
た

な
水

源
の

確
保

検
討

課
題

(比
謝

川
水

系
の

水
源

廃
止

)。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
9

2
1
0
3

2
3

新
た

に
中

城
湾

南
部

流
域

下
水

道
事

業
（
中

城
村

、
西

原
町

、
与

那
原

町
及

び
南

城
市

）
が

認
可

さ
れ

、

新
た

に
中

城
湾

南
部

流
域

下
水

道
事

業
（
南

城
市

、
中

城
村

、
西

原
町

及
び

与
那

原
町

）
が

認
可

さ
れ

、

【
総

合
部

会
意

見
】

誤
植

に
伴

い
修

正
を

行
う
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
0

2
1
0
3

2
6

平
成

2
9
年

度
の

普
及

率
は

7
1
.5

％
と

な
っ

た
が

、
全

国
の

普
及

率
7
8
.8

％
と

比
較

し
て

、
7
.3

ポ
イ

ン
ト

下
回

っ
て

い
る

。

平
成

3
0
年

度
の

普
及

率
は

7
2
.0

％
と

な
っ

た
が

、
全

国
の

普
及

率
7
9
.3

％
と

比
較

し
て

、
7
.3

ポ
イ

ン
ト

下
回

っ
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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１
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頁
行
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書

 
（
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案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

2
1

2
1
0
3

3
0

【
図

表
2
-
2
-
1
-
6
-
3
】
下

水
道

処
理

人
口

普
及

率
の

推
移

昭
和

4
7
年

～
平

成
2
9
年

【
図

表
2
-
2
-
1
-
6
-
3
】
下

水
道

処
理

人
口

普
及

率
の

推
移

昭
和

4
7
年

～
平

成
3
0
年

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
2

2
1
0
4

4

下
水

道
人

口
普

及
率

の
向

上
に

向
け

、
下

水
道

処
理

人
口

普
及

率
の

向
上

に
向

け
、

【
総

合
部

会
意

見
】

誤
植

に
伴

い
修

正
を

行
う
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
3

2
1
0
4

1
0

財
政

事
業

等
の

た
め

財
政

事
情

等
の

た
め

【
総

合
部

会
意

見
】

誤
植

に
伴

い
修

正
を

行
う
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
4

2
1
0
4

3
1

平
成

2
8
年

度
の

人
口

一
人

当
た

り
の

都
市

公
園

面
積

は
、

沖
縄

県
1
0
.9

㎡
、

全
国

平
均

1
0
.4

㎡
と

な
っ

て
い

る
。

平
成

2
9
年

度
の

人
口

一
人

当
た

り
の

都
市

公
園

面
積

は
、

沖
縄

県
1
0
.9

㎡
、

全
国

平
均

1
0
.5

㎡
と

な
っ

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

2
5

2
1
0
5

4

記
述

な
し

　
令

和
元

年
1
0
月

3
1
日

に
発

生
し

た
首

里
城

の
火

災
を

受
け

、
首

里
城

の
復

旧
・
復

興
に

向
け

て
は

、
消

失
し

た
建

築
物

・
文

化
財

の
復

元
の

他
、

技
術

者
や

資
材

の
確

保
、

国
内

外
に

散
失

し
た

文
化

財
の

収
集

等
、

様
々

な
課

題
が

あ
る

。

令
和

元
年

1
0
月

3
1
日

に
発

生
し

た
火

災
に

よ
り

首
里

城
の

正
殿

、
北

殿
、

南
殿

・
番

所
、

書
院

・
鎖

之
間

、
黄

金
御

殿
、

二
階

御
殿

な
ど

が
消

失
し

た
こ

と
か

ら
再

建
事

業
を

推
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
6

2
1
0
5

5

【
図

表
2
-
2
-
1
-
6
-
4
】
都

市
計

画
区

域
内

の
人

口
一

人
当

た
り

の
都

市
公

園
面

積

【
図

表
2
-
2
-
1
-
6
-
4
】
都

市
計

画
区

域
内

の
人

口
一

人
当

た
り

の
都

市
公

園
面

積
H

2
9
年

度
値

を
追

加

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
7

2
1
0
5

1
9

本
県

の
都

市
計

画
区

域
内

に
お

け
る

人
口

一
人

当
た

り
の

都
市

公
園

面
積

は
1
0
.9

㎡
と

、
全

国
平

均
の

1
0
.4

㎡
を

若
干

上
回

っ
て

い
る

。

本
県

の
都

市
計

画
区

域
内

に
お

け
る

人
口

一
人

当
た

り
の

都
市

公
園

面
積

は
1
0
.9

㎡
と

、
全

国
平

均
の

1
0
.5

㎡
を

若
干

上
回

っ
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
8

2
1
0
5

3
2

記
述

な
し

な
お

、
首

里
城

正
殿

等
の

早
期

の
復

旧
・
復

興
に

向
け

た
取

組
が

必
要

で
あ

る
。

令
和

元
年

1
0
月

3
1
日

に
発

生
し

た
火

災
に

よ
り

焼
失

し
た

首
里

城
の

正
殿

、
北

殿
、

南
殿

・
番

所
、

書
院

・
鎖

之
間

、
黄

金
御

殿
、

二
階

御
殿

な
ど

の
再

建
事

業
を

推
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

2
9

2
1
0
6

1
3

　
こ

の
よ

う
に

、
復

帰
か

ら
昭

和
の

終
わ

り
に

か
け

て
、

高
率

補
助

制
度

な
ど

を
活

用
し

、
集

中
的

に
公

営
住

宅
の

整
備

を
行

っ
て

き
た

が
、

復
帰

前
に

整
備

さ
れ

た
市

町
村

営
住

宅
に

つ
い

て
は

、
老

朽
化

な
ど

の
問

題
も

生
じ

て
き

た
こ

と
か

ら
、

昭
和

6
3
年

度
か

ら
は

建
替

事
業

も
始

ま
っ

た
。

　
こ

の
よ

う
に

、
復

帰
か

ら
昭

和
の

終
わ

り
に

か
け

て
、

高
率

補
助

制
度

を
活

用
し

、
集

中
的

に
公

営
住

宅
の

整
備

を
行

っ
て

き
た

が
、

復
帰

前
に

整
備

さ
れ

た
市

町
村

営
住

宅
に

つ
い

て
は

、
老

朽
化

な
ど

の
問

題
も

生
じ

て
き

た
こ

と
か

ら
、

昭
和

6
3
年

度
か

ら
は

建
替

事
業

も
始

ま
っ

た
。

【
総

合
部

会
意

見
】

誤
植

に
伴

い
修

正
を

行
う
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

3
0

2
1
0
6

2
1

　
近

年
の

公
営

住
宅

建
設

戸
数

は
、

3
0
0
か

ら
6
0
0
戸

で
推

移
し

、
平

成
2
9

年
度

は
3
3
9
戸

（
県

営
：
8
6
戸

、
市

町
村

営
：
2
5
3
戸

）
と

な
っ

て
い

る
。

　
復

帰
か

ら
平

成
2
9
年

度
ま

で
の

公
営

住
宅

建
設

戸
数

の
実

績
は

、
県

営
住

宅
が

１
万

9
,7

2
2
戸

、
市

町
村

営
住

宅
が

１
万

4
,3

9
1
戸

、
合

わ
せ

て
３

万
4
,1

1
3
戸

と
な

っ
て

い
る

。

　
近

年
の

公
営

住
宅

建
設

戸
数

は
、

3
0
0
か

ら
6
0
0
戸

で
推

移
し

、
平

成
3
0

年
度

は
2
4
5
戸

（
県

営
：
1
6
1
戸

、
市

町
村

営
：
8
4
戸

）
と

な
っ

て
い

る
。

　
復

帰
か

ら
平

成
3
0
年

度
ま

で
の

公
営

住
宅

建
設

戸
数

の
実

績
は

、
県

営
住

宅
が

１
万

9
,8

8
3
戸

、
市

町
村

営
住

宅
が

１
万

4
,4

7
5
戸

、
合

わ
せ

て
３

万
4
,3

5
8
戸

と
な

っ
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

3
1

2
1
0
6

2
7

【
図

表
2
-
2
-
1
-
6
-
5
】
公

営
住

宅
建

設
戸

数
の

推
移

【
図

表
2
-
2
-
1
-
6
-
5
】
公

営
住

宅
建

設
戸

数
の

推
移

平
成

3
0
年

度
の

数
値

を
追

記
す

る

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

　
我

国
で

は
1
9
6
0
年

代
か

ら
1
9
7
0
年

代
初

頭
に

か
け

て
急

速
に

整
備

さ
れ

た
社

会
基

盤
施

設
の

多
く
が

建
設

後
4
0
年

か
ら

5
0
年

を
経

過
し

、
社

会
基

盤
施

設
の

老
朽

化
が

進
展

し
て

お
り

、
笹

子
ト

ン
ネ

ル
天

井
板

落
下

事
故

な
ど

重
大

損
傷

・
事

故
も

多
く
報

告
さ

れ
社

会
問

題
化

し
て

い
る

。
沖

縄
県

は
亜

熱
帯

気
候

に
属

し
、

高
温

多
湿

で
、

し
か

も
周

囲
を

海
に

囲
ま

れ
て

お
り

、
海

塩
粒

子
の

飛
散

等
に

よ
り

、
全

国
で

も
有

数
の

鋼
材

の
腐

食
と

コ
ン

ク
リ
ー

ト
の

塩
害

に
た

い
し

て
厳

し
い

環
境

下
に

あ
り

、
復

帰
後

5
0
年

近
く
を

迎
え

、
社

会
基

盤
施

設
の

老
朽

化
が

進
展

し
、

耐
久

性
能

が
低

下
し

て
い

る
。

現
在

進
め

ら
れ

て
い

る
長

寿
命

化
修

繕
計

画
で

は
、

従
来

の
事

後
的

な
大

規
模

修
繕

及
び

架
替

え
か

ら
、

信
頼

性
の

あ
る

定
期

点
検

に
よ

り
社

会
基

盤
施

設
の

状
態

を
的

確
に

把
握

し
、

予
防

的
な

補
修

・
補

強
を

行
い

、
必

要
に

応
じ

て
計

画
的

な
更

新
を

進
め

、
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

コ
ス

ト
の

最
小

化
と

構
造

物
の

長
寿

命
化

を
図

り
、

社
会

基
盤

施
設

の
安

生
性

・
信

頼
性

を
確

保
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

そ
の

た
め

に
は

高
度

な
技

術
者

の
育

成
、

点
検

診
断

技
術

の
確

立
、

劣
化

・
損

傷
予

測
精

度
の

向
上

、
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
保

守
管

理
体

制
の

確
立

及
び

事
業

を
確

実
に

実
施

で
き

る
予

算
を

確
保

で
き

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

　
社

会
基

盤
施

設
の

老
朽

化
対

策
は

全
国

的
に

重
要

な
問

題
で

あ
り

、
課

題
及

び
対

策
で

記
述

し
て

は
ど

う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
1
0
8

1

キ
　

防
災

キ
　

防
災

・
減

災
・
長

寿
命

化

3
2
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（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

3
3

2
1
0
8

1
5

　
こ

れ
ら

の
取

組
に

よ
り

、
県

民
意

識
調

査
で

は
「
地

震
、

台
風

な
ど

へ
の

防
災

対
策

が
充

実
し

て
い

る
こ

と
」
が

昭
和

5
4
年

の
2
4
.6

％
か

ら
平

成
3
0
年

に
は

3
3
.1

％
と

8
.5

ポ
イ

ン
ト

向
上

し
て

お
り

、
県

民
満

足
度

も
向

上
し

て
い

る
。

　
こ

れ
ら

の
取

組
に

よ
り

、
県

民
意

識
調

査
の

「
地

震
、

台
風

な
ど

へ
の

防
災

対
策

が
充

実
し

て
い

る
こ

と
」
に

対
す

る
県

民
満

足
度

は
、

平
成

６
年

か
ら

平
成

2
1
年

ま
で

は
2
0
％

前
後

で
推

移
し

た
も

の
の

、
平

成
3
0
年

に
は

3
3
.1

％
と

昭
和

5
4
年

の
2
4
.6

％
か

ら
8
.5

ポ
イ

ン
ト

向
上

し
て

い
る

。

県
民

満
足

度
の

グ
ラ

フ
の

修
正

に
伴

い
、

本
文

の
表

現
を

修
正

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

2
1
0
9

3
9

記
述

な
し

　
河

川
の

護
岸

整
備

や
拡

幅
工

事
と

併
せ

て
、

ダ
ム

等
の

洪
水

調
節

施
設

を
沖

縄
振

興
開

発
特

別
措

置
法

に
よ

る
制

度
を

活
用

し
、

国
に

お
い

て
福

地
ダ

ム
他

1
0
ダ

ム
の

整
備

が
な

さ
れ

、
県

に
お

い
て

は
、

同
法

の
高

率
補

助
制

度
を

活
用

し
、

金
城

ダ
ム

他
3
ダ

ム
及

び
真

嘉
比

遊
水

地
を

整
備

し
た

。
【
表

2
-
2
-
1
-
7
-
2
】

　
こ

れ
ま

で
の

ハ
ー

ド
対

策
に

加
え

、
県

で
は

、
想

定
外

の
大

規
模

な
水

害
に

備
え

る
た

め
、

想
定

し
得

る
最

大
規

模
の

降
雨

を
前

提
と

し
た

浸
水

想
定

区
域

図
の

作
成

・
公

表
や

、
県

、
国

、
市

町
村

等
か

ら
な

る
「
沖

縄
県

管
理

河
川

の
大

規
模

氾
濫

に
関

す
る

減
災

対
策

協
議

会
」
を

新
た

に
組

織
し

て
、

関
係

者
の

事
前

の
備

え
と

連
携

の
強

化
に

よ
り

、
社

会
全

体
で

被
害

を
防

止
・
軽

減
さ

せ
る

と
と

も
に

、
情

報
伝

達
ツ

ー
ル

を
通

じ
て

、
水

位
情

報
等

を
住

民
等

へ
提

供
し

、
ソ

フ
ト

対
策

の
強

化
を

図
っ

て
い

る
。

・
水

害
に

関
す

る
記

述
が

少
な

い
。

水
防

災
意

識
社

会
の

再
構

築
、

水
防

法
・
土

砂
災

害
防

止
法

の
改

訂
や

要
配

慮
者

利
用

施
設

避
難

確
保

計
画

の
義

務
化

な
ど

、
豪

雨
災

害
に

関
係

す
る

法
・
制

度
が

大
き

く
変

更
さ

れ
て

い
る

。
沖

縄
県

で
は

そ
の

前
提

と
な

る
二

級
河

川
の

浸
水

想
定

お
よ

び
内

水
氾

濫
の

浸
水

想
定

が
ほ

と
ん

ど
な

い
。

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ
プ

の
作

製
お

よ
び

公
開

は
、

県
民

や
事

業
者

が
対

応
す

る
た

め
の

必
要

最
低

限
の

情
報

で
あ

る
た

め
至

急
対

応
す

る
必

要
が

あ
る

。
我

国
で

は
1
9
6
0
年

代
か

ら
1
9
7
0
年

代
初

頭
に

か
け

て
急

速
に

整
備

さ
れ

た
社

会
基

盤
施

設
の

多
く
が

建
設

後
4
0
年

か
ら

5
0
年

を
経

過
し

、
社

会
基

盤
施

設
の

老
朽

化
が

進
展

し
て

お
り

、
笹

子
ト

ン
ネ

ル
天

井
板

落
下

事
故

な
ど

重
大

損
傷

・
事

故
も

多
く
報

告
さ

れ
社

会
問

題
化

し
て

い
る

。
沖

縄
県

は
亜

熱
帯

気
候

に
属

し
、

高
温

多
湿

で
、

し
か

も
周

囲
を

海
に

囲
ま

れ
て

お
り

、
海

塩
粒

子
の

飛
散

等
に

よ
り

、
全

国
で

も
有

数
の

鋼
材

の
腐

食
と

コ
ン

ク
リ
ー

ト
の

塩
害

に
た

い
し

て
厳

し
い

環
境

下
に

あ
り

、
復

帰
後

5
0
年

近
く
を

迎
え

、
社

会
基

盤
施

設
の

老
朽

化
が

進
展

し
、

耐
久

性
能

が
低

下
し

て
い

る
。

現
在

進
め

ら
れ

て
い

る
長

寿
命

化
修

繕
計

画
で

は
、

従
来

の
事

後
的

な
大

規
模

修
繕

及
び

架
替

え
か

ら
、

信
頼

性
の

あ
る

定
期

点
検

に
よ

り
社

会
基

盤
施

設
の

状
態

を
的

確
に

把
握

し
、

予
防

的
な

補
修

・
補

強
を

行
い

、
必

要
に

応
じ

て
計

画
的

な
更

新
を

進
め

、
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

コ
ス

ト
の

最
小

化
と

構
造

物
の

長
寿

命
化

を
図

り
、

社
会

基
盤

施
設

の
安

生
性

・
信

頼
性

を
確

保
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

そ
の

た
め

に
は

高
度

な
技

術
者

の
育

成
、

点
検

診
断

技
術

の
確

立
、

劣
化

・
損

傷
予

測
精

度
の

向
上

、
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
保

守
管

理
体

制
の

確
立

及
び

事
業

を
確

実
に

実
施

で
き

る
予

算
を

確
保

で
き

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

　
社

会
基

盤
施

設
の

老
朽

化
対

策
は

全
国

的
に

重
要

な
問

題
で

あ
り

、
課

題
及

び
対

策
で

記
述

し
て

は
ど

う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

3
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理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

　
我

国
で

は
1
9
6
0
年

代
か

ら
1
9
7
0
年

代
初

頭
に

か
け

て
急

速
に

整
備

さ
れ

た
社

会
基

盤
施

設
の

多
く
が

建
設

後
4
0
年

か
ら

5
0
年

を
経

過
し

、
社

会
基

盤
施

設
の

老
朽

化
が

進
展

し
て

お
り

、
笹

子
ト

ン
ネ

ル
天

井
板

落
下

事
故

な
ど

重
大

損
傷

・
事

故
も

多
く
報

告
さ

れ
社

会
問

題
化

し
て

い
る

。
沖

縄
県

は
亜

熱
帯

気
候

に
属

し
、

高
温

多
湿

で
、

し
か

も
周

囲
を

海
に

囲
ま

れ
て

お
り

、
海

塩
粒

子
の

飛
散

等
に

よ
り

、
全

国
で

も
有

数
の

鋼
材

の
腐

食
と

コ
ン

ク
リ
ー

ト
の

塩
害

に
た

い
し

て
厳

し
い

環
境

下
に

あ
り

、
復

帰
後

5
0
年

近
く
を

迎
え

、
社

会
基

盤
施

設
の

老
朽

化
が

進
展

し
、

耐
久

性
能

が
低

下
し

て
い

る
。

現
在

進
め

ら
れ

て
い

る
長

寿
命

化
修

繕
計

画
で

は
、

従
来

の
事

後
的

な
大

規
模

修
繕

及
び

架
替

え
か

ら
、

信
頼

性
の

あ
る

定
期

点
検

に
よ

り
社

会
基

盤
施

設
の

状
態

を
的

確
に

把
握

し
、

予
防

的
な

補
修

・
補

強
を

行
い

、
必

要
に

応
じ

て
計

画
的

な
更

新
を

進
め

、
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

コ
ス

ト
の

最
小

化
と

構
造

物
の

長
寿

命
化

を
図

り
、

社
会

基
盤

施
設

の
安

生
性

・
信

頼
性

を
確

保
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

そ
の

た
め

に
は

高
度

な
技

術
者

の
育

成
、

点
検

診
断

技
術

の
確

立
、

劣
化

・
損

傷
予

測
精

度
の

向
上

、
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
保

守
管

理
体

制
の

確
立

及
び

事
業

を
確

実
に

実
施

で
き

る
予

算
を

確
保

で
き

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

　
社

会
基

盤
施

設
の

老
朽

化
対

策
は

全
国

的
に

重
要

な
問

題
で

あ
り

、
課

題
及

び
対

策
で

記
述

し
て

は
ど

う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
1
0
9

4
0

（
課

題
）

　
河

川
の

整
備

に
つ

い
て

は
、

治
水

・
利

水
と

の
調

和
を

図
り

な
が

ら
、

河
川

固
有

の
自

然
景

観
や

豊
か

な
生

態
系

に
配

慮
し

た
多

自
然

川
づ

く
り

を
基

本
方

針
と

し
、

浸
水

被
害

が
頻

発
す

る
都

市
河

川
の

重
点

的
な

整
備

の
推

進
な

ど
、

洪
水

被
害

の
防

止
に

努
め

る
。

（
課

題
）

　
河

川
の

整
備

に
つ

い
て

は
、

治
水

・
利

水
と

の
調

和
を

図
り

な
が

ら
、

河
川

固
有

の
自

然
景

観
や

豊
か

な
生

態
系

に
配

慮
し

た
多

自
然

型
川

づ
く
り

を
基

本
方

針
と

し
、

浸
水

被
害

が
頻

発
す

る
都

市
河

川
の

重
点

的
な

整
備

の
推

進
な

ど
、

洪
水

被
害

の
防

止
に

努
め

る
と

と
も

に
、

引
き

続
き

、
長

寿
命

化
計

画
等

を
基

に
施

設
を

維
持

・
更

新
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
　

県
内

の
ダ

ム
に

つ
い

て
は

、
復

帰
後

か
ら

平
成

初
期

に
か

け
て

集
中

的
に

整
備

さ
れ

て
き

た
。

今
後

、
機

能
維

持
の

た
め

の
設

備
更

新
や

老
朽

化
に

伴
う
大

規
模

な
修

繕
が

予
想

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、

国
及

び
県

が
連

携
し

な
が

ら
、

長
寿

命
化

計
画

に
基

づ
き

、
適

切
に

施
設

を
維

持
・
更

新
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
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理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

2
1
1
0

2

　
ま

た
、

近
年

は
集

中
豪

雨
が

全
国

的
に

頻
発

し
て

い
る

。
本

県
の

河
川

に
お

い
て

も
、

急
激

に
水

位
が

上
昇

す
る

事
例

が
見

ら
れ

る
た

め
、

関
係

機
関

に
対

し
、

迅
速

か
つ

的
確

な
情

報
収

集
及

び
伝

達
の

た
め

の
体

制
を

整
え

る
必

要
が

あ
る

。

　
近

年
、

豪
雨

被
害

が
全

国
的

に
頻

発
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

施
設

で
は

守
り

切
れ

な
い

大
洪

水
は

必
ず

発
生

す
る

と
の

考
え

の
基

に
、

ソ
フ

ト
対

策
の

強
化

を
図

る
必

要
が

あ
る

。
こ

の
た

め
、

引
き

続
き

、
国

、
県

、
市

町
村

等
に

お
い

て
、

洪
水

に
関

す
る

情
報

の
共

有
を

行
い

、
更

な
る

水
防

災
意

識
の

醸
成

、
防

災
知

識
の

向
上

の
た

め
継

続
し

た
取

組
と

と
も

に
、

水
位

情
報

等
を

住
民

等
へ

提
供

す
る

た
め

に
情

報
伝

達
ツ

ー
ル

の
整

備
が

必
要

で
あ

る
。

　
河

川
整

備
の

進
捗

に
よ

り
、

洪
水

に
よ

る
河

川
の

氾
濫

は
着

実
に

減
少

し
て

い
る

が
、

都
市

部
に

お
い

て
は

、
近

年
の

急
激

な
集

中
豪

雨
に

よ
り

、
冠

水
被

害
が

発
生

し
て

い
る

状
況

で
あ

る
。

こ
の

た
め

、
流

域
全

体
で

の
流

出
抑

制
の

取
組

と
し

て
、

開
発

行
為

審
査

に
お

け
る

流
出

対
策

の
指

導
を

始
め

、
景

観
創

出
の

た
め

の
都

市
及

び
道

路
の

緑
化

や
、

道
路

環
境

改
善

の
た

め
の

透
水

性
舗

装
等

を
推

進
す

る
な

ど
、

関
係

機
関

と
の

連
携

が
必

要
で

あ
る

。

河
川

の
治

水
と

下
水

道
の

浸
水

対
策

に
つ

い
て

は
、

昨
今

の
気

候
変

動
に

よ
っ

て
降

雨
の

状
況

が
変

わ
っ

て
き

て
い

る
こ

と
か

ら
、

国
の

施
策

に
お

い
て

も
流

域
の

中
で

一
定

規
模

以
上

の
建

築
に

関
し

て
敷

地
内

の
浸

透
率

を
上

げ
る

こ
と

を
行

っ
て

い
る

。
雨

水
桝

、
雨

水
を

使
え

る
桝

を
置

く
対

策
な

ど
の

排
出

対
策

を
行

う
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

沿
岸

に
関

し
て

も
立

地
適

正
化

計
画

等
や

、
過

去
に

浸
水

し
て

い
る

と
こ

ろ
に

関
し

て
は

居
住

誘
導

区
域

か
ら

外
す

こ
と

や
居

住
す

る
場

合
で

あ
っ

て
も

、
ピ

ロ
テ

ィ
建

築
な

ど
土

地
利

用
対

策
と

あ
わ

せ
て

や
っ

て
い

く
こ

と
を

記
載

し
て

は
ど

う
か

。
・
気

候
変

動
に

よ
る

短
時

間
降

雨
の

激
甚

化
は

顕
著

な
傾

向
で

あ
り

、
治

水
対

策
は

河
川

設
備

だ
け

で
行

う
べ

き
で

な
い

の
は

国
土

交
通

省
の

本
庁

の
動

向
で

も
明

示
さ

れ
て

い
る

。
関

連
す

る
制

度
で

は
、

１
）
「
立

地
適

正
化

計
画

の
策

定
」
に

よ
り

過
去

の
被

災
状

況
や

リ
ス

ク
を

考
慮

し
て

、
被

災
リ
ス

ク
の

あ
る

エ
リ
ア

を
居

住
誘

導
区

域
か

ら
外

す
取

り
組

み
や

（
流

域
で

の
土

地
利

用
規

制
）
、

２
）
透

水
性

舗
装

や
雨

水
タ

ン
ク

の
整

備
等

ま
た

は
緑

化
の

推
進

等
の

敷
地

内
浸

透
能

力
や

保
水

能
力

の
向

上
（
個

別
敷

地
で

の
対

策
設

定
（
開

発
許

可
の

技
術

基
準

で
の

指
導

や
、

環
境

影
響

評
価

で
の

水
象

影
響

で
の

指
導

に
よ

る
実

現
）
）
等

の
方

策
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

こ
う
し

た
点

に
つ

い
て

触
れ

な
い

ま
ま

、
河

川
整

備
だ

け
で

行
う
こ

と
と

す
る

の
は

国
の

方
針

か
ら

も
外

れ
る

た
め

下
線

の
災

害
対

策
に

つ
い

て
記

載
し

て
は

ど
う
か

。
・
・
水

害
に

関
す

る
記

述
が

少
な

い
。

水
防

災
意

識
社

会
の

再
構

築
、

水
防

法
・
土

砂
災

害
防

止
法

の
改

訂
や

要
配

慮
者

利
用

施
設

避
難

確
保

計
画

の
義

務
化

な
ど

、
豪

雨
災

害
に

関
係

す
る

法
・
制

度
が

大
き

く
変

更
さ

れ
て

い
る

。
沖

縄
県

で
は

そ
の

前
提

と
な

る
二

級
河

川
の

浸
水

想
定

お
よ

び
内

水
氾

濫
の

浸
水

想
定

が
ほ

と
ん

ど
な

い
。

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ
プ

の
作

製
お

よ
び

公
開

は
、

県
民

や
事

業
者

が
対

応
す

る
た

め
の

必
要

最
低

限
の

情
報

で
あ

る
た

め
至

急
対

応
す

べ
き

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

3
6
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理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

3
7

2
1
1
0

5

記
述

な
し

　
ま

た
、

浸
水

想
定

区
域

等
に

所
在

し
、

市
町

村
地

域
防

災
計

画
で

避
難

確
保

計
画

の
策

定
が

必
要

で
あ

る
と

さ
れ

た
社

会
福

祉
施

設
に

対
し

、
避

難
確

保
計

画
の

策
定

状
況

を
確

認
す

る
と

と
も

に
、

未
策

定
の

施
設

に
対

し
て

は
、

避
難

確
保

計
画

の
策

定
に

係
る

支
援

を
行

う
必

要
が

あ
る

。

　
災

害
時

に
お

け
る

学
校

教
育

、
老

人
ホ

ー
ム

、
障

害
者

施
設

等
の

要
配

慮
者

利
用

施
設

の
避

難
確

保
計

画
に

つ
い

て
記

載
す

る
必

要
が

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

3
8

2
1
1
0

2
0

　
昭

和
6
0
年

代
頃

か
ら

は
、

海
岸

災
害

へ
の

備
え

に
加

え
、

公
衆

の
海

浜
利

用
の

多
様

化
を

背
景

に
、

海
岸

部
の

浸
水

性
が

重
視

さ
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
。

　
昭

和
6
0
年

代
頃

か
ら

は
、

海
岸

災
害

へ
の

備
え

に
加

え
、

公
衆

の
海

浜
利

用
の

多
様

化
を

背
景

に
、

海
岸

部
の

親
水

性
が

重
視

さ
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
。

【
総

合
部

会
意

見
】

誤
植

に
伴

い
修

正
を

行
う
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

3
9

2
1
1
0

2
9

平
成

2
8
年

度
末

に
お

け
る

国
土

交
通

省
所

管
の

海
岸

整
備

率
は

6
0
.7

%
と

な
り

、
昭

和
4
7
年

度
の

4
3
.0

%
か

ら
1
7
.7

ポ
イ

ン
ト

増
加

し
た

が
、

全
国

平
均

の
6
8
.3

％
を

下
回

っ
て

お
り

、

平
成

2
9
年

度
末

に
お

け
る

国
土

交
通

省
所

管
の

海
岸

整
備

率
は

6
1
.3

%
と

な
り

、
昭

和
4
7
年

度
の

4
3
.0

%
か

ら
1
8
.3

ポ
イ

ン
ト

増
加

し
た

が
、

全
国

平
均

の
6
6
.9

％
を

下
回

っ
て

お
り

、

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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修
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文

 
案

 
等
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理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

4
0

2
1
1
1

1

記
述

な
し

　
海

岸
に

お
け

る
減

災
の

取
組

に
つ

い
て

は
、

平
成

7
年

の
阪

神
・
淡

路
大

震
災

の
発

生
を

機
に

避
難

誘
導

体
制

の
強

化
を

図
る

こ
と

と
し

て
お

り
、

平
成

1
8
・
1
9
年

度
に

津
波

高
潮

浸
水

予
測

図
を

作
成

・
公

表
し

、
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

作
成

に
係

る
関

係
市

町
村

の
取

組
を

支
援

し
て

い
る

。
　

平
成

2
4
年

度
に

は
、

平
成

2
3
年

の
東

日
本

大
震

災
に

よ
る

巨
大

津
波

を
教

訓
に

、
将

来
本

県
で

起
こ

り
う
る

最
大

ク
ラ

ス
の

津
波

に
見

直
す

こ
と

を
目

的
に

、
津

波
浸

水
予

測
図

を
作

成
・

公
表

し
た

。
　

ま
た

、
総

合
的

な
地

域
づ

く
り

の
中

で
津

波
防

災
を

推
進

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

、
平

成
2
3
年

に
「
津

波
防

災
地

域
づ

く
り

に
関

す
る

法
律

」
が

施
行

さ
れ

た
こ

と
を

受
け

、
県

で
は

、
平

成
2
9
年

度
に

津
波

災
害

警
戒

区
域

（
イ

エ
ロ

ー
ゾ

ー
ン

）
を

指
定

、
公

表
し

、
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

作
成

に
係

る
関

係
市

町
村

の
取

組
を

支
援

し
て

い
る

。

災
害

時
に

お
け

る
学

校
教

育
、

老
人

ホ
ー

ム
、

障
害

者
施

設
等

の
要

配
慮

者
利

用
施

設
の

避
難

確
保

計
画

に
つ

い
て

記
載

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

4
1

2
1
1
1

7

記
述

な
し

　
ま

た
、

地
域

に
お

け
る

警
戒

避
難

体
制

の
構

築
や

防
災

情
報

の
高

度
化

を
図

る
た

め
、

防
災

、
建

築
、

福
祉

・
医

療
、

教
育

等
の

関
係

部
局

や
関

係
市

町
村

と
の

緊
密

な
連

携
が

必
要

で
あ

る
。

　
さ

ら
に

、
浸

水
想

定
区

域
等

に
所

在
し

、
市

町
村

地
域

防
災

計
画

で
避

難
確

保
計

画
の

策
定

が
必

要
で

あ
る

と
さ

れ
た

社
会

福
祉

施
設

に
対

し
、

避
難

確
保

計
画

の
策

定
状

況
を

確
認

す
る

と
と

も
に

、
未

策
定

の
施

設
に

対
し

て
は

、
避

難
確

保
計

画
の

策
定

に
係

る
支

援
を

行
う
必

要
が

あ
る

。

災
害

時
に

お
け

る
学

校
教

育
、

老
人

ホ
ー

ム
、

障
害

者
施

設
等

の
要

配
慮

者
利

用
施

設
の

避
難

確
保

計
画

に
つ

い
て

記
載

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

4
2

2
1
1
1

3
1

平
成

2
9
年

度
の

本
県

の
土

石
流

危
険

渓
流

整
備

率
は

2
3
.3

％
平

成
3
0
年

度
の

本
県

の
土

石
流

危
険

渓
流

整
備

率
は

2
3
％

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

4
3

2
1
1
1

3
9

北
中

城
村

安
谷

屋
地

区
（
昭

和
6
1

年
８

月
）
、

南
風

原
町

兼
城

地
区

（
平

成
1
7
年

３
月

）
、

南
風

原
町

新
川

地
区

（
平

成
2
5
年

３
月

）
な

ど
で

対
策

工
事

が
完

了
し

て
お

り
、

2
9
か

所
（
4
7
1
.1

㏊
）
を

地
す

べ
り

防
止

区
域

に
指

定
し

て
い

る
。

北
中

城
村

安
谷

屋
地

区
（
昭

和
6
1

年
８

月
）
、

南
風

原
町

兼
城

地
区

（
平

成
1
7
年

３
月

）
、

南
風

原
町

新
川

地
区

（
平

成
2
5
年

３
月

）
な

ど
で

対
策

工
事

が
完

了
し

て
お

り
、

3
0
か

所
（
5
4
2
.5

㏊
）
を

地
す

べ
り

防
止

区
域

に
指

定
し

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

4
4

2
1
1
2

4

平
成

2
9
年

度
の

本
県

の
地

す
べ

り
危

険
箇

所
整

備
率

は
2
9
.5

％
と

な
っ

て
い

る
。

平
成

3
0
年

度
の

本
県

の
地

す
べ

り
危

険
箇

所
整

備
率

は
2
9
％

と
な

っ
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

4
5

2
1
1
2

1
0

急
傾

斜
地

が
崩

壊
す

る
危

険
性

の
あ

る
箇

所
（
急

傾
斜

地
崩

壊
危

険
箇

所
）
は

、
主

と
し

て
中

 ・
南

部
地

区
の

都
市

地
域

を
中

心
に

7
0
8
か

所
に

の
ぼ

り
、

そ
の

う
ち

7
4
か

所
（
9
,9

7
9
.1

㏊
）

は
急

傾
斜

地
崩

壊
危

険
区

域
に

指
定

さ
れ

て
い

る
。

急
傾

斜
地

が
崩

壊
す

る
危

険
性

の
あ

る
箇

所
（
急

傾
斜

地
崩

壊
危

険
箇

所
）
は

、
主

と
し

て
中

 ・
南

部
地

区
の

都
市

地
域

を
中

心
に

7
0
8
か

所
に

の
ぼ

り
、

そ
の

う
ち

7
6
か

所
（
9
,9

8
1
.8

a）
は

急
傾

斜
地

崩
壊

危
険

区
域

に
指

定
さ

れ
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

4
6

2
1
1
2

1
3

こ
れ

ま
で

に
座

間
味

村
座

間
味

地
区

（
昭

和
6
0
年

９
月

）
、

宜
野

湾
市

真
志

喜
地

区
（
平

成
５

年
５

月
）
や

北
中

城
村

安
谷

屋
地

区
（
平

成
2
9
年

３
月

）
な

ど
、

6
6
か

所
で

急
傾

斜
地

崩
壊

対
策

工
事

が
完

了
し

、
平

成
2
9

年
度

の
整

備
率

は
1
5
.2

％
と

な
っ

て
い

る

こ
れ

ま
で

に
座

間
味

村
座

間
味

地
区

（
昭

和
6
0
年

９
月

）
、

宜
野

湾
市

真
志

喜
地

区
（
平

成
５

年
５

月
）
や

北
中

城
村

安
谷

屋
地

区
（
平

成
2
9
年

３
月

）
な

ど
、

7
1
 か

所
で

急
傾

斜
地

崩
壊

対
策

工
事

が
完

了
し

、
平

成
3
0

年
度

の
整

備
率

は
1
6
％

と
な

っ
て

い
る

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

4
7

2
1
1
2

1
6

記
述

な
し

　
土

砂
災

害
対

策
に

つ
い

て
、

す
べ

て
の

箇
所

を
対

策
工

事
に

よ
り

安
全

な
状

態
に

し
て

い
く
に

は
、

長
い

時
間

と
費

用
が

必
要

と
な

る
こ

と
か

ら
、

ハ
ー

ド
対

策
と

併
せ

て
、

警
戒

避
難

体
制

の
整

備
や

一
定

の
開

発
行

為
の

制
限

等
の

ソ
フ

ト
対

策
を

充
実

さ
せ

る
必

要
が

あ
る

。
　

こ
れ

ら
ソ

フ
ト

対
策

を
推

進
す

る
た

め
に

定
め

ら
れ

た
土

砂
災

害
防

止
法

に
基

づ
き

、
県

で
は

、
土

砂
災

害
警

戒
区

域
、

土
砂

災
害

特
別

警
戒

区
域

を
指

定
、

公
表

し
、

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ
プ

作
成

に
係

る
関

係
市

町
村

の
取

組
を

支
援

し
て

い
る

。

災
害

時
に

お
け

る
学

校
教

育
、

老
人

ホ
ー

ム
、

障
害

者
施

設
等

の
要

配
慮

者
利

用
施

設
の

避
難

確
保

計
画

に
つ

い
て

記
載

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

4
8

2
1
1
2

1
7

【
図

表
2
-
2
-
1
-
7
-
3
】
土

砂
災

害
危

険
箇

所
及

び
各

種
指

定
地

区
一

覧
【
図

表
2
-
2
-
1
-
7
-
3
】
土

砂
災

害
危

険
箇

所
及

び
各

種
指

定
地

区
一

覧
に

つ
い

て
H

3
0
年

度
末

の
最

新
値

に
更

新

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

4
9

2
1
1
2

2
8

【
表

2
-
2
-
1
-
7
-
4
】
土

砂
災

害
危

険
箇

所
整

備
率

【
表

2
-
2
-
1
-
7
-
4
】
土

砂
災

害
危

険
箇

所
整

備
率

に
つ

い
て

最
新

値
に

更
新

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

5
0

2
1
1
3

1
9

記
述

な
し

（
課

題
）

　
ま

た
、

地
域

に
お

け
る

警
戒

避
難

体
制

の
構

築
や

防
災

情
報

の
高

度
化

を
図

る
た

め
、

防
災

、
建

築
、

福
祉

・
医

療
、

教
育

等
の

関
係

部
局

や
関

係
市

町
村

と
の

緊
密

な
連

携
が

必
要

で
あ

る
。

　
こ

の
ほ

か
、

土
砂

災
害

警
戒

区
域

等
に

所
在

し
、

市
町

村
地

域
防

災
計

画
で

避
難

確
保

計
画

の
策

定
が

必
要

で
あ

る
と

さ
れ

た
社

会
福

祉
施

設
に

対
し

、
避

難
確

保
計

画
の

策
定

状
況

を
確

認
す

る
と

と
も

に
、

未
策

定
の

施
設

に
対

し
て

は
、

避
難

確
保

計
画

の
策

定
に

係
る

支
援

を
行

う
必

要
が

あ
る

。

災
害

時
に

お
け

る
学

校
教

育
、

老
人

ホ
ー

ム
、

障
害

者
施

設
等

の
要

配
慮

者
利

用
施

設
の

避
難

確
保

計
画

に
つ

い
て

記
載

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

・
我

国
で

は
1
9
6
0
年

代
か

ら
1
9
7
0
年

代
初

頭
に

か
け

て
急

速
に

整
備

さ
れ

た
社

会
基

盤
施

設
の

多
く
が

建
設

後
4
0
年

か
ら

5
0
年

を
経

過
し

、
社

会
基

盤
施

設
の

老
朽

化
が

進
展

し
て

お
り

、
笹

子
ト

ン
ネ

ル
天

井
板

落
下

事
故

な
ど

重
大

損
傷

・
事

故
も

多
く
報

告
さ

れ
社

会
問

題
化

し
て

い
る

。
沖

縄
県

は
亜

熱
帯

気
候

に
属

し
、

高
温

多
湿

で
、

し
か

も
周

囲
を

海
に

囲
ま

れ
て

お
り

、
海

塩
粒

子
の

飛
散

等
に

よ
り

、
全

国
で

も
有

数
の

鋼
材

の
腐

食
と

コ
ン

ク
リ
ー

ト
の

塩
害

に
た

い
し

て
厳

し
い

環
境

下
に

あ
り

、
復

帰
後

5
0
年

近
く
を

迎
え

、
社

会
基

盤
施

設
の

老
朽

化
が

進
展

し
、

耐
久

性
能

が
低

下
し

て
い

る
。

現
在

進
め

ら
れ

て
い

る
長

寿
命

化
修

繕
計

画
で

は
、

従
来

の
事

後
的

な
大

規
模

修
繕

及
び

架
替

え
か

ら
、

信
頼

性
の

あ
る

定
期

点
検

に
よ

り
社

会
基

盤
施

設
の

状
態

を
的

確
に

把
握

し
、

予
防

的
な

補
修

・
補

強
を

行
い

、
必

要
に

応
じ

て
計

画
的

な
更

新
を

進
め

、
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

コ
ス

ト
の

最
小

化
と

構
造

物
の

長
寿

命
化

を
図

り
、

社
会

基
盤

施
設

の
安

生
性

・
信

頼
性

を
確

保
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

そ
の

た
め

に
は

高
度

な
技

術
者

の
育

成
、

点
検

診
断

技
術

の
確

立
、

劣
化

・
損

傷
予

測
精

度
の

向
上

、
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
保

守
管

理
体

制
の

確
立

及
び

事
業

を
確

実
に

実
施

で
き

る
予

算
を

確
保

で
き

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

　
社

会
基

盤
施

設
の

老
朽

化
対

策
は

全
国

的
に

重
要

な
問

題
で

あ
り

、
課

題
及

び
対

策
で

記
述

し
て

は
ど

う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
1
1
5

1
3

記
述

な
し

e
 長

寿
命

化
（
現

状
）

　
沖

縄
県

は
亜

熱
帯

気
候

に
属

し
、

高
温

多
湿

で
周

囲
を

海
に

囲
ま

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

海
塩

粒
子

の
飛

散
が

多
く
、

塩
害

に
対

し
て

厳
し

い
環

境
下

に
あ

る
。

ま
た

復
帰

後
、

大
量

に
社

会
基

盤
施

設
が

整
備

さ
れ

た
こ

と
か

ら
、

施
設

の
多

く
が

５
０

年
を

経
過

し
老

朽
化

や
耐

久
性

能
の

低
下

が
懸

念
さ

れ
て

い
る

。
　

そ
の

た
め

社
会

基
盤

施
設

に
お

い
て

は
、

既
に

策
定

し
て

い
る

長
寿

命
化

修
繕

計
画

を
基

に
適

切
な

点
検

、
診

断
に

よ
り

施
設

の
状

態
を

把
握

し
、

予
防

的
な

補
修

・
補

強
や

計
画

的
な

施
設

の
更

新
を

進
め

る
こ

と
で

、
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

コ
ス

ト
の

最
小

化
と

構
造

物
の

長
寿

命
化

を
図

り
、

社
会

基
盤

施
設

の
安

全
性

・
信

頼
性

を
確

保
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

5
1

次
ペ

ー
ジ

へ
次

ペ
ー

ジ
へ

次
ペ

ー
ジ

へ
次

ペ
ー

ジ
へ
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理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

2
1
1
5

1
3

（
課

題
）

　
沖

縄
県

の
イ

ン
フ

ラ
施

設
の

維
持

管
理

・
更

新
費

用
の

将
来

予
測

は
、

現
在

の
施

設
の

数
量

・
規

模
を

維
持

し
て

い
く
場

合
を

想
定

す
る

と
、

今
後

5
0

年
間

で
約

3
兆

8
,8

2
8
億

円
と

試
算

さ
れ

て
お

り
、

年
平

均
で

7
7
6
億

円
が

見
込

ま
れ

て
い

る
。

（
沖

縄
県

総
務

部
「
公

共
施

設
等

総
合

管
理

計
画

」
 ）

　
今

後
見

込
ま

れ
る

膨
大

な
維

持
・

更
新

費
用

を
限

ら
れ

た
人

員
、

予
算

の
中

で
必

要
な

点
検

、
診

断
、

修
繕

、
更

新
を

長
寿

命
化

修
繕

計
画

等
に

基
づ

き
計

画
的

に
推

進
す

る
必

要
が

あ
る

。
そ

の
た

め
新

技
術

（
IC

T
、

非
破

壊
検

査
技

術
等

）
や

民
間

活
力

（
P

P
P

/
P

F
I）

を
導

入
す

る
こ

と
に

よ
り

、
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

コ
ス

ト
の

最
小

化
と

構
造

物
の

長
寿

命
化

を
図

り
、

社
会

基
盤

施
設

の
安

全
性

・
信

頼
性

を
確

保
す

る
必

要
が

あ
る

。

・
P

P
P

/
P

F
Iに

つ
い

て
、

こ
の

考
え

方
は

1
0
年

前
に

も
存

在
し

て
い

た
が

、
財

政
が

ひ
っ

迫
す

る
状

況
に

お
い

て
、

こ
の

重
要

性
は

さ
ら

に
高

ま
っ

て
き

て
い

る
。

ま
た

、
第

３
回

の
社

会
基

盤
整

備
部

会
に

お
い

て
も

、
効

率
的

な
予

算
執

行
の

考
え

方
が

指
摘

さ
れ

た
よ

う
に

思
う
。

こ
れ

ら
よ

り
、

民
間

活
力

の
活

用
を

含
め

た
記

載
を

し
て

は
ど

う
か

。

5
2
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理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

5
3

2
1
2
6

3
8

　
特

に
、

平
成

2
3
年

度
以

降
、

外
国

人
観

光
客

の
増

加
は

著
し

く
、

海
外

か
ら

の
航

空
需

要
に

対
応

す
る

た
め

、
平

成
2
6
年

２
月

に
は

現
在

の
国

際
線

旅
客

タ
ー

ミ
ナ

ル
が

、
さ

ら
に

、
平

成
3
1

年
３

月
に

は
国

際
線

・
国

内
線

を
連

結
す

る
タ

ー
ミ
ナ

ル
が

供
用

開
始

さ
れ

た
。

　
特

に
、

平
成

2
3
年

度
以

降
、

Ｌ
Ｃ

Ｃ
参

入
に

伴
い

外
国

人
観

光
客

の
増

加
が

著
し

い
状

況
と

な
っ

た
こ

と
か

ら
、

こ
れ

ら
の

航
空

需
要

に
対

応
す

る
た

め
、

暫
定

的
に

平
成

2
4
年

1
0
月

か
ら

貨
物

地
区

内
に

Ｌ
Ｃ

Ｃ
タ

ー
ミ
ナ

ル
が

、
平

成
2
6
年

２
月

に
現

在
の

国
際

線
旅

客
タ

ー
ミ
ナ

ル
ビ

ル
が

新
規

供
用

開
始

さ
れ

た
。

さ
ら

に
、

平
成

3
1
年

３
月

に
は

際
内

連
結

タ
ー

ミ
ナ

ル
ビ

ル
が

供
用

開
始

さ
れ

、
こ

れ
ま

で
別

棟
だ

っ
た

国
内

線
・
国

際
線

の
旅

客
タ

ー
ミ
ナ

ル
を

一
体

化
し

、
暫

定
タ

ー
ミ
ナ

ル
の

Ｌ
Ｃ

Ｃ
を

同
ビ

ル
に

集
約

し
た

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
大

幅
に

向
上

し
た

。

国
際

貨
物

タ
ー

ミ
ナ

ル
が

一
時

的
に

L
C

C
旅

客
タ

ー
ミ
ナ

ル
に

な
っ

て
い

た
こ

と
の

記
述

も
空

港
整

備
の

変
遷

と
し

て
記

述
し

た
ほ

う
が

よ
い

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

5
4

2
1
2
7

2
2

平
成

2
9
年

度
の

県
管

理
空

港
の

旅
客

者
数

は
、

4
6
7
.9

万
人

と
な

っ
て

お
り

、
昭

和
5
0
年

度
に

比
べ

約
5
.8

倍
と

な
っ

て
い

る
。

平
成

3
0
年

度
の

県
管

理
空

港
の

旅
客

者
数

は
、

4
8
5
万

人
と

な
っ

て
お

り
、

昭
和

5
0
年

度
に

比
べ

約
6
.0

倍
と

な
っ

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

5
5

2
1
2
7

2
5

【
図

表
2
-
2
-
2
-
1
-
2
】
県

管
理

空
港

の
旅

客
数

推
移

【
図

表
2
-
2
-
2
-
1
-
2
】
県

管
理

空
港

の
旅

客
数

推
移

に
つ

い
て

最
新

値
に

更
新

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

5
6

2
1
2
8

5

離
島

空
港

に
お

け
る

国
際

線
旅

客
数

に
つ

い
て

も
、

平
成

2
3
年

度
に

約
1
.2

万
人

で
あ

っ
た

が
、

平
成

2
5
年

の
新

石
垣

空
港

開
港

な
ど

で
受

入
体

制
が

強
化

さ
れ

る
な

ど
、

平
成

2
9
年

度
に

は
約

8
.6

万
人

に
達

し
、

平
成

2
3
年

度
と

比
較

し
て

７
倍

に
増

加
し

た
。

離
島

空
港

に
お

け
る

国
際

線
旅

客
数

に
つ

い
て

も
、

平
成

2
3
年

度
に

約
1
.2

万
人

で
あ

っ
た

が
、

平
成

2
5
年

の
新

石
垣

空
港

開
港

な
ど

で
受

入
体

制
が

強
化

さ
れ

る
な

ど
、

平
成

3
0
年

度
に

は
約

8
.7

万
人

に
達

し
、

平
成

2
3
年

度
と

比
較

し
て

7
倍

に
増

加
し

た
。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

5
7

2
1
2
9

1

県
管

理
空

港
の

取
扱

貨
物

量
に

つ
い

て
は

、
復

帰
後

一
部

の
期

間
を

除
い

て
右

肩
上

が
り

に
増

加
を

続
け

、
昭

和
5
0
年

度
の

3
,5

3
9
ト

ン
か

ら
平

成
2
9

年
度

は
３

万
5
,1

0
8
ト

ン
（
約

9
.9

倍
）
に

達
し

て
い

る
。

県
管

理
空

港
の

取
扱

貨
物

量
に

つ
い

て
は

、
復

帰
後

一
部

の
期

間
を

除
い

て
右

肩
上

が
り

に
増

加
を

続
け

、
昭

和
5
0
年

度
の

3
,5

3
9
ト

ン
か

ら
平

成
3
0

年
度

は
３

万
2
,6

9
0
ト

ン
（
約

9
.2

倍
）
に

達
し

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

5
8

2
1
2
9

1
1

【
図

表
2
-
2
-
2
-
1
-
4
】
県

管
理

空
港

の
取

扱
貨

物
量

推
移

【
図

表
2
-
2
-
2
-
1
-
4
】
県

管
理

空
港

の
取

扱
貨

物
量

推
移

に
つ

い
て

最
新

値
に

更
新

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

33



別
紙

１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審
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5
9

2
1
3
0

1
9

平
成

2
0
年

以
降

、
リ
ー

マ
ン

シ
ョ
ッ
ク

に
よ

る
景

気
低

迷
な

ど
も

あ
り

、
取

扱
貨

物
量

は
ほ

ぼ
横

ば
い

で
推

移
し

て
お

り
、

平
成

2
8
年

は
2
,2

7
5
万

ト
ン

と
な

っ
て

い
る

。

平
成

2
0
年

以
降

、
リ
ー

マ
ン

シ
ョ
ッ
ク

に
よ

る
景

気
低

迷
な

ど
も

あ
り

、
取

扱
貨

物
量

は
ほ

ぼ
横

ば
い

で
推

移
し

て
お

り
、

平
成

2
9
年

は
2
,2

8
0
万

ト
ン

と
な

っ
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

6
0

2
1
3
0

3
9

平
成

2
3
年

に
は

東
日

本
大

震
災

な
ど

の
影

響
も

あ
り

、
乗

降
人

員
数

は
落

ち
込

む
が

、
平

成
2
5
年

頃
か

ら
大

き
く
増

加
し

、
平

成
2
8
年

に
は

復
帰

後
最

高
と

な
る

4
3
4
万

人
に

達
し

て
い

る
。

平
成

2
3
年

に
は

東
日

本
大

震
災

な
ど

の
影

響
も

あ
り

、
乗

降
人

員
数

は
落

ち
込

む
が

、
平

成
2
5
年

頃
か

ら
大

き
く
増

加
し

、
平

成
2
9
年

に
は

復
帰

後
最

高
と

な
る

5
1
9
万

人
に

達
し

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

6
1

2
1
3
1

2

【
図

表
2
-
2
-
2
-
1
-
5
】
県

内
需

要
港

湾
の

取
扱

貨
物

量
及

び
乗

降
人

員
数

の
推

移

【
図

表
2
-
2
-
2
-
1
-
5
】
県

内
需

要
港

湾
の

取
扱

貨
物

量
及

び
乗

降
人

員
数

の
推

移
に

つ
い

て
最

新
値

に
更

新

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

6
2

2
1
3
2

5

近
年

、
那

覇
港

の
取

扱
貨

物
量

は
1
,0

0
0
万

ト
ン

前
後

で
推

移
し

て
い

る
が

、
好

調
な

県
経

済
の

影
響

等
も

あ
り

、
平

成
2
8
年

に
は

、
1
,1

5
7
万

ト
ン

と
な

っ
た

。

近
年

、
那

覇
港

の
取

扱
貨

物
量

は
1
,0

0
0
万

ト
ン

前
後

で
推

移
し

て
い

る
が

、
好

調
な

県
経

済
の

影
響

等
も

あ
り

、
平

成
2
9
年

に
は

、
1
,2

1
6
万

ト
ン

と
な

っ
た

。

最
新

値
に

更
新

す
る

。
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

6
3

2
1
3
2

1
5

平
成

2
8
年

の
乗

降
員

数
数

は
1
4
2
万

人
と

な
っ

て
い

る
。

平
成

2
9
年

の
乗

降
人

員
数

は
1
6
6
万

人
と

な
っ

て
い

る
。

最
新

値
に

更
新

す
る

。
ま

た
、

誤
植

を
修

正
す

る
。

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

6
4

2
1
3
2

1
8

【
図

表
2
-
2
-
2
-
1
-
6
】
那

覇
港

の
取

扱
貨

物
量

と
乗

降
人

員
数

の
推

移
【
図

表
2
-
2
-
2
-
1
-
6
】
那

覇
港

の
取

扱
貨

物
量

と
乗

降
人

員
数

の
推

移
に

つ
い

て
最

新
値

に
更

新

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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紙

１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

6
5

2
1
3
2

3
5

記
述

な
し

 ま
た

、
本

土
で

は
長

距
離

ト
ラ

ッ
ク

か
ら

船
舶

へ
の

モ
ー

ダ
ル

シ
フ

ト
が

進
ん

で
い

る
こ

と
か

ら
、

那
覇

港
に

お
い

て
は

外
航

貨
物

を
輸

入
、

仕
分

け
し

、
内

航
貨

物
へ

と
転

換
す

る
取

組
等

に
よ

り
、

片
荷

輸
送

の
解

消
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

　
海

運
に

お
け

る
片

荷
輸

送
に

つ
い

て
、

本
土

に
持

っ
て

行
く
貨

物
が

少
な

い
こ

と
が

問
題

点
と

な
っ

て
い

る
が

、
本

土
に

お
い

て
は

ト
ラ

ッ
ク

運
転

手
不

足
や

法
規

制
に

よ
り

長
距

離
ト

ラ
ッ
ク

の
確

保
が

困
難

で
あ

る
こ

と
か

ら
モ

ー
ダ

ル
シ

フ
ト

が
行

わ
れ

て
い

る
。

　
そ

の
た

め
沖

縄
に

一
旦

外
航

の
貨

物
を

持
ち

込
ん

で
、

仕
分

け
し

、
九

州
、

四
国

あ
る

い
は

大
阪

、
名

古
屋

、
東

京
に

内
航

船
で

運
ぶ

と
い

う
仕

組
み

づ
く
り

の
た

め
、

移
出

貨
物

の
文

言
を

入
れ

る
必

要
が

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

6
6

2
1
3
3

2
0

こ
の

た
め

、
那

覇
港

と
の

適
正

な
機

能
分

担
、

定
期

船
航

路
の

拡
充

に
向

け
た

取
組

の
ほ

か
、

産
業

支
援

港
と

し
て

港
湾

機
能

向
上

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

　
こ

の
た

め
、

那
覇

港
と

の
適

正
な

機
能

分
担

、
ア

ク
セ

ス
環

境
の

充
実

、
定

期
船

航
路

の
拡

充
に

向
け

た
取

組
の

ほ
か

、
産

業
支

援
港

と
し

て
港

湾
機

能
向

上
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

那
覇

港
と

中
城

港
の

陸
路

に
も

交
通

渋
滞

等
の

課
題

が
あ

り
、

陸
上

輸
送

コ
ス

ト
の

負
担

が
大

き
い

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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１
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章

頁
行
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告
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（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

6
8

2
1
3
4

1
7

…
昭

和
5
6
年

度
に

は
改

良
済

延
長

1
.6

6
（
9
2
7
km

）
、

実
延

長
1
.1

5
（
1
,3

0
2
km

）
と

な
っ

た
。

…
昭

和
5
6
年

度
に

は
改

良
済

延
長

1
.7

3
（
9
6
4
km

）
、

実
延

長
1
.1

6
（
1
,3

1
3
km

）
と

な
っ

た
。

【
総

合
部

会
意

見
】

誤
植

に
伴

い
修

正
を

行
う
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
1
3
3

3
8

そ
の

一
方

、
自

動
車

へ
の

依
存

が
高

ま
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
交

通
渋

滞
等

の
問

題
が

深
刻

化
し

て
お

り
、

そ
れ

ら
の

課
題

に
対

応
す

る
た

め
、

道
路

、
モ

ノ
レ

ー
ル

等
の

基
盤

整
備

を
推

進
し

て
き

た
ほ

か
、

鉄
軌

道
を

含
む

新
た

な
公

共
交

通
シ

ス
テ

ム
の

構
築

に
つ

い
て

検
討

を
行

っ
て

い
る

。

そ
の

一
方

、
自

動
車

へ
の

依
存

が
高

ま
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
交

通
渋

滞
等

の
問

題
が

深
刻

化
し

て
お

り
、

そ
れ

ら
の

課
題

に
対

応
す

る
た

め
、

道
路

、
モ

ノ
レ

ー
ル

等
の

基
盤

整
備

を
推

進
し

て
き

た
ほ

か
、

鉄
軌

道
を

含
む

新
た

な
公

共
交

通
シ

ス
テ

ム
と

地
域

を
結

ぶ
利

便
性

の
高

い
公

共
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

に
つ

い
て

検
討

を
行

っ
て

い
る

。

　
鉄

軌
道

に
つ

い
て

は
、

平
成

２
６

年
度

か
ら

平
成

２
９

年
度

に
か

け
て

、
３

つ
の

検
討

委
員

会
が

設
置

さ
れ

、
更

に
パ

ブ
リ
ッ
ク

・
イ

ン
ボ

ル
ブ

メ
ン

ト
（
Ｐ

Ｉ）
を

導
入

し
、

多
く
の

専
門

家
、

県
民

等
の

意
見

を
聞

き
な

が
ら

検
討

が
行

わ
れ

、
平

成
3
0
年

5
月

に
構

想
段

階
の

計
画

書
が

策
定

さ
れ

た
。

技
術

検
討

委
員

会
副

委
員

長
を

務
め

た
が

、
今

後
は

鉄
軌

道
の

実
現

に
向

け
、

整
備

計
画

等
の

具
体

的
な

検
討

が
行

わ
れ

る
も

の
と

認
識

し
て

い
る

。
　

加
え

て
、

鉄
軌

道
の

導
入

に
あ

た
っ

て
は

、
非

沿
線

地
域

住
民

の
方

々
に

も
鉄

軌
道

を
利

用
し

や
す

い
環

境
を

構
築

し
、

県
民

や
観

光
客

の
移

動
利

便
性

向
上

を
図

り
、

鉄
軌

道
の

安
定

需
要

を
確

保
し

て
い

く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

現
沖

縄
２

１
世

紀
ビ

ジ
ョ
ン

基
本

計
画

に
お

い
て

「
鉄

軌
道

を
含

む
新

た
な

公
共

交
通

シ
ス

テ
ム

と
地

域
を

結
ぶ

利
便

性
の

高
い

公
共

交
通

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

に
向

け
た

取
組

を
推

進
」
す

る
こ

と
が

明
確

に
位

置
づ

け
ら

れ
て

い
る

。
　

し
か

し
な

が
ら

、
総

点
検

報
告

書
の

記
載

で
は

、
鉄

軌
道

の
導

入
及

び
フ

ィ
ー

ダ
ー

交
通

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

に
対

し
、

「
調

査
・

研
究

」
と

の
記

載
と

な
っ

て
お

り
、

現
沖

縄
２

１
世

紀
ビ

ジ
ョ
ン

基
本

計
画

の
記

述
か

ら
後

退
し

た
内

容
と

受
け

止
め

ら
れ

か
ね

な
い

。
　

し
た

が
っ

て
、

鉄
軌

道
の

導
入

に
向

け
た

こ
れ

ま
で

の
取

組
を

踏
ま

え
、

計
画

実
現

に
向

け
た

取
組

の
推

進
を

強
く
打

ち
出

す
べ

き
で

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

6
7

37



別
紙

１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

6
9

2
1
3
4

2
9

…
平

成
３

年
度

に
は

、
改

良
済

延
長

2
.0

9
（
1
,1

6
6
km

）
、

実
延

長
1
.1

9
（
1
,3

4
3
km

）
と

な
っ

た
。

…
平

成
３

年
度

に
は

、
改

良
済

延
長

2
.1

7
（
1
,2

1
0
km

）
、

実
延

長
1
.2

1
（
1
,3

7
5
km

）
と

な
っ

た
。

【
総

合
部

会
意

見
】

誤
植

に
伴

い
修

正
を

行
う
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

7
0

2
1
3
4

4
0

…
平

成
1
3
年

度
に

は
、

改
良

済
延

長
2
.3

5
（
1
,3

0
9
km

）
、

実
延

長
1
.2

8
（
1
,4

5
2
km

）
と

な
っ

た
。

…
平

成
1
3
年

度
に

は
、

改
良

済
延

長
2
.3

6
（
1
,3

1
3
km

）
、

実
延

長
1
.2

9
（
1
,4

5
8
km

）
と

な
っ

た
。

【
総

合
部

会
意

見
】

誤
植

に
伴

い
修

正
を

行
う
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

7
1

2
1
3
5

1
0

…
平

成
2
8
年

度
時

点
の

道
路

改
良

済
延

長
は

2
.7

2
倍

（
1
,5

1
3
km

）
に

ま
で

伸
び

た
。

…
平

成
2
8
年

度
時

点
の

道
路

改
良

済
延

長
は

2
.6

2
倍

（
1
,4

6
0
km

）
に

ま
で

伸
び

た
。

【
総

合
部

会
意

見
】

誤
植

に
伴

い
修

正
を

行
う
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

7
2

2
1
3
5

1
7

　
図

表
2
-
2
-
2
-
1
-
7
　

道
路

改
良

済
延

長
と

実
延

長
の

伸
び

率
図

表
2
-
2
-
2
-
1
-
7
差

替
【
総

合
部

会
意

見
】

誤
植

に
伴

い
修

正
を

行
う
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

7
3

2
1
3
5

3
0

　
図

表
2
-
2
-
2
-
1
-
8
　

全
国

と
沖

縄
の

道
路

実
延

長
（
県

道
以

上
）
の

比
較

図
表

2
-
2
-
2
-
1
-
8
差

替
【
総

合
部

会
意

見
】

誤
植

に
伴

い
修

正
を

行
う
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

7
4

2
1
3
6

1
7

平
成

2
8
年

度
に

は
自

動
車

保
有

台
数

約
1
1
0
万

8
千

台
と

約
６

倍
に

な
る

一
方

、
輸

送
人

員
は

反
比

例
す

る
よ

う
に

2
,7

0
9
万

人
と

約
1
／

4
に

減
少

し
て

い
る

。

平
成

2
9
年

度
に

は
自

動
車

保
有

台
数

約
1
1
2
万

8
千

台
と

約
６

倍
に

な
る

一
方

、
輸

送
人

員
は

反
比

例
す

る
よ

う
に

2
,6

7
5
万

人
と

約
1
／

4
に

減
少

し
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

7
5

2
1
3
6

3
1

【
図

表
2
-
2
-
2
-
1
-
9
】
自

動
車

保
有

台
数

と
バ

ス
輸

送
人

員
の

推
移

H
2
9
値

を
追

加
【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

7
6

2
1
3
7

1
2

平
成

2
9
年

度
に

は
、

開
業

か
ら

の
累

計
乗

客
数

が
２

億
人

を
突

破
し

、
年

間
の

乗
客

数
も

過
去

最
高

の
1
,8

1
5

万
人

を
記

録
し

た
。

平
成

3
0
年

度
に

は
、

開
業

か
ら

の
累

計
乗

客
数

が
２

億
人

を
突

破
し

、
年

間
の

乗
客

数
も

過
去

最
高

の
1
,9

0
5

万
人

を
記

録
し

た
。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

7
7

2
1
3
7

1
5

【
図

表
2
-
2
-
2
-
1
-
1
0
】
沖

縄
都

市
モ

ノ
レ

ー
ル

の
年

間
乗

客
数

図
表

を
差

し
替

え
る

H
3
0
年

度
デ

ー
タ

を
追

加
す

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

7
8

2
1
3
7

2
9

令
和

元
年

度
に

開
通

す
る

予
定

で
あ

る
。

令
和

元
年

1
0
月

1
日

に
開

通
し

た
。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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）
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見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

2
1
3
8

1
1

　
こ

の
こ

と
か

ら
、

バ
ス

レ
ー

ン
の

拡
充

、
交

通
結

節
点

の
整

備
な

ど
に

よ
る

基
幹

バ
ス

シ
ス

テ
ム

の
導

入
や

、
公

共
交

通
へ

の
利

用
転

換
を

図
る

Ｔ
Ｄ

Ｍ
（
交

通
需

要
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
）
施

策
の

推
進

、
路

線
バ

ス
の

自
動

運
転

化
の

あ
り

方
に

関
す

る
検

討
な

ど
、

持
続

的
な

公
共

交
通

サ
ー

ビ
ス

が
提

供
で

き
る

よ
う
引

き
続

き
環

境
改

善
に

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
。

　
こ

の
こ

と
か

ら
、

バ
ス

レ
ー

ン
の

拡
充

、
交

通
結

節
点

の
整

備
等

に
よ

る
基

幹
バ

ス
シ

ス
テ

ム
の

導
入

や
公

共
交

通
へ

の
利

用
転

換
を

図
る

Ｔ
Ｄ

Ｍ
（
交

通
需

要
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
）
施

策
の

推
進

、
新

た
な

交
通

手
段

と
IC

T
技

術
を

活
用

し
た

シ
ー

ム
レ

ス
な

移
動

環
境

の
検

討
、

乗
務

員
な

ど
必

要
な

人
材

の
確

保
、

開
発

が
進

む
自

動
運

転
技

術
を

応
用

し
た

運
行

支
援

な
ど

、
持

続
的

な
公

共
交

通
サ

ー
ビ

ス
が

提
供

で
き

る
よ

う
引

き
続

き
環

境
改

善
に

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
。

・
多

様
な

モ
ビ

リ
テ

ィ
に

関
す

る
記

述
　

自
転

車
も

含
ま

れ
る

が
、

特
に

レ
ン

タ
カ

ー
に

依
存

し
た

観
光

ス
タ

イ
ル

か
ら

、
公

共
交

通
利

用
（
路

線
バ

ス
・
シ

ャ
ト

ル
バ

ス
・
モ

ノ
レ

ー
ル

・
船

舶
）
や

パ
ー

ソ
ナ

ル
モ

ビ
リ
テ

ィ
な

ど
、

多
様

な
モ

ビ
リ
テ

ィ
が

急
速

に
展

開
さ

れ
て

い
る

。
M

aa
S
も

含
め

、
こ

れ
ら

に
関

す
る

記
述

が
必

要
。

（
レ

ン
タ

カ
ー

か
ら

の
乗

り
換

え
と

い
う
意

味
で

は
、

温
室

効
果

ガ
ス

抑
制

効
果

が
あ

る
。

）
　

ま
た

、
バ

ス
ダ

イ
ヤ

な
ど

を
G

T
F
S
形

式
で

整
備

し
、

G
o
o
gl

e
M

ap
な

ど
で

検
索

で
き

る
よ

う
に

な
っ

て
き

て
い

る
。

こ
れ

も
公

共
交

通
利

用
促

進
に

寄
与

し
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

。
・
前

段
で

乗
務

員
不

足
に

触
れ

て
お

り
、

対
策

と
し

て
記

載
し

た
方

が
良

い
と

思
わ

れ
る

。
ま

た
、

自
動

運
転

は
開

発
途

上
の

技
術

で
あ

り
、

解
決

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
問

題
も

多
く
、

実
用

化
や

普
及

に
は

ま
だ

時
間

が
か

か
る

こ
と

が
見

込
ま

れ
る

こ
と

も
鑑

み
て

、
記

載
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

・
沖

縄
は

車
が

多
く
渋

滞
が

多
い

、
観

光
客

に
し

て
も

違
う
交

通
手

段
を

探
せ

る
よ

う
な

仕
組

み
や

県
民

意
識

、
啓

発
も

含
め

、
ＩＴ

を
使

っ
た

仕
組

み
や

ル
ー

ル
を

作
る

こ
と

で
、

一
、

二
酸

化
炭

素
の

排
出

量
が

減
る

の
で

は
な

い
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

7
9
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修

 
正

 
文

 
案

 
等
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理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

2
1
3
8

2
4

　
鉄

軌
道

を
含

む
新

た
な

公
共

交
通

シ
ス

テ
ム

の
導

入
に

向
け

て
は

、
骨

格
軸

で
あ

る
鉄

軌
道

と
各

地
域

と
を

結
ぶ

フ
ィ
ー

ダ
ー

交
通

等
が

連
結

す
る

南
部

・
中

部
・
北

部
の

有
機

的
な

公
共

交
通

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

に
つ

い
て

、
今

後
の

制
度

改
革

や
新

た
な

技
術

開
発

等
の

動
き

も
捉

え
な

が
ら

調
査

研
究

を
推

進
す

る
必

要
が

あ
る

。
加

え
て

、
ア

ジ
ア

の
ダ

イ
ナ

ミ
ズ

ム
を

取
り

込
み

な
が

ら
、

経
済

全
体

を
活

性
化

さ
せ

、
持

続
的

に
発

展
す

る
好

循
環

を
創

り
あ

げ
る

た
め

、
シ

ー
ム

レ
ス

な
ア

ジ
ア

の
空

、
海

、
陸

の
交

通
体

系
に

対
応

で
き

る
鉄

軌
道

を
研

究
す

る
必

要
が

あ
る

。

　
鉄

軌
道

を
含

む
新

た
な

公
共

交
通

シ
ス

テ
ム

の
導

入
に

向
け

て
は

、
骨

格
軸

で
あ

る
鉄

軌
道

と
各

地
域

と
を

結
ぶ

フ
ィ
ー

ダ
ー

交
通

が
連

結
す

る
南

部
・

中
部

・
北

部
の

有
機

的
な

公
共

交
通

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

に
つ

い
て

、
引

き
続

き
取

組
を

進
め

る
必

要
が

あ
る

。
加

え
て

、
ア

ジ
ア

の
ダ

イ
ナ

ミ
ズ

ム
を

取
り

込
み

な
が

ら
、

経
済

全
体

を
活

性
化

さ
せ

、
持

続
的

に
発

展
す

る
好

循
環

を
創

り
あ

げ
る

た
め

、
シ

ー
ム

レ
ス

な
ア

ジ
ア

の
空

、
海

、
陸

の
交

通
体

系
に

対
応

で
き

る
鉄

軌
道

の
実

現
に

向
け

、
今

後
の

制
度

改
革

や
新

た
な

技
術

開
発

等
の

動
き

も
捉

え
な

が
ら

取
組

を
推

進
す

る
必

要
が

あ
る

。

　
鉄

軌
道

に
つ

い
て

は
、

平
成

２
６

年
度

か
ら

平
成

２
９

年
度

に
か

け
て

、
３

つ
の

検
討

委
員

会
が

設
置

さ
れ

、
更

に
パ

ブ
リ
ッ

ク
・
イ

ン
ボ

ル
ブ

メ
ン

ト
（
Ｐ

Ｉ）
を

導
入

し
、

多
く
の

専
門

家
、

県
民

等
の

意
見

を
聞

き
な

が
ら

検
討

が
行

わ
れ

、
平

成
3
0
年

5
月

に
構

想
段

階
の

計
画

書
が

策
定

さ
れ

た
。

技
術

検
討

委
員

会
副

委
員

長
を

務
め

た
が

、
今

後
は

鉄
軌

道
の

実
現

に
向

け
、

整
備

計
画

等
の

具
体

的
な

検
討

が
行

わ
れ

る
も

の
と

認
識

し
て

い
る

。
　

加
え

て
、

鉄
軌

道
の

導
入

に
あ

た
っ

て
は

、
非

沿
線

地
域

住
民

の
方

々
に

も
鉄

軌
道

を
利

用
し

や
す

い
環

境
を

構
築

し
、

県
民

や
観

光
客

の
移

動
利

便
性

向
上

を
図

り
、

鉄
軌

道
の

安
定

需
要

を
確

保
し

て
い

く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

現
沖

縄
２

１
世

紀
ビ

ジ
ョ
ン

基
本

計
画

に
お

い
て

「
鉄

軌
道

を
含

む
新

た
な

公
共

交
通

シ
ス

テ
ム

と
地

域
を

結
ぶ

利
便

性
の

高
い

公
共

交
通

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

に
向

け
た

取
組

を
推

進
」
す

る
こ

と
が

明
確

に
位

置
づ

け
ら

れ
て

い
る

。
　

し
か

し
な

が
ら

、
総

点
検

報
告

書
の

記
載

で
は

、
鉄

軌
道

の
導

入
及

び
フ

ィ
ー

ダ
ー

交
通

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

に
対

し
、

「
調

査
・
研

究
」
と

の
記

載
と

な
っ

て
お

り
、

現
沖

縄
２

１
世

紀
ビ

ジ
ョ
ン

基
本

計
画

の
記

述
か

ら
後

退
し

た
内

容
と

受
け

止
め

ら
れ

か
ね

な
い

。
　

し
た

が
っ

て
、

鉄
軌

道
の

導
入

に
向

け
た

こ
れ

ま
で

の
取

組
を

踏
ま

え
、

計
画

実
現

に
向

け
た

取
組

の
推

進
を

強
く
打

ち
出

す
べ

き
で

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

8
0
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8
1

2
1
4
4

3
7

現
在

、
浦

添
市

ま
で

の
モ

ノ
レ

ー
ル

延
長

整
備

を
進

め
て

お
り

、
令

和
元

年
に

開
通

を
予

定
し

て
い

る
。

さ
ら

に
、

モ
ノ

レ
ー

ル
延

長
事

業
に

取
り

組
み

、
て

だ
こ

浦
西

駅
ま

で
の

約
4
.1

km
を

延
長

し
、

令
和

元
年

1
0
月

1
日

に
開

通
し

た
。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

8
2

2
1
5
7

2
9

　
那

覇
空

港
に

つ
い

て
は

、
利

用
者

の
増

加
に

伴
っ

て
、

タ
ー

ミ
ナ

ル
ビ

ル
乗

降
帯

や
周

辺
道

路
の

混
雑

が
課

題
と

な
っ

て
い

る
。

こ
の

た
め

、
観

光
客

の
利

便
性

向
上

に
向

け
、

バ
ス

、
タ

ク
シ

ー
、

モ
ノ

レ
ー

ル
な

ど
の

運
行

状
況

を
オ

ー
プ

ン
デ

ー
タ

化
し

、
大

手
検

索
サ

イ
ト

等
で

検
索

で
き

る
仕

組
み

づ
く
り

に
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。

　
那

覇
空

港
に

つ
い

て
は

、
利

用
者

の
増

加
に

伴
っ

て
、

タ
ー

ミ
ナ

ル
ビ

ル
乗

降
帯

や
周

辺
道

路
の

混
雑

が
課

題
と

な
っ

て
い

る
。

こ
の

た
め

、
観

光
客

の
利

便
性

向
上

に
向

け
、

バ
ス

、
タ

ク
シ

ー
、

モ
ノ

レ
ー

ル
な

ど
の

運
行

状
況

を
オ

ー
プ

ン
デ

ー
タ

化
し

、
大

手
検

索
サ

イ
ト

等
で

検
索

で
き

る
仕

組
み

づ
く
り

や
、

タ
ー

ミ
ナ

ル
ビ

ル
に

お
け

る
公

共
交

通
の

案
内

充
実

等
に

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
。

モ
ノ

レ
ー

ル
が

空
港

の
ア

ク
セ

ス
と

し
て

非
常

に
主

要
な

役
割

を
果

た
し

て
い

る
が

、
乗

合
バ

ス
の

利
用

状
況

は
、

現
在

わ
ず

か
数

パ
ー

セ
ン

ト
と

な
っ

て
い

る
。

空
港

周
辺

の
渋

滞
緩

和
を

図
る

た
め

に
も

、
空

港
タ

ー
ミ
ナ

ル
ビ

ル
で

の
公

共
交

通
の

案
内

を
充

実
さ

せ
、

バ
ス

を
含

め
た

公
共

交
通

の
利

用
増

進
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

8
3

2
1
5
7

3
7

港
湾

に
つ

い
て

は
、

大
型

ク
ル

ー
ズ

船
に

対
応

し
た

岸
壁

や
旅

客
タ

ー
ミ
ナ

ル
の

整
備

が
課

題
と

な
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

「
東

洋
の

カ
リ
ブ

構
想

」
で

掲
げ

た
東

ア
ジ

ア
の

ク
ル

ー
ズ

拠
点

形
成

に
向

け
て

、
官

民
連

携
に

よ
る

国
際

ク
ル

ー
ズ

拠
点

及
び

県
内

港
湾

の
整

備
を

着
実

に
推

進
す

る
必

要
が

あ
る

。

港
湾

に
つ

い
て

は
、

大
型

ク
ル

ー
ズ

船
に

対
応

し
た

岸
壁

や
旅

客
タ

ー
ミ
ナ

ル
、

二
次

交
通

結
節

機
能

の
整

備
が

課
題

と
な

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
「
東

洋
の

カ
リ
ブ

構
想

」
で

掲
げ

た
東

ア
ジ

ア
の

ク
ル

ー
ズ

拠
点

形
成

に
向

け
て

、
官

民
連

携
に

よ
る

国
際

ク
ル

ー
ズ

拠
点

及
び

県
内

港
湾

の
整

備
を

着
実

に
推

進
す

る
必

要
が

あ
る

。

　
中

城
湾

港
、

平
良

港
及

び
石

垣
港

の
ク

ル
ー

ズ
船

寄
港

し
た

際
の

二
次

交
通

と
し

て
の

結
節

点
の

対
応

が
不

十
分

で
あ

り
そ

の
記

載
が

無
い

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

8
4

2
1
6
9

3

　
現

在
世

界
的

規
模

で
進

ん
で

い
る

、
Ａ

Ｉ、
Ｉｏ

Ｔ
、

ロ
ボ

ッ
ト

等
の

新
技

術
の

活
用

に
よ

る
第

四
次

産
業

革
命

の
動

き
を

捉
え

、
こ

れ
ら

の
新

技
術

を
活

用
し

た
産

業
の

　
高

度
化

、
新

ビ
ジ

ネ
ス

創
出

、
利

便
性

・
効

率
性

の
高

い
社

会
シ

ス
テ

ム
の

構
築

な
ど

、
社

会
の

様
々

な
場

面
で

の
新

技
術

・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
効

果
的

な
活

（
S
o
c
ie

ty
5
.0

の
実

現
）
を

進
め

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
　

こ
の

た
め

、
S
o
c
ie

ty
5
.0

や
デ

ー
タ

を
収

集
・
活

用
し

て
社

会
的

価
値

を
生

み
出

す
デ

ー
タ

駆
動

型
社

会
に

耐
え

う
る

、
情

報
産

業
イ

ン
フ

ラ
の

整
備

や
人

材
確

保
に

つ
い

て
検

討
を

行
う
必

要
が

あ
る

。
同

セ
ン

タ
ー

の
活

用
に

よ
り

、
情

報
通

信
関

連
産

業
の

高
付

加
価

値
化

や
新

ビ
ジ

ネ
ス

創
出

等
を

促
進

す
る

と
と

も
に

、
観

光
、

も
の

づ
く
り

、
農

業
、

物
流

、
各

種
サ

ー
ビ

ス
な

ど
、

様
々

な
産

業
に

お
い

て
新

技
術

の
活

用
を

促
進

し
、

生
産

性
の

向
上

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

　
現

在
世

界
的

規
模

で
進

ん
で

い
る

、
Ａ

Ｉ、
Ｉｏ

Ｔ
、

ロ
ボ

ッ
ト

等
の

新
技

術
の

活
用

に
よ

る
第

四
次

産
業

革
命

の
動

き
を

捉
え

、
こ

れ
ら

の
新

技
術

を
活

用
し

た
産

業
の

　
高

度
化

、
新

ビ
ジ

ネ
ス

創
出

、
利

便
性

・
効

率
性

の
高

い
社

会
シ

ス
テ

ム
の

構
築

な
ど

、
社

会
の

様
々

な
場

面
で

の
新

技
術

・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
効

果
的

な
活

（
S
o
c
ie

ty
5
.0

の
実

現
）
を

進
め

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
　

こ
の

た
め

、
S
o
c
ie

ty
5
.0

や
デ

ー
タ

を
収

集
・
活

用
し

て
社

会
的

価
値

を
生

み
出

す
デ

ー
タ

駆
動

型
社

会
に

耐
え

う
る

、
情

報
産

業
イ

ン
フ

ラ
の

整
備

や
人

材
確

保
に

つ
い

て
検

討
を

行
う
必

要
が

あ
る

。
同

セ
ン

タ
ー

の
活

用
に

よ
り

、
情

報
通

信
関

連
産

業
の

高
付

加
価

値
化

や
新

ビ
ジ

ネ
ス

創
出

等
を

促
進

す
る

と
と

も
に

、
観

光
、

も
の

づ
く
り

、
農

業
、

物
流

、
建

設
、

各
種

サ
ー

ビ
ス

な
ど

、
様

々
な

産
業

に
お

い
て

新
技

術
の

活
用

を
促

進
し

、
生

産
性

の
向

上
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

　
S
o
c
ie

ty
 5

.0
に

つ
い

て
、

各
種

計
測

技
術

の
進

展
、

さ
ら

に
は

5
G

な
ど

通
信

関
連

の
技

術
革

新
は

目
覚

ま
し

く
、

自
動

運
転

（
支

援
）
技

術
も

含
め

、
こ

の
よ

う
な

観
点

か
ら

の
社

会
基

盤
の

在
り

方
に

つ
い

て
も

議
論

し
て

お
く

べ
き

だ
と

考
え

ら
れ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

8
5

3
3
3
4

1
1

　
河

川
の

水
辺

環
境

の
再

生
に

つ
い

て
は

、
住

民
の

河
川

に
対

す
る

美
化

意
識

及
び

地
域

イ
メ

ー
ジ

の
向

上
を

図
る

た
め

、
自

然
環

境
に

配
慮

し
、

護
岸

に
自

然
石

を
用

い
る

な
ど

の
多

自
然

川
づ

く
り

に
て

2
0
河

川
の

護
岸

工
事

等
の

整
備

を
行

っ
た

。
こ

れ
ら

の
取

組
な

ど
に

よ
り

、
自

然
環

境
に

配
慮

し
た

河
川

整
備

の
割

合
は

、
基

準
値

の
6
3
.2

％
か

ら
平

成
2
9

年
度

に
は

6
7
.6

％
と

な
り

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
着

実
に

前
進

し
て

い
る

。

　
河

川
の

水
辺

環
境

の
再

生
に

つ
い

て
は

、
住

民
の

河
川

に
対

す
る

美
化

意
識

及
び

地
域

イ
メ

ー
ジ

の
向

上
を

図
る

た
め

、
自

然
環

境
に

配
慮

し
、

護
岸

に
自

然
石

を
用

い
る

な
ど

の
多

自
然

川
づ

く
り

に
て

1
9
河

川
の

護
岸

工
事

等
の

整
備

を
行

っ
た

。
　

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

自
然

環
境

に
配

慮
し

た
河

川
整

備
の

割
合

は
、

基
準

値
の

6
3
.2

％
か

ら
平

成
3
0

年
度

に
は

6
7
.8

％
と

な
り

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
着

実
に

進
展

し
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
検

証
シ

ー
ト

で
使

用
し

て
い

る
判

定
基

準
を

用
い

た
表

現
に

統
一

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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由
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結

　
果

8
6

3
3
3
4

2
1

　
こ

れ
ら

の
取

組
な

ど
に

よ
り

、
自

然
環

境
に

配
慮

し
た

海
岸

整
備

の
延

長
は

、
基

準
値

の
6
0
0
m

か
ら

平
成

2
9
年

度
に

は
1
,9

7
6
m

と
な

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

着
実

に
前

進
し

て
い

る
。

　
こ

れ
ら

の
取

組
な

ど
に

よ
り

、
自

然
環

境
に

配
慮

し
た

海
岸

整
備

の
延

長
は

、
基

準
値

の
6
0
0
m

か
ら

平
成

3
0
年

度
に

は
1
,9

7
6
m

と
な

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

着
実

に
進

展
し

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

現
状

値
を

最
新

値
に

更
新

す
る

。
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

8
7

3
3
3
4

2
6

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
自

然
環

境
に

配
慮

し
た

河
川

整
備

の
割

合
　

現
状

値
　

6
7
.6

％
（
H

2
9
年

度
）

＜
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
自

然
環

境
に

配
慮

し
た

河
川

整
備

の
割

合
　

現
状

値
　

6
7
.8

％
（
H

3
0
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

8
8

3
3
3
4

2
8

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
自

然
環

境
に

配
慮

し
た

海
岸

整
備

の
延

長
現

状
値

　
1
,9

7
6
m

（
H

2
9
年

度
）

＜
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
自

然
環

境
に

配
慮

し
た

海
岸

整
備

の
延

長
現

状
値

　
1
,9

7
6
m

（
H

3
0
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

8
9

3
3
4
7

3
3

　
あ

わ
せ

て
、

二
酸

化
炭

素
の

吸
収

源
対

策
の

た
め

、
公

園
、

街
路

樹
等

の
都

市
緑

化
及

び
県

民
主

導
に

よ
る

身
近

な
環

境
の

緑
化

を
推

進
す

る
必

要
が

あ
る

。

　
あ

わ
せ

て
、

近
年

、
国

に
よ

り
自

転
車

活
用

推
進

法
の

制
定

、
及

び
自

転
車

活
用

推
進

計
画

が
策

定
さ

れ
る

な
ど

自
転

車
利

用
拡

大
の

気
運

が
高

ま
っ

て
お

り
、

多
様

な
交

通
手

段
の

確
保

と
し

て
、

自
動

車
か

ら
の

交
通

分
担

、
公

共
交

通
機

関
と

連
携

し
た

自
転

車
の

利
用

促
進

に
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。
　

ま
た

、
二

酸
化

炭
素

の
吸

収
源

対
策

の
た

め
、

公
園

、
街

路
樹

等
の

都
市

緑
化

及
び

県
民

主
導

に
よ

る
身

近
な

環
境

の
緑

化
を

推
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

自
転

車
に

関
す

る
記

述
が

な
い

　
自

転
車

利
用

推
進

法
が

制
定

さ
れ

、
県

内
に

お
い

て
も

自
転

車
道

の
整

備
が

進
ん

で
い

る
。

自
転

車
利

用
は

健
康

だ
け

で
な

く
観

光
負

荷
低

減
の

た
め

に
も

有
効

で
あ

る
。

さ
ら

に
シ

ェ
ア

サ
イ

ク
ル

な
ど

も
県

内
で

進
ん

で
き

て
い

る
。

自
転

車
の

利
用

促
進

に
つ

い
て

記
載

を
追

加
し

て
は

ど
う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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9
0

3
3
5
0

1

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

モ
ノ

レ
ー

ル
の

乗
客

数
は

、
基

準
値

の
３

万
5
,5

5
1
人

/
日

か
ら

平
成

2
9
年

度
に

は
４

万
9
,7

1
6
人

/
日

と
な

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

着
実

に
前

進
し

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

モ
ノ

レ
ー

ル
の

乗
客

数
は

、
基

準
値

の
３

万
5
,5

5
1
人

/
日

か
ら

平
成

3
0
年

度
に

は
５

万
2
,3

5
5
人

/
日

と
な

り
、

目
標

を
達

成
し

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

・
最

新
値

に
更

新
す

る
。

・
検

証
シ

ー
ト

で
使

用
し

て
い

る
判

定
基

準
を

用
い

た
表

現
に

統
一

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

9
1

3
3
5
0

5

乗
合

バ
ス

利
用

者
数

は
、

依
然

と
し

て
自

動
車

へ
の

依
存

が
高

い
こ

と
や

市
街

地
の

拡
大

等
を

背
景

と
し

て
、

基
準

値
を

下
回

っ
て

減
少

し
て

い
る

、

乗
合

バ
ス

利
用

者
数

は
、

依
然

と
し

て
自

動
車

へ
の

依
存

が
高

い
こ

と
や

市
街

地
の

拡
大

等
を

背
景

と
し

て
、

基
準

値
を

下
回

っ
て

お
り

、
進

展
遅

れ
と

な
っ

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

検
証

シ
ー

ト
で

使
用

し
て

い
る

判
定

基
準

を
用

い
た

表
現

に
統

一
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

9
2

3
3
5
0

1
4

…
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

着
実

に
前

進
し

て
い

る
。

…
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

着
実

に
進

展
し

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

検
証

シ
ー

ト
で

使
用

し
て

い
る

判
定

基
準

を
用

い
た

表
現

に
統

一
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

9
3

3
3
5
0

2
6

【
表

】
＜

主
な

成
果

指
標

の
状

況
＞

表
中

の
モ

ノ
レ

ー
ル

の
乗

客
数

の
現

状
値

4
9
,7

1
6
人

/
日

（
H

2
9
年

度
）

表
中

の
モ

ノ
レ

ー
ル

の
乗

客
数

の
現

状
値

を
Ｈ

２
９

年
度

デ
ー

タ
か

ら
Ｈ

３
０

年
度

デ
ー

タ
へ

更
新

す
る

。
5
2
,3

5
5
人

/
日

（
H

3
0
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

9
4

3
3
5
0

3
0

<
主

な
成

果
指

標
の

状
況

>
主

要
渋

滞
箇

所
基

準
値

：
1
9
1
箇

所
(H

2
4
年

度
)

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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9
5

3
3
5
1

4

記
述

な
し

　
沖

縄
都

市
モ

ノ
レ

ー
ル

は
公

共
交

通
の

基
軸

と
し

て
自

動
車

か
ら

公
共

交
通

へ
の

転
換

を
促

す
重

要
な

役
割

を
担

っ
て

い
る

が
、

乗
客

数
が

予
測

を
上

回
る

ペ
ー

ス
で

増
加

し
て

お
り

、
乗

り
残

し
が

散
見

さ
れ

る
。

今
後

も
乗

客
数

は
増

加
す

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

て
い

る
た

め
、

車
両

の
輸

送
力

増
強

や
車

両
基

地
の

一
部

増
築

な
ど

、
需

要
に

合
わ

せ
た

整
備

が
必

要
で

あ
る

。

利
用

実
態

に
対

応
し

た
公

共
交

通
機

関
の

整
備

を
追

記
し

て
は

ど
う
か

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

9
6

3
3
5
1

9

記
述

な
し

　
さ

ら
に

、
増

加
傾

向
に

あ
る

建
築

物
か

ら
の

温
室

効
果

ガ
ス

の
排

出
量

を
削

減
す

る
た

め
、

先
導

的
な

低
炭

素
建

築
物

・
住

宅
の

整
備

を
促

進
さ

せ
る

必
要

が
あ

る
。

 省
エ

ネ
が

進
ん

で
い

な
い

実
態

が
あ

る
た

め
、

ゼ
ロ

エ
ネ

ル
ギ

ー
や

ゼ
ロ

エ
ネ

ル
ギ

ー
ビ

ル
な

ど
の

導
入

に
つ

い
て

検
討

い
た

だ
き

、
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

関
す

る
記

述
を

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

9
7

3
3
6
3

3
5

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

の
参

加
人

数
は

平
成

2
5
年

度
の

1
7
2
人

か
ら

平
成

2
9
年

度
の

2
6
1
人

と
年

々
増

加
傾

向
に

あ
る

。

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

の
参

加
人

数
は

平
成

2
5
年

度
の

1
7
2
人

か
ら

平
成

3
0
年

度
の

2
1
5
人

と
年

々
増

加
傾

向
に

あ
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

9
8

3
3
6
7

4
0

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

市
町

村
景

観
行

政
団

体
数

は
、

平
成

2
3
年

度
の

2
1
団

体
か

ら
平

成
2
9
年

度
の

3
2

団
体

へ
と

増
加

し
て

お
り

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

着
実

に
前

進
し

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

市
町

村
景

観
行

政
団

体
数

は
、

平
成

2
3
年

度
の

2
1
団

体
か

ら
平

成
3
0
年

度
の

3
4

団
体

へ
と

増
加

し
て

お
り

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
進

展
し

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

9
9

3
3
6
8

3

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

景
観

ア
セ

ス
メ

ン
ト

数
は

3
8
件

（
平

成
2
9
年

度
）

と
な

り
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
着

実
に

前
進

し
て

い
る

。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

景
観

ア
セ

ス
メ

ン
ト

数
は

4
5
件

（
平

成
3
0
年

度
）

と
な

り
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
進

展
し

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

検
証

シ
ー

ト
で

使
用

し
て

い
る

判
定

基
準

を
用

い
た

表
現

に
統

一
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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1
0
0

3
3
6
8

1
0

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

無
電

柱
化

整
備

延
長

は
平

成
2
9
年

に
1
4
9
㎞

と
な

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

着
実

に
前

進
し

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

無
電

柱
化

整
備

延
長

は
平

成
3
0
年

に
1
5
4
.7

㎞
と

な
り

、
目

標
値

を
達

成
す

る
見

込
み

で
あ

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

検
証

シ
ー

ト
で

使
用

し
て

い
る

判
定

基
準

を
用

い
た

表
現

に
統

一
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
0
1

3
3
6
8

1
3

　
ま

た
、

住
民

の
河

川
に

対
す

る
美

化
意

識
及

び
地

域
イ

メ
ー

ジ
の

向
上

を
図

る
た

め
、

国
場

川
・
小

波
津

川
な

ど
の

2
0
河

川
に

て
自

然
環

境
に

配
慮

し
つ

つ
護

岸
工

事
等

の
整

備
を

行
っ

た
。

　
こ

れ
ら

の
取

組
な

ど
に

よ
り

、
自

然
環

境
に

配
慮

し
た

河
川

整
備

の
割

合
は

平
成

2
9
年

度
に

6
7
.6

％
と

な
り

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
着

実
に

前
進

し
て

い
る

。

　
ま

た
、

住
民

の
河

川
に

対
す

る
美

化
意

識
及

び
地

域
イ

メ
ー

ジ
の

向
上

を
図

る
た

め
、

国
場

川
・
小

波
津

川
な

ど
の

1
9
河

川
に

て
自

然
環

境
に

配
慮

し
つ

つ
護

岸
工

事
等

の
整

備
を

行
っ

た
。

　
こ

れ
ら

の
取

組
な

ど
に

よ
り

、
自

然
環

境
に

配
慮

し
た

河
川

整
備

の
割

合
は

平
成

3
0
年

度
に

6
7
.8

％
と

な
り

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
着

実
に

進
展

し
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
検

証
シ

ー
ト

で
使

用
し

て
い

る
判

定
基

準
を

用
い

た
表

現
に

統
一

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
0
2

3
3
6
8

1
5

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

自
然

環
境

に
配

慮
し

た
河

川
整

備
の

割
合

は
平

成
2
9
年

度
に

6
7
.6

％
と

な
り

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
着

実
に

前
進

し
て

い
る

。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

自
然

環
境

に
配

慮
し

た
河

川
整

備
の

割
合

は
平

成
2
9
年

度
に

6
7
.6

％
と

な
り

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
着

実
に

進
展

し
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
検

証
シ

ー
ト

で
使

用
し

て
い

る
判

定
基

準
を

用
い

た
表

現
に

統
一

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
0
3

3
3
6
8

2
3

平
成

2
2
年

度
の

基
準

値
3
2
.0

㏊
よ

り
増

加
し

て
い

る
も

の
の

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
一

層
の

施
策

推
進

が
必

要
で

あ
る

。

平
成

2
2
年

度
の

基
準

値
3
2
.0

㏊
よ

り
増

加
し

て
い

る
も

の
の

、
目

標
値

の
達

成
状

況
は

進
展

遅
れ

と
な

っ
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

検
証

シ
ー

ト
で

使
用

し
て

い
る

判
定

基
準

を
用

い
た

表
現

に
統

一
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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（
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）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

1
0
4

3
3
6
8

3
1

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
成

果
指

標
名

景
観

ア
セ

ス
メ

ン
ト

数
の

追
加

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
成

果
指

標
名

景
観

ア
セ

ス
メ

ン
ト

数
基

準
値

　
0
件

（
H

2
3
年

度
）

現
状

値
　

4
5
件

（
H

3
0
年

度
）

R
3
年

度
　

目
標

値
　

8
0
件

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
＜

主
な

成
果

指
標

の
状

況
＞

欄
に

す
べ

て
の

成
果

指
標

を
記

載
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
0
5

3
3
6
8

3
2

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
成

果
指

標
名

景
観

・
親

水
性

に
配

慮
し

た
海

岸
整

備
の

延
長

の
追

加

＜
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
景

観
・
親

水
性

に
配

慮
し

た
海

岸
整

備
の

延
長

基
準

値
　

4
,8

5
0
m

（
H

2
3
年

度
）

現
状

値
　

9
,6

9
3
m

（
H

3
0
年

度
）

R
3
年

度
　

目
標

値
　

1
0
,0

8
0
m

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
＜

主
な

成
果

指
標

の
状

況
＞

欄
に

す
べ

て
の

成
果

指
標

を
記

載
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
0
6

3
3
6
8

3
6

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
自

然
環

境
に

配
慮

し
た

河
川

整
備

の
割

合
　

現
状

値
　

6
7
.6

％
（
H

2
9
年

度
）

＜
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
自

然
環

境
に

配
慮

し
た

河
川

整
備

の
割

合
　

現
状

値
　

6
7
.8

％
（
H

3
0
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
0
7

3
3
6
8

3
8

〈
主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
成

果
指

標
名

歴
史

景
観

と
調

和
す

る
都

市
公

園
の

供
用

面
積

現
状

値
 3

3
.5

h
a(

H
2
9
年

度
)

〈
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
成

果
指

標
名

歴
史

景
観

と
調

和
す

る
都

市
公

園
の

供
用

面
積

現
状

値
 3

5
.0

h
a(

H
3
0
年

度
)

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
0
8

3
3
6
9

3
5

し
か

し
、

都
市

計
画

区
域

に
お

け
る

一
人

当
た

り
の

都
市

公
園

面
積

に
つ

い
て

は
、

計
画

区
域

内
の

人
口

が
増

加
し

て
い

る
こ

と
な

ど
か

ら
、

ほ
ぼ

横
ば

い
に

と
ど

ま
っ

て
お

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

一
層

の
施

策
推

進
が

必
要

で
あ

る
。

し
か

し
、

都
市

計
画

区
域

に
お

け
る

一
人

当
た

り
の

都
市

公
園

面
積

に
つ

い
て

は
、

計
画

区
域

内
の

人
口

が
増

加
し

て
い

る
こ

と
な

ど
か

ら
、

ほ
ぼ

横
ば

い
に

と
ど

ま
っ

て
お

り
、

目
標

値
の

達
成

状
況

は
進

展
と

な
っ

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

検
証

シ
ー

ト
で

使
用

し
て

い
る

判
定

基
準

を
用

い
た

表
現

に
統

一
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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修
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理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

1
0
9

3
3
6
9

4
0

平
成

2
9
年

度
ま

で
に

主
要

道
路

2
8
0

ｋ
ｍ

に
わ

た
っ

て
緑

化
・
植

栽
管

理
を

実
施

し
て

お
り

、
目

標
の

達
成

に
向

け
て

着
実

に
前

進
し

て
い

る
。

平
成

3
0
年

度
ま

で
に

主
要

道
路

2
8
5
km

に
わ

た
っ

て
緑

化
・
植

栽
管

理
を

実
施

し
て

お
り

、
目

標
値

を
達

成
す

る
見

込
み

で
あ

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
1
0

3
3
7
0

8

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
成

果
指

標
名

都
市

計
画

区
域

内
緑

地
面

積
の

追
加

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
成

果
指

標
名

都
市

計
画

区
域

内
緑

地
面

積
基

準
値

　
6
2
,5

3
6
h
a（

H
1
8
年

度
）

現
状

値
　

7
5
,0

5
6
㏊

（
H

2
3
年

度
）

R
3
年

度
　

目
標

値
　

6
9
,0

1
3
h
a

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
＜

主
な

成
果

指
標

の
状

況
＞

欄
に

す
べ

て
の

成
果

指
標

を
記

載
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
1
1

3
3
7
0

8

〈
主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
成

果
指

標
名

都
市

計
画

区
域

内
に

お
け

る
一

人
当

た
り

の
都

市
公

園
面

積
現

状
値

 1
0
.9

㎡
/
人

(H
2
8
年

度
)

〈
主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
成

果
指

標
名

都
市

計
画

区
域

内
に

お
け

る
一

人
当

た
り

の
都

市
公

園
面

積
現

状
値

 1
0
.9

㎡
/
人

(H
2
9
年

度
)

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
1
2

3
3
7
1

4
2

　
ま

た
、

県
営

住
宅

の
バ

リ
ア

フ
リ
ー

化
に

つ
い

て
は

、
県

営
住

宅
を

建
て

替
え

る
際

、
沖

縄
県

公
営

住
宅

等
の

整
備

に
関

す
る

基
準

を
定

め
る

条
例

に
よ

り
室

内
の

段
差

解
消

、
便

所
や

浴
室

の
手

す
り

設
置

等
を

行
っ

て
い

る
た

め
、

県
営

住
宅

の
バ

リ
ア

フ
リ
ー

化
率

は
平

成
2
2
年

度
の

2
2
.8

％
か

ら
平

成
2
9
年

度
は

2
7
.4

％
と

改
善

が
進

ん
で

お
り

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
着

実
に

前
進

し
て

い
る

　
ま

た
、

県
営

住
宅

の
バ

リ
ア

フ
リ
ー

化
に

つ
い

て
は

、
県

営
住

宅
を

建
て

替
え

る
際

、
沖

縄
県

公
営

住
宅

等
の

整
備

に
関

す
る

基
準

を
定

め
る

条
例

に
よ

り
室

内
の

段
差

解
消

、
便

所
や

浴
室

の
手

す
り

設
置

等
を

行
っ

て
い

る
た

め
、

県
営

住
宅

の
バ

リ
ア

フ
リ
ー

化
率

は
平

成
2
2
年

度
の

2
2
.8

％
か

ら
平

成
3
0
年

度
は

2
9
.0

％
と

改
善

が
進

ん
で

お
り

、
目

標
達

成
見

込
み

で
あ

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
1
3

3
3
7
2

8

し
か

し
、

経
年

劣
化

の
著

し
い

施
設

や
危

険
度

判
定

調
査

等
で

改
善

が
必

要
と

判
断

さ
れ

た
施

設
の

整
備

も
並

行
し

て
行

っ
て

い
る

た
め

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
は

一
層

の
施

策
推

進
が

必
要

で
あ

る
。

し
か

し
、

経
年

劣
化

の
著

し
い

施
設

や
危

険
度

判
定

調
査

等
で

改
善

が
必

要
と

判
断

さ
れ

た
施

設
の

整
備

も
並

行
し

て
行

っ
て

い
る

た
め

、
目

標
値

の
達

成
状

況
は

進
展

遅
れ

と
な

っ
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

検
証

シ
ー

ト
で

使
用

し
て

い
る

判
定

基
準

を
用

い
た

表
現

に
統

一
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

1
1
4

3
3
7
2

2
6

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
県

営
住

宅
の

バ
リ
ア

フ
リ
ー

化
率

　
現

状
値

 2
7
.4

％
（
Ｈ

2
9
年

度
）

＜
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
県

営
住

宅
の

バ
リ
ア

フ
リ
ー

化
率

　
現

状
値

 2
9
.0

％
（
Ｈ

3
0
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
1
5

3
3
7
2

2
8

〈
主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
成

果
指

標
名

都
市

公
園

の
バ

リ
ア

フ
リ
ー

化
率

現
状

値
 2

9
.5

％
(H

2
9
年

度
)

〈
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
成

果
指

標
名

都
市

公
園

の
バ

リ
ア

フ
リ
ー

化
率

現
状

値
 3

0
.1

％
(H

2
9
年

度
)

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
1
6

3
3
7
2

2
9

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
成

果
指

標
名

全
住

宅
の

バ
リ
ア

フ
リ
ー

化
率

の
追

加

＜
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
全

住
宅

の
バ

リ
ア

フ
リ
ー

化
率

基
準

値
 3

2
.5

％
（
Ｈ

2
0
年

）
　

現
状

値
 3

1
.5

％
（
Ｈ

2
5
年

）
　

Ｒ
３

年
度

 目
標

値
 4

8
.7

％

【
総

合
部

会
意

見
】

現
状

値
を

最
新

値
に

更
新

す
る

。
＜

主
な

成
果

指
標

の
状

況
＞

欄
に

す
べ

て
の

成
果

指
標

を
記

載
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
1
7

3
3
7
2

3
0

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
成

果
指

標
名

ノ
ン

ス
テ

ッ
プ

バ
ス

導
入

率
の

追
加

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
成

果
指

標
名

ノ
ン

ス
テ

ッ
プ

バ
ス

導
入

率
基

準
値

　
1
.3

％
（
H

2
2
年

度
）

現
状

値
　

7
0
.1

%
（
H

2
9
年

度
）

R
3
年

度
　

目
標

値
　

7
0
.0

％

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
＜

主
な

成
果

指
標

の
状

況
＞

欄
に

す
べ

て
の

成
果

指
標

を
記

載
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
1
8

3
3
7
2

3
0

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
成

果
指

標
名

バ
リ
ア

フ
リ
ー

化
の

た
め

の
浮

き
桟

橋
設

置
港

湾
数

)の
追

加

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
バ

リ
ア

フ
リ
ー

化
の

た
め

の
浮

き
桟

橋
設

置
港

湾
数

)
基

準
値

2
0
港

（
H

2
3
年

度
)　

現
状

値
2
3
港

（
H

2
9
年

度
)　

R
３

年
度

目
標

値
　

2
7
港

【
総

合
部

会
意

見
】

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
欄

に
す

べ
て

の
成

果
指

標
を

掲
載

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

1
1
9

3
3
7
3

9

そ
れ

に
よ

り
都

市
公

園
は

増
加

し
て

い
る

も
の

の
、

市
街

地
等

の
人

口
が

集
中

し
て

い
る

区
域

（
Ｄ

ＩＤ
地

区
）
の

広
が

り
が

大
き

い
こ

と
か

ら
、

歩
い

て
行

け
る

身
近

な
都

市
公

園
（
街

区
公

園
）

箇
所

数
は

、
平

成
2
9
年

度
3
.0

か
所

／
1
0
0
㏊

と
基

準
値

よ
り

下
回

っ
て

い
る

。

そ
れ

に
よ

り
都

市
公

園
は

増
加

し
て

い
る

も
の

の
、

市
街

地
等

の
人

口
が

集
中

し
て

い
る

区
域

（
Ｄ

ＩＤ
地

区
）
の

広
が

り
が

大
き

い
こ

と
か

ら
、

歩
い

て
行

け
る

身
近

な
都

市
公

園
（
街

区
公

園
）

箇
所

数
は

、
平

成
2
9
年

度
3
.0

か
所

／
1
0
0
㏊

と
基

準
値

よ
り

下
回

っ
て

お
り

、
目

標
値

の
達

成
状

況
は

進
展

遅
れ

と
な

っ
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

検
証

シ
ー

ト
で

使
用

し
て

い
る

判
定

基
準

を
用

い
た

表
現

に
統

一
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
2
0

3
3
7
3

1
8

そ
の

結
果

、
事

故
危

険
箇

所
の

年
間

事
故

発
生

件
数

は
、

平
成

2
4
年

の
2
2
件

か
ら

平
成

2
7
年

は
1
4
件

と
８

件
減

少
し

て
お

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

着
実

に
前

進
し

て
い

る
。

そ
の

結
果

、
事

故
危

険
箇

所
の

年
間

事
故

発
生

件
数

は
、

平
成

2
4
年

の
2
2
件

か
ら

平
成

2
8
年

は
9
件

と
1
3
件

減
少

し
て

お
り

、
目

標
値

を
達

成
し

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

検
証

シ
ー

ト
で

使
用

し
て

い
る

判
定

基
準

を
用

い
た

表
現

に
統

一
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
2
1

3
3
7
3

2
1

さ
ら

に
、

快
適

な
歩

行
空

間
を

確
保

す
る

た
め

、
道

路
の

緑
化

や
除

草
等

の
適

切
な

管
理

を
行

う
と

と
も

に
、

無
電

柱
化

整
備

を
推

進
し

た
。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

無
電

柱
化

整
備

総
延

長
は

、
平

成
2
9
年

度
に

1
4
9
㎞

と
な

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

着
実

に
前

進
し

て
い

る
。

さ
ら

に
、

快
適

な
歩

行
空

間
を

確
保

す
る

た
め

、
道

路
の

緑
化

や
除

草
等

の
適

切
な

管
理

を
行

う
と

と
も

に
、

無
電

柱
化

整
備

を
推

進
し

た
。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

無
電

柱
化

整
備

総
延

長
は

、
平

成
3
0
年

度
に

1
5
4
.7

㎞
と

な
り

、
目

標
値

を
達

成
す

る
見

込
み

で
あ

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

検
証

シ
ー

ト
で

使
用

し
て

い
る

判
定

基
準

を
用

い
た

表
現

に
統

一
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
2
2

3
3
7
4

1
3

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
の

追
加 成

果
指

標
名

土
地

区
画

整
理

事
業

に
よ

り
整

備
さ

れ
た

宅
地

面
積

の
追

加

＜
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
土

地
区

画
整

理
事

業
に

よ
り

整
備

さ
れ

た
宅

地
面

積
基

準
値

 1
,8

8
5
h
a(

H
2
4
年

)
現

状
値

 2
,0

3
5
h
a(

H
3
0
年

)
R

3
年

度
 目

標
値

 2
,1

3
7
h
a

【
総

合
部

会
意

見
】

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
欄

に
す

べ
て

の
成

果
指

標
を

掲
載

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

1
2
3

3
3
7
4

1
3

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
の

追
加 成

果
指

標
名

再
開

発
事

業
に

よ
り

整
備

さ
れ

た
延

べ
床

面
積

の
追

加

＜
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
再

開
発

事
業

に
よ

り
整

備
さ

れ
た

延
べ

床
面

積
基

準
値

 2
3
9
,9

0
9
㎡

(H
2
4
年

)
現

状
値

 3
4
7
,3

7
3
㎡

(H
3
0
年

)
R

3
年

度
 目

標
値

 3
7
7
,8

0
9
㎡

【
総

合
部

会
意

見
】

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
欄

に
す

べ
て

の
成

果
指

標
を

掲
載

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
2
4

3
3
7
4

1
3

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
成

果
指

標
名

県
管

理
道

路
の

歩
道

必
要

箇
所

設
置

率

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
成

果
指

標
名

県
管

理
道

路
の

歩
道

必
要

箇
所

設
置

率
基

準
値

　
0
.0

％
（
H

2
4
年

）
現

状
値

　
2
3
.7

%
（
H

3
0
年

）
R

3
年

度
　

目
標

値
　

3
5
％

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
＜

主
な

成
果

指
標

の
状

況
＞

欄
に

す
べ

て
の

成
果

指
標

を
記

載
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
2
5

3
3
7
4

1
3

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
成

果
指

標
名

住
民

参
加

に
よ

る
地

区
計

画
策

定
数

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
成

果
指

標
名

住
民

参
加

に
よ

る
地

区
計

画
策

定
数 基

準
値

　
4
2
地

区
（
H

2
3
年

度
）

現
状

値
　

6
5
地

区
（
H

3
0
年

度
）

R
3
年

度
　

目
標

値
　

7
6
地

区

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
＜

主
な

成
果

指
標

の
状

況
＞

欄
に

す
べ

て
の

成
果

指
標

を
記

載
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
2
6

3
3
7
4

2
5

　
加

え
て

、
亜

熱
帯

性
気

候
に

起
因

し
て

植
栽

の
成

長
速

度
が

速
く
、

歩
行

の
妨

げ
と

な
る

状
況

が
見

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

道
路

緑
化

と
併

せ
て

、
適

切
な

管
理

を
行

う
必

要
が

あ
る

。

　
加

え
て

、
亜

熱
帯

性
気

候
に

起
因

し
て

植
栽

の
成

長
速

度
が

速
く
、

歩
行

の
妨

げ
と

な
る

状
況

が
見

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

道
路

緑
化

と
併

せ
て

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

の
活

用
推

進
な

ど
、

効
率

的
・

効
果

的
な

管
理

を
行

う
必

要
が

あ
る

。

道
路

除
草

に
つ

い
て

、
各

市
町

村
、

周
辺

に
い

る
企

業
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

で
住

民
を

活
用

す
べ

き
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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修

 
正
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等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

1
2
7

3
3
7
5

7

記
述

な
し

　
さ

ら
に

、
平

成
3
0
年

1
0
月

に
は

、
屋

内
の

バ
ス

待
合

所
や

多
言

語
の

デ
ジ

タ
ル

案
内

板
を

備
え

た
新

た
な

那
覇

バ
ス

タ
ー

ミ
ナ

ル
が

開
業

し
た

。

・
新

バ
ス

タ
ー

ミ
ナ

ル
の

デ
ジ

タ
ル

サ
イ

ネ
ー

ジ
を

用
い

た
発

着
案

内
や

快
適

な
待

合
施

設
な

ど
の

充
実

し
た

施
設

整
備

に
つ

い
て

も
、

人
に

優
し

い
交

通
環

境
の

整
備

と
し

て
も

記
載

し
て

は
ど

う
か

。
・
県

や
那

覇
市

も
参

画
し

て
実

施
さ

れ
た

事
業

で
あ

り
、

ま
た

、
バ

ス
交

通
に

大
き

な
影

響
の

あ
る

出
来

事
な

の
で

、
報

告
書

に
追

記
し

て
は

ど
う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
2
8

3
3
7
5

2
0

乗
合

バ
ス

利
用

者
数

は
、

平
成

2
9
年

度
７

万
2
,1

6
1
人

と
基

準
値

を
下

回
っ

て
い

る
。

乗
合

バ
ス

利
用

者
数

は
、

平
成

2
9
年

度
７

万
2
,1

6
1
人

と
基

準
値

を
下

回
っ

て
お

り
、

進
展

遅
れ

と
な

っ
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

検
証

シ
ー

ト
で

使
用

し
て

い
る

判
定

基
準

を
用

い
た

表
現

に
統

一
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

1
2
9

3
3
7
5

2
5

平
成

2
9
年

度
の

モ
ノ

レ
ー

ル
の

乗
客

数
は

４
万

9
,7

1
6
人

/
日

と
な

り
、

目
標

の
達

成
に

向
け

て
着

実
に

前
進

し
て

い
る

。

平
成

3
0
年

度
の

モ
ノ

レ
ー

ル
の

乗
客

数
は

5
万

2
,3

5
5
人

/
日

と
な

り
、

目
標

を
達

成
し

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

・
最

新
値

に
更

新
す

る
。

・
検

証
シ

ー
ト

で
使

用
し

て
い

る
判

定
基

準
を

用
い

た
表

現
に

統
一

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
3
0

3
3
7
5

3
9

【
表

】
＜

主
な

成
果

指
標

の
状

況
＞

表
中

の
モ

ノ
レ

ー
ル

の
乗

客
数

の
現

状
値

4
9
,7

1
6
人

/
日

（
H

2
9
年

度
）

表
中

の
モ

ノ
レ

ー
ル

の
乗

客
数

の
現

状
値

を
Ｈ

２
９

年
度

デ
ー

タ
か

ら
Ｈ

３
０

年
度

デ
ー

タ
へ

更
新

す
る

。
5
2
,3

5
5
人

/
日

（
H

3
0
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見
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修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

3
3
7
6

9

　
こ

の
た

め
、

広
域

交
流

拠
点

の
那

覇
と

北
部

の
中

心
都

市
で

あ
る

名
護

を
１

時
間

で
結

ぶ
鉄

軌
道

の
導

入
に

つ
い

て
は

、
今

後
の

制
度

改
革

や
新

た
な

技
術

開
発

等
の

動
き

も
捉

え
な

が
ら

、
実

現
に

 向
け

て
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

ほ
か

、
鉄

軌
道

・
フ

ィ
ー

ダ
ー

交
通

等
の

連
結

に
よ

る
南

部
・
中

部
・

北
部

の
有

機
的

な
骨

格
軸

に
つ

い
て

、
検

討
を

す
す

め
る

必
要

が
あ

る
。

　
こ

の
た

め
、

広
域

交
流

拠
点

の
那

覇
と

北
部

の
中

心
都

市
で

あ
る

名
護

を
１

時
間

で
結

ぶ
鉄

軌
道

の
導

入
に

つ
い

て
は

、
今

後
の

制
度

改
革

や
新

た
な

技
術

開
発

等
の

動
き

も
捉

え
な

が
ら

、
実

現
に

向
け

て
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

ほ
か

、
鉄

軌
道

・
フ

ィ
ー

ダ
ー

交
通

等
の

連
結

に
よ

る
南

部
・
中

部
・
北

部
の

有
機

的
な

公
共

交
通

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

に
向

け
た

取
組

を
推

進
す

る
必

要
が

あ
る

。

　
鉄

軌
道

に
つ

い
て

は
、

平
成

２
６

年
度

か
ら

平
成

２
９

年
度

に
か

け
て

、
３

つ
の

検
討

委
員

会
が

設
置

さ
れ

、
更

に
パ

ブ
リ
ッ

ク
・
イ

ン
ボ

ル
ブ

メ
ン

ト
（
Ｐ

Ｉ）
を

導
入

し
、

多
く
の

専
門

家
、

県
民

等
の

意
見

を
聞

き
な

が
ら

検
討

が
行

わ
れ

、
平

成
3
0
年

5
月

に
構

想
段

階
の

計
画

書
が

策
定

さ
れ

た
。

技
術

検
討

委
員

会
副

委
員

長
を

務
め

た
が

、
今

後
は

鉄
軌

道
の

実
現

に
向

け
、

整
備

計
画

等
の

具
体

的
な

検
討

が
行

わ
れ

る
も

の
と

認
識

し
て

い
る

。
　

加
え

て
、

鉄
軌

道
の

導
入

に
あ

た
っ

て
は

、
非

沿
線

地
域

住
民

の
方

々
に

も
鉄

軌
道

を
利

用
し

や
す

い
環

境
を

構
築

し
、

県
民

や
観

光
客

の
移

動
利

便
性

向
上

を
図

り
、

鉄
軌

道
の

安
定

需
要

を
確

保
し

て
い

く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

現
沖

縄
２

１
世

紀
ビ

ジ
ョ
ン

基
本

計
画

に
お

い
て

「
鉄

軌
道

を
含

む
新

た
な

公
共

交
通

シ
ス

テ
ム

と
地

域
を

結
ぶ

利
便

性
の

高
い

公
共

交
通

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

に
向

け
た

取
組

を
推

進
」
す

る
こ

と
が

明
確

に
位

置
づ

け
ら

れ
て

い
る

。
　

し
か

し
な

が
ら

、
総

点
検

報
告

書
の

記
載

で
は

、
鉄

軌
道

の
導

入
及

び
フ

ィ
ー

ダ
ー

交
通

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

に
対

し
、

「
調

査
・
研

究
」
と

の
記

載
と

な
っ

て
お

り
、

現
沖

縄
２

１
世

紀
ビ

ジ
ョ
ン

基
本

計
画

の
記

述
か

ら
後

退
し

た
内

容
と

受
け

止
め

ら
れ

か
ね

な
い

。
　

し
た

が
っ

て
、

鉄
軌

道
の

導
入

に
向

け
た

こ
れ

ま
で

の
取

組
を

踏
ま

え
、

計
画

実
現

に
向

け
た

取
組

の
推

進
を

強
く
打

ち
出

す
べ

き
で

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
3
1
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理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

3
3
7
6

1
9

　
こ

の
こ

と
か

ら
、

バ
ス

レ
ー

ン
の

拡
充

、
交 通

結
節

点
の

整
備

な
ど

に
よ

る
基

幹
バ

ス
シ

ス
テ

ム
の

導
入

や
、

公
共

交
通

へ
の

利
用

転
換

を
図

る
Ｔ

Ｄ
Ｍ

（
交

通
需

要
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
）
施

策
の

推
進

、
路

線
バ

ス
の

自
動

運
転

化
の

あ
り

方
に

関
す

る
検

討
な

ど
、

持
続

的
な

公
共

交
通

サ
ー

ビ
ス

が
提

供
で

き
る

よ
う

引
き

続
き

環
境

改
善

に
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。

　
こ

の
こ

と
か

ら
、

バ
ス

レ
ー

ン
の

拡
充

、
交

通
結

節
点

の
整

備
等

に
よ

る
基

幹
バ

ス
シ

ス
テ

ム
の

導
入

や
公

共
交

通
へ

の
利

用
転

換
を

図
る

Ｔ
Ｄ

Ｍ
（
交

通
需

要
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
）
施

策
の

推
進

、
新

た
な

交
通

手
段

と
IC

T
技

術
を

活
用

し
た

シ
ー

ム
レ

ス
な

移
動

環
境

の
検

討
、

乗
務

員
な

ど
必

要
な

人
材

の
確

保
、

開
発

が
進

む
自

動
運

転
技

術
を

応
用

し
た

運
行

支
援

な
ど

、
持

続
的

な
公

共
交

通
サ

ー
ビ

ス
が

提
供

で
き

る
よ

う
引

き
続

き
環

境
改

善
に

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
。

・
多

様
な

モ
ビ

リ
テ

ィ
に

関
す

る
記

述
　

自
転

車
も

含
ま

れ
る

が
、

特
に

レ
ン

タ
カ

ー
に

依
存

し
た

観
光

ス
タ

イ
ル

か
ら

、
公

共
交

通
利

用
（
路

線
バ

ス
・

シ
ャ

ト
ル

バ
ス

・
モ

ノ
レ

ー
ル

・
船

舶
）
や

パ
ー

ソ
ナ

ル
モ

ビ
リ
テ

ィ
な

ど
、

多
様

な
モ

ビ
リ
テ

ィ
が

急
速

に
展

開
さ

れ
て

い
る

。
M

aa
S
も

含
め

、
こ

れ
ら

に
関

す
る

記
述

が
必

要
。

（
レ

ン
タ

カ
ー

か
ら

の
乗

り
換

え
と

い
う
意

味
で

は
、

温
室

効
果

ガ
ス

抑
制

効
果

が
あ

る
。

）
　

ま
た

、
バ

ス
ダ

イ
ヤ

な
ど

を
G

T
F
S
形

式
で

整
備

し
、

G
o
o
gl

e
M

ap
な

ど
で

検
索

で
き

る
よ

う
に

な
っ

て
き

て
い

る
。

こ
れ

も
公

共
交

通
利

用
促

進
に

寄
与

し
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

。
・
前

段
で

乗
務

員
不

足
に

触
れ

て
お

り
、

対
策

と
し

て
記

載
し

た
方

が
良

い
と

思
わ

れ
る

。
ま

た
、

自
動

運
転

は
開

発
途

上
の

技
術

で
あ

り
、

解
決

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
問

題
も

多
く
、

実
用

化
や

普
及

に
は

ま
だ

時
間

が
か

か
る

こ
と

が
見

込
ま

れ
る

こ
と

も
鑑

み
て

、
記

載
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

・
沖

縄
は

車
が

多
く
渋

滞
が

多
い

、
観

光
客

に
し

て
も

違
う
交

通
手

段
を

探
せ

る
よ

う
な

仕
組

み
や

県
民

意
識

、
啓

発
も

含
め

、
ＩＴ

を
使

っ
た

仕
組

み
や

ル
ー

ル
を

作
る

こ
と

で
、

一
、

二
酸

化
炭

素
の

排
出

量
が

減
る

の
で

記
載

を
し

て
は

ど
う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
3
2
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理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

1
3
3

3
3
8
1

4

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
成

果
指

標
名

運
動

等
の

目
的

で
利

用
で

き
る

都
市

公
園

(運
動

公
園

､総
合

公
園

)の
面

積
(1

人
あ

た
り

)の
追

加

 〈
主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
成

果
指

標
名

運
動

等
の

目
的

で
利

用
で

き
る

都
市

公
園

(運
動

公
園

､総
合

公
園

)の
面

積
(1

人
あ

た
り

)
基

準
値

 6
.0

㎡
(H

2
2
年

度
)

現
状

値
 6

.1
㎡

(H
2
9
年

度
)

R
3
年

度
目

標
値

 6
.5

㎡

【
総

合
部

会
意

見
】

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
欄

に
す

べ
て

の
成

果
指

標
を

掲
載

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
3
4

3
3
9
9

3
4

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
成

果
指

標
名

高
齢

者
の

い
る

世
帯

の
一

定
の

バ
リ
ア

フ
リ
ー

化
率

の
追

加

＜
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
高

齢
者

の
い

る
世

帯
の

一
定

の
バ

リ
ア

フ
リ
ー

化
率

基
準

値
 2

6
.5

％
（
Ｈ

2
0
年

度
）
　

現
状

値
 2

9
.1

％
（
Ｈ

2
5
年

度
）
　

Ｒ
３

年
度

 目
標

値
 4

7
.1

％

【
総

合
部

会
意

見
】

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
欄

に
す

べ
て

の
成

果
指

標
を

掲
載

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
3
5

3
4
0
6

4

　
住

宅
セ

ー
フ

テ
ィ
ネ

ッ
ト

に
つ

い
て

は
、

住
宅

に
困

窮
す

る
低

額
所

得
者

へ
住

宅
を

供
給

す
る

た
め

、
平

成
2
4
年

度
か

ら
平

成
2
9
年

度
ま

で
の

６
年

間
で

2
,7

6
1
戸

の
公

営
住

宅
を

整
備

し
た

こ
と

で
、

最
低

居
住

面
積

水
準

未
満

世
帯

の
解

消
に

一
定

の
効

果
を

あ
げ

て
い

る
。

　
住

宅
セ

ー
フ

テ
ィ
ネ

ッ
ト

に
つ

い
て

は
、

住
宅

に
困

窮
す

る
低

額
所

得
者

へ
住

宅
を

供
給

す
る

た
め

、
平

成
2
4
年

度
か

ら
平

成
3
0
年

度
ま

で
の

７
年

間
で

3
,0

0
6
戸

の
公

営
住

宅
を

整
備

し
た

こ
と

で
、

最
低

居
住

面
積

水
準

未
満

世
帯

の
解

消
に

一
定

の
効

果
を

あ
げ

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

数
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
3
6

3
4
0
6

7

　
公

営
住

宅
管

理
戸

数
に

つ
い

て
は

、
建

て
替

え
工

事
を

進
め

る
に

当
た

り
既

設
公

営
住

宅
を

除
去

し
た

こ
と

に
よ

り
、

基
準

値
を

下
回

っ
て

い
る

。

　
公

営
住

宅
管

理
戸

数
に

つ
い

て
は

、
県

営
大

謝
名

団
地

等
の

完
成

、
管

理
が

開
始

さ
れ

た
こ

と
に

よ
り

、
目

標
を

達
成

し
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

検
証

シ
ー

ト
で

使
用

し
て

い
る

判
定

基
準

を
用

い
た

表
現

に
統

一
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

1
3
7

3
4
0
6

2
4

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
公

営
住

宅
管

理
戸

数
　

現
状

値
2
9
,5

2
2
戸

（
Ｈ

2
9
年

度
）

＜
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
公

営
住

宅
管

理
戸

数
　

現
状

値
3
0
,0

3
8
戸

（
Ｈ

3
0
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
3
8

3
4
0
7

1

記
述

な
し

あ
わ

せ
て

、
要

配
慮

者
の

数
や

状
況

に
応

じ
た

福
祉

避
難

所
が

適
切

に
配

置
さ

れ
る

よ
う
、

引
き

続
き

市
町

村
に

お
け

る
福

祉
避

難
所

の
指

定
を

促
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
重

要
性

を
増

し
た

課
題

】
・
避

難
所

に
つ

い
て

　
避

難
所

に
お

け
る

非
常

用
電

源
、

W
i-

F
i環

境
（
外

国
人

観
光

客
対

応
）
、

福
祉

避
難

所
の

指
定

・
整

備
（
多

く
が

幼
稚

園
な

ど
に

な
っ

て
お

り
、

障
が

い
者

・
高

齢
者

対
応

が
不

足
）

な
ど

の
対

応
が

必
要

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
3
9

3
4
1
1

4
1

　
水

難
事

故
対

策
の

推
進

に
つ

い
て

は
、

沖
縄

県
や

県
警

等
の

各
種

機
関

・
団

体
で

構
成

す
る

沖
縄

県
水

難
事

故
防

止
協

議
会

を
通

し
て

、
県

民
・
観

光
客

へ
水

難
事

故
防

止
に

関
す

る
周

知
啓

発
等

を
行

っ
た

。

　
水

難
事

故
対

策
の

推
進

に
つ

い
て

は
、

沖
縄

県
や

県
警

等
の

各
種

機
関

・
団

体
で

構
成

す
る

沖
縄

県
水

難
事

故
防

止
協

議
会

を
通

し
て

、
県

民
・
観

光
客

へ
水

難
事

故
防

止
に

関
す

る
周

知
啓

発
等

を
行

う
と

と
も

に
、

危
険

箇
所

に
転

落
防

止
柵

の
設

置
を

行
っ

た
。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
検

証
シ

ー
ト

で
使

用
し

て
い

る
判

定
基

準
を

用
い

た
表

現
に

統
一

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
4
0

3
4
1
2

2
3

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
成

果
指

標
名

水
難

事
故

発
生

件
数

　
の

追
加

＜
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
水

難
事

故
発

生
件

数
基

準
値

 7
7
件

（
H

2
2
年

）
 現

状
値

6
6
件

（
H

3
0
年

）
 R

3
年

度
 目

標
値

6
8
件

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
＜

主
な

成
果

指
標

の
状

況
＞

欄
に

す
べ

て
の

成
果

指
標

を
掲

載
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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見
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修
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文
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）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

1
4
1

3
4
1
3

1
9

　
歩

い
て

暮
ら

せ
る

環
境

の
創

出
を

目
指

し
て

、
安

全
で

快
適

な
生

活
環

境
の

創
出

や
住

民
参

加
の

ま
ち

づ
く
り

の
推

進
に

関
す

る
取

組
を

行
っ

た
。

　
災

害
に

強
い

県
土

づ
く
り

を
目

指
し

て
、

消
防

防
災

体
制

や
危

機
管

理
体

制
の

強
化

を
行

っ
た

。
ま

た
、

建
築

物
や

公
共

施
設

の
耐

震
化

を
図

る
な

ど
、

防
災

減
災

対
策

に
関

す
る

取
組

を
行

っ
た

。

【
総

合
部

会
意

見
】

誤
植

に
伴

い
修

正
を

行
う
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
4
2

3
4
1
3

2
5

　
こ

れ
ら

の
取

組
な

ど
に

よ
り

、
津

波
高

潮
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

作
成

市
町

村
数

は
平

成
2
9
年

度
で

3
8
市

町
村

と
な

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

着
実

に
前

進
し

て
い

る
。

　
こ

れ
ら

の
取

組
な

ど
に

よ
り

、
津

波
高

潮
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

作
成

市
町

村
数

は
平

成
3
0
年

度
で

3
8
市

町
村

と
な

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

前
進

し
て

い
る

が
進

展
遅

れ
と

な
っ

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
4
3

3
4
1
3

3
1

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

人
口

１
万

人
あ

た
り

の
消

防
団

員
数

は
、

平
成

2
9
年

に
1
2
.1

人
と

基
準

値
よ

り
前

進
は

し
て

い
る

が
、

高
齢

化
に

伴
う
退

団
者

も
い

る
こ

と
な

ど
か

ら
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

一
層

の
推

進
が

必
要

で
あ

る
。

　
こ

れ
ら

の
取

組
な

ど
に

よ
り

、
人

口
１

万
人

あ
た

り
の

消
防

団
員

数
は

、
平

成
3
0
年

に
1
2
.1

人
と

基
準

値
よ

り
増

加
し

て
い

る
が

、
目

標
値

の
達

成
状

況
は

進
展

遅
れ

と
な

っ
て

い
る

。
高

齢
化

に
伴

う
退

団
者

も
い

る
こ

と
か

ら
、

引
き

続
き

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
一

層
の

推
進

が
必

要
で

あ
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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修
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）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

1
4
4

3
4
1
3

3
7

　
輸

送
手

段
及

び
避

難
地

等
の

確
保

に
つ

い
て

は
、

道
路

の
災

害
防

除
を

図
る

た
め

、
こ

れ
ま

で
に

国
道

3
3
1
号

等
の

緊
急

輸
送

道
路

の
落

石
防

止
対

策
・
法

面
崩

壊
防

止
対

策
を

行
っ

た
。

　
こ

れ
ら

の
取

組
な

ど
に

よ
り

、
平

成
2
9

年
の

道
路

法
面

等
危

険
除

去
箇

所
数

は
、

3
0
か

所
と

な
り

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
着

実
に

前
進

し
て

い
る

。

　
輸

送
手

段
及

び
避

難
地

等
の

確
保

に
つ

い
て

は
、

第
1
次

、
第

2
次

の
緊

急
輸

送
道

路
に

指
定

さ
れ

た
県

管
理

道
路

の
区

間
に

つ
い

て
、

道
路

法
第

3
7
条

に
基

づ
く
電

柱
等

の
占

用
制

限
に

よ
る

無
電

柱
化

の
推

進
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
道

路
の

災
害

防
除

を
図

る
た

め
、

こ
れ

ま
で

に
国

道
3
3
1
号

等
の

緊
急

輸
送

道
路

の
落

石
防

止
対

策
・
法

面
崩

壊
防

止
対

策
を

行
っ

た
。

　
こ

れ
ら

の
取

組
な

ど
に

よ
り

、
平

成
3
0

年
の

道
路

法
面

等
危

険
除

去
箇

所
数

は
、

3
5
か

所
と

な
る

な
ど

、
目

標
値

を
達

成
す

る
見

込
み

で
あ

る
。

電
線

地
中

化
に

つ
い

て
、

緊
急

輸
送

道
路

に
指

定
し

た
箇

所
に

つ
い

て
記

載
を

行
っ

て
は

ど
う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
4
5

3
4
1
4

5

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

多
数

の
者

が
利

用
す

る
建

築
物

の
耐

震
化

率
は

、
平

成
2
8
年

度
で

9
1
.5

％
と

な
り

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
着

実
に

前
進

し
て

い
る

。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

多
数

の
者

が
利

用
す

る
建

築
物

の
耐

震
化

率
は

、
平

成
2
8
年

度
で

9
1
.5

％
と

な
り

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
着

実
に

進
展

し
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

検
証

シ
ー

ト
で

使
用

し
て

い
る

判
定

基
準

を
用

い
た

表
現

に
統

一
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
4
6

3
4
1
4

6

記
述

な
し

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

多
数

の
者

が
利

用
す

る
建

築
物

の
耐

震
化

率
は

、
平

成
2
8
年

度
で

9
1
.5

％
と

な
り

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
着

実
に

進
展

し
て

い
る

。
一

方
、

住
宅

の
耐

震
化

率
に

つ
い

て
は

、
8
5
.1

％
（
平

成
2
5
年

）
と

基
準

値
の

8
2
％

（
平

成
2
0
年

）
よ

り
向

上
し

て
い

る
が

、
本

県
で

は
木

造
住

宅
に

比
べ

耐
震

診
断

・
改

修
費

用
が

高
い

鉄
筋

コ
ン

ク
リ
ー

ト
造

住
宅

の
割

合
が

高
く
、

所
有

者
負

担
が

大
き

い
こ

と
か

ら
、

進
展

遅
れ

と
な

っ
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

＜
成

果
指

標
の

状
況

＞
欄

に
す

べ
て

の
成

果
指

標
を

掲
載

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

1
4
7

3
4
1
4

1
3

　
こ

れ
ら

の
取

組
な

ど
に

よ
り

、
防

護
面

積
（
高

潮
対

策
等

）
は

、
平

成
2
9
年

度
で

8
6
.4

h
aと

な
り

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
着

実
に

前
進

し
て

い
る

。

　
こ

れ
ら

の
取

組
な

ど
に

よ
り

、
防

護
面

積
（
高

潮
対

策
等

）
は

、
平

成
3
0
年

度
で

8
6
.7

h
aと

な
り

、
目

標
達

成
見

込
み

で
あ

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
検

証
シ

ー
ト

で
使

用
し

て
い

る
判

定
基

準
を

用
い

た
表

現
に

統
一

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

3
4
1
4

1
7

記
述

な
し

　
沖

縄
県

は
、

島
し

ょ
県

で
あ

り
、

本
土

か
ら

離
れ

、
離

島
が

散
在

す
る

な
ど

防
災

上
不

利
な

地
理

的
条

件
が

あ
る

ほ
か

、
多

く
の

観
光

客
が

訪
れ

る
等

の
防

災
上

の
特

別
な

配
慮

が
必

要
な

社
会

条
件

を
有

し
て

い
る

。
そ

の
た

め
県

管
理

空
港

は
、

災
害

時
に

地
域

の
防

災
活

動
の

拠
点

と
し

て
の

役
割

が
求

め
ら

れ
る

。
　

こ
の

よ
う
な

こ
と

か
ら

、
離

島
空

港
施

設
の

耐
震

化
の

取
組

に
つ

い
て

は
、

「
県

管
理

空
港

の
今

後
の

地
震

・
津

波
対

策
等

の
方

針
」
を

策
定

し
、

「
津

波
避

難
計

画
」
の

策
定

や
「
旅

客
施

設
耐

震
設

計
」
を

実
施

す
る

な
ど

、
計

画
通

り
進

捗
し

て
お

り
、

目
標

値
を

達
成

す
る

見
込

み
で

あ
る

。

・
地

域
継

続
計

画
等

，
県

土
と

し
て

の
復

旧
計

画
　

沖
縄

総
合

事
務

局
を

中
心

に
防

災
連

絡
会

が
行

わ
れ

て
い

る
が

沖
縄

県
の

現
状

と
し

て
は

、
離

島
県

な
の

に
防

災
ヘ

リ
が

無
く
、

ク
ル

ー
ズ

振
興

を
し

て
い

る
が

消
防

艇
が

な
い

な
ど

の
課

題
が

あ
る

。
ま

た
、

急
性

期
対

応
病

院
に

お
い

て
も

十
分

な
水

お
よ

び
燃

料
の

備
蓄

が
な

さ
れ

て
い

な
い

な
ど

の
課

題
も

あ
る

。
災

害
の

想
定

（
観

光
客

を
含

め
た

想
定

避
難

者
数

な
ど

）
を

明
確

に
し

、
目

標
を

明
確

に
決

め
た

上
で

の
取

り
組

み
が

急
務

で
あ

る
。

受
援

計
画

を
策

定
す

る
た

め
に

も
、

空
港

が
使

え
る

か
否

か
、

ハ
ー

ド
は

大
丈

夫
で

も
航

空
管

制
は

？
な

ど
、

総
合

的
な

取
り

組
み

が
不

可
欠

で
あ

る
。

少
な

く
と

も
、

沖
縄

本
島

が
被

災
す

る
と

周
辺

離
島

へ
の

物
資

供
給

が
ま

ま
な

ら
な

い
こ

と
を

認
識

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

【
総

合
部

会
意

見
】

検
証

シ
ー

ト
で

使
用

し
て

い
る

判
定

基
準

を
用

い
た

表
現

に
統

一
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
4
8
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理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

1
4
9

3
4
1
4

2
1

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
津

波
高

潮
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

作
成

市
町

村
数

現
状

値
　

3
8
市

町
村

（
H

2
9
年

度
）

＜
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
津

波
高

潮
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

作
成

市
町

村
数

現
状

値
　

3
8
市

町
村

（
H

3
0
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
5
0

3
4
1
4

2
6

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
成

果
指

標
名

住
宅

の
耐

震
化

率
の

追
加

＜
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
住

宅
の

耐
震

化
率

基
準

値
　

8
2
％

（
H

2
0
年

）
　

現
状

値
8
5
.1

％
（
H

2
5
年

）
　

Ｒ
３

年
度

目
標

値
　

9
5
％

【
総

合
部

会
意

見
】

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
欄

に
す

べ
て

の
成

果
指

標
を

掲
載

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
5
1

3
4
1
4

3
0

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
防

護
面

積
（
高

潮
対

策
等

）
現

状
値

　
8
6
.4

h
a（

H
2
9
年

度
）

＜
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
防

護
面

積
（
高

潮
対

策
等

）
現

状
値

　
8
6
.7

h
a（

H
3
0
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
5
2

3
4
1
4

3
1

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
5
3

3
4
1
4

3
1

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
成

果
指

標
名

土
砂

災
害

危
険

箇
所

整
備

率
（
急

傾
斜

地
崩

壊
対

策
事

業
）
の

追
加

＜
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
土

砂
災

害
危

険
箇

所
整

備
率

（
急

傾
斜

地
崩

壊
対

策
事

業
）

基
準

値
　

1
3
%
（
H

2
3
年

度
）

現
状

値
　

1
6
%
（
H

3
0
年

度
）

R
3
年

度
　

目
標

値
　

1
6
%

【
総

合
部

会
意

見
】

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
欄

に
す

べ
て

の
成

果
指

標
を

掲
載

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

成
果

指
標

名
基

準
値

現
状

値
R３

年
度

　
目

標
値

離
島

空
港

施
設

の
耐

震
化

率
-

0%
17

.0
0%
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理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

1
5
4

3
4
1
4

3
1

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
成

果
指

標
名

土
砂

災
害

危
険

箇
所

整
備

率
（
砂

防
事

業
）
の

追
加

＜
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
土

砂
災

害
危

険
箇

所
整

備
率

（
砂

防
事

業
）

基
準

値
　

2
1
%
（
H

2
3
年

度
）

現
状

値
　

2
3
%
（
H

3
0
年

度
）

R
3
年

度
　

目
標

値
　

2
4
%

【
総

合
部

会
意

見
】

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
欄

に
す

べ
て

の
成

果
指

標
を

掲
載

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
5
5

3
4
1
4

3
1

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
成

果
指

標
名

土
砂

災
害

危
険

箇
所

整
備

率
（
地

す
べ

り
対

策
事

業
）
の

追
加

＜
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
土

砂
災

害
危

険
箇

所
整

備
率

（
地

す
べ

り
対

策
事

業
）

基
準

値
　

2
4
%
（
H

2
3
年

度
）

現
状

値
　

2
9
%
（
H

3
0
年

度
）

R
3
年

度
　

目
標

値
　

3
6
%

【
総

合
部

会
意

見
】

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
欄

に
す

べ
て

の
成

果
指

標
を

掲
載

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
5
6

3
4
1
4

3
1

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
成

果
指

標
名

緊
急

物
資

輸
送

の
拠

点
校

数
(耐

震
岸

壁
設

置
港

湾
数

)の
追

加

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
緊

急
物

資
輸

送
の

拠
点

校
数

(耐
震

岸
壁

設
置

港
湾

数
)

基
準

値
４

港
（
H

2
3
年

)　
現

状
値

６
港

（
H

3
0
)　

R
３

年
度

目
標

値
　

６
港

【
総

合
部

会
意

見
】

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
欄

に
す

べ
て

の
成

果
指

標
を

掲
載

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
5
7

3
4
1
4

3
1

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
成

果
指

標
名

港
湾

臨
港

交
通

施
設

に
お

け
る

橋
梁

の
耐

震
化

率
の

追
加

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
港

湾
臨

港
交

通
施

設
に

お
け

る
橋

梁
の

耐
震

化
率

基
準

値
－

　
現

状
値

４
２

％
（
H

3
0
年

度
)　

R
３

年
度

目
標

値
　

６
７

％

【
総

合
部

会
意

見
】

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
欄

に
す

べ
て

の
成

果
指

標
を

掲
載

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
5
8

3
4
1
4

3
1

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
成

果
指

標
名

主
要

9
河

川
で

の
浸

水
想

定
面

積
の

追
加

＜
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
主

要
9
河

川
で

の
浸

水
想

定
面

積
基

準
値

 約
2
3
4
h
a（

H
2
2
年

）
 現

状
値

 約
2
3
4
h
a（

H
3
0
年

）
 R

3
年

度
 目

標
値

 約
5
6
h
a

【
総

合
部

会
意

見
】

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
欄

に
す

べ
て

の
成

果
指

標
を

掲
載

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

1
5
9

3
4
1
4

3
1

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
成

果
指

標
名

避
難

地
に

位
置

づ
け

ら
れ

て
い

る
都

市
公

園
数

の
追

加

〈
主

な
成

果
指

標
の

状
況

〉
成

果
指

標
名

避
難

地
に

位
置

づ
け

ら
れ

て
い

る
都

市
公

園
数

基
準

値
 2

5
7
箇

所
(H

2
2
年

度
)

現
状

値
 2

9
9
箇

所
(H

2
9
年

度
)

R
3
年

度
目

標
値

 3
0
3
箇

所

【
総

合
部

会
意

見
】

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
欄

に
す

べ
て

の
成

果
指

標
を

掲
載

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
6
0

3
4
1
4

3
1

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
成

果
指

標
名

耐
震

化
が

必
要

な
県

営
住

宅
棟

の
耐

震
化

率
の

追
加

＜
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
耐

震
化

が
必

要
な

県
営

住
宅

棟
の

耐
震

化
率

基
準

値
 8

9
.8

％
（
Ｈ

2
3
年

）
　

現
状

値
 9

2
.9

％
（
Ｈ

3
0
年

）
　

Ｒ
３

年
度

 目
標

値
 9

3
.9

％

【
総

合
部

会
意

見
】

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
欄

に
す

べ
て

の
成

果
指

標
を

掲
載

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
6
1

3
4
1
4

3
1

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
成

果
指

標
名

消
防

職
員

の
充

足
率

の
追

加

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
成

果
指

標
名

消
防

職
員

の
充

足
率

基
準

値
　

5
3
.1

％
（
H

2
1
年

）
現

状
値

　
6
1
.9

%
（
H

2
7
年

）
R

3
年

度
　

目
標

値
　

7
0
.0

％

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
＜

主
な

成
果

指
標

の
状

況
＞

欄
に

す
べ

て
の

成
果

指
標

を
記

載
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
6
2

3
4
1
4

3
1

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
成

果
指

標
名

人
口

１
万

人
あ

た
り

の
消

防
団

員
数

の
追

加

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
成

果
指

標
名

人
口

１
万

人
あ

た
り

の
消

防
団

員
数

基
準

値
　

1
1
.7

人
（
H

2
2
年

）
現

状
値

　
1
2
.1

人
（
H

3
0
年

）
R

3
年

度
　

目
標

値
　

1
5
.0

人

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
＜

主
な

成
果

指
標

の
状

況
＞

欄
に

す
べ

て
の

成
果

指
標

を
記

載
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

64



別
紙

１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

1
6
3

3
4
1
4

3
1

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
成

果
指

標
名

自
主

防
災

組
織

率
の

追
加

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
成

果
指

標
名

自
主

防
災

組
織

率
基

準
値

　
8
.9

％
（
H

2
3
年

）
現

状
値

　
2
9
.9

％
（
H

3
0
年

）
R

3
年

度
　

目
標

値
　

7
6
.0

％

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
＜

主
な

成
果

指
標

の
状

況
＞

欄
に

す
べ

て
の

成
果

指
標

を
記

載
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
6
4

3
4
1
4

3
1

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
成

果
指

標
名

災
害

時
要

援
護

者
支

援
計

画
策

定
市

町
村

数
の

追
加

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
成

果
指

標
名

災
害

時
要

援
護

者
支

援
計

画
策

定
市

町
村

数
基

準
値

　
1
5
市

町
村

（
H

2
3
年

）
現

状
値

　
4
1
市

町
村

（
H

3
0
年

）
R

3
年

度
　

目
標

値
　

4
1
市

町
村

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
＜

主
な

成
果

指
標

の
状

況
＞

欄
に

す
べ

て
の

成
果

指
標

を
記

載
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
6
5

3
4
1
4

3
1

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
成

果
指

標
名

無
電

柱
化

整
備

総
延

長
（
災

害
時

の
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
確

保
）
の

追
加

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
成

果
指

標
名

無
電

柱
化

整
備

総
延

長
（
災

害
時

の
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
確

保
）

基
準

値
　

1
0
9
km

（
H

2
3
年

度
）

現
状

値
　

1
5
4
.7

km
（
H

3
0
年

度
）

R
3
年

度
　

目
標

値
　

1
7
3
.2

km

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
＜

主
な

成
果

指
標

の
状

況
＞

欄
に

す
べ

て
の

成
果

指
標

を
記

載
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
6
6

3
4
1
4

3
1

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
成

果
指

標
名

基
幹

管
路

の
耐

震
化

率
（
上

水
道

）
の

追
加

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
成

果
指

標
名

基
幹

管
路

の
耐

震
化

率
（
上

水
道

）
基

準
値

　
2
3
％

（
H

2
2
年

度
）

現
状

値
　

2
5
.8

％
（
H

2
9
年

度
）

R
3
年

度
　

目
標

値
　

3
6
％

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
＜

主
な

成
果

指
標

の
状

況
＞

欄
に

す
べ

て
の

成
果

指
標

を
記

載
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

1
6
7

3
4
1
4

3
1

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
成

果
指

標
名

重
要

な
幹

線
等

の
耐

震
化

率
（
下

水
道

）
の

追
加

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
成

果
指

標
名

重
要

な
幹

線
等

の
耐

震
化

率
（
下

水
道

）
基

準
値

　
1
7
.0

％
（
H

2
2
年

度
）

現
状

値
　

4
7
.0

％
（
H

3
0
年

度
）

R
3
年

度
　

目
標

値
　

4
9
.8

％

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
＜

主
な

成
果

指
標

の
状

況
＞

欄
に

す
べ

て
の

成
果

指
標

を
記

載
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
6
8

3
4
1
4

3
1

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
成

果
指

標
名

下
水

道
に

よ
る

都
市

浸
水

対
策

達
成

率

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
成

果
指

標
名

下
水

道
に

よ
る

都
市

浸
水

対
策

達
成

率
基

準
値

　
5
3
.5

％
（
H

2
2
年

度
）

現
状

値
　

5
9
.4

％
（
H

3
0
年

度
）

R
3
年

度
　

目
標

値
　

6
2
.1

％

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
＜

主
な

成
果

指
標

の
状

況
＞

欄
に

す
べ

て
の

成
果

指
標

を
記

載
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
6
9

3
4
1
5

5

　
輸

送
手

段
及

び
避

難
地

等
の

確
保

に
つ

い
て

は
、

災
害

発
生

時
に

住
民

迅
速

か
つ

的
確

な
避

難
行

動
を

と
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

た
め

、
避

難
場

所
や

避
難

経
路

の
確

保
及

び
緊

急
輸

送
機

能
を

持
つ

施
設

の
整

備
が

必
要

で
あ

る
。

　
輸

送
手

段
及

び
避

難
地

等
の

確
保

に
つ

い
て

は
、

災
害

発
生

時
に

住
民

が
迅

速
か

つ
的

確
な

避
難

行
動

を
と

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
た

め
、

避
難

場
所

や
避

難
経

路
の

確
保

及
び

緊
急

輸
送

道
路

の
無

電
柱

化
な

ど
緊

急
輸

送
機

能
を

持
つ

施
設

の
整

備
が

必
要

で
あ

る
。

　
ま

た
、

避
難

所
へ

給
与

す
る

簡
易

ト
イ

レ
や

毛
布

等
の

備
蓄

物
資

に
つ

い
て

も
充

実
さ

せ
る

必
要

が
あ

る
。

・
避

難
所

の
記

載
に

つ
い

て
は

、
簡

易
ト

イ
レ

な
ど

が
保

管
さ

れ
て

い
る

防
災

倉
庫

な
ど

ソ
フ

ト
面

の
対

策
に

関
す

る
記

載
を

行
う
必

要
が

あ
る

。
・
電

線
地

中
化

に
つ

い
て

、
緊

急
輸

送
道

路
に

指
定

し
た

箇
所

に
つ

い
て

記
載

を
行

う
必

要
が

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

1
7
0

3
4
1
5

7

記
述

な
し

　
避

難
所

に
お

い
て

は
、

停
電

に
対

応
す

る
た

め
の

非
常

用
電

源
を

備
え

る
対

策
も

必
要

で
あ

る
。

あ
わ

せ
て

、
要

配
慮

者
の

数
や

状
況

に
応

じ
た

福
祉

避
難

所
が

適
切

に
配

置
さ

れ
る

よ
う
、

引
き

続
き

市
町

村
に

お
け

る
福

祉
避

難
所

の
指

定
を

促
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

・
避

難
所

に
つ

い
て

　
避

難
所

に
お

け
る

非
常

用
電

源
、

W
i-

F
i環

境
（
外

国
人

観
光

客
対

応
）
、

福
祉

避
難

所
の

指
定

・
整

備
（
多

く
が

幼
稚

園
な

ど
に

な
っ

て
お

り
、

障
が

い
者

・
高

齢
者

対
応

が
不

足
）

な
ど

の
対

応
が

必
要

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

　
我

国
で

は
1
9
6
0
年

代
か

ら
1
9
7
0
年

代
初

頭
に

か
け

て
急

速
に

整
備

さ
れ

た
社

会
基

盤
施

設
の

多
く
が

建
設

後
4
0
年

か
ら

5
0
年

を
経

過
し

、
社

会
基

盤
施

設
の

老
朽

化
が

進
展

し
て

お
り

、
笹

子
ト

ン
ネ

ル
天

井
板

落
下

事
故

な
ど

重
大

損
傷

・
事

故
も

多
く
報

告
さ

れ
社

会
問

題
化

し
て

い
る

。
沖

縄
県

は
亜

熱
帯

気
候

に
属

し
、

高
温

多
湿

で
、

し
か

も
周

囲
を

海
に

囲
ま

れ
て

お
り

、
海

塩
粒

子
の

飛
散

等
に

よ
り

、
全

国
で

も
有

数
の

鋼
材

の
腐

食
と

コ
ン

ク
リ
ー

ト
の

塩
害

に
た

い
し

て
厳

し
い

環
境

下
に

あ
り

、
復

帰
後

5
0
年

近
く
を

迎
え

、
社

会
基

盤
施

設
の

老
朽

化
が

進
展

し
、

耐
久

性
能

が
低

下
し

て
い

る
。

現
在

進
め

ら
れ

て
い

る
長

寿
命

化
修

繕
計

画
で

は
、

従
来

の
事

後
的

な
大

規
模

修
繕

及
び

架
替

え
か

ら
、

信
頼

性
の

あ
る

定
期

点
検

に
よ

り
社

会
基

盤
施

設
の

状
態

を
的

確
に

把
握

し
、

予
防

的
な

補
修

・
補

強
を

行
い

、
必

要
に

応
じ

て
計

画
的

な
更

新
を

進
め

、
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

コ
ス

ト
の

最
小

化
と

構
造

物
の

長
寿

命
化

を
図

り
、

社
会

基
盤

施
設

の
安

生
性

・
信

頼
性

を
確

保
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

そ
の

た
め

に
は

高
度

な
技

術
者

の
育

成
、

点
検

診
断

技
術

の
確

立
、

劣
化

・
損

傷
予

測
精

度
の

向
上

、
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
保

守
管

理
体

制
の

確
立

及
び

事
業

を
確

実
に

実
施

で
き

る
予

算
を

確
保

で
き

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

　
社

会
基

盤
施

設
の

老
朽

化
対

策
は

全
国

的
に

重
要

な
問

題
で

あ
り

、
課

題
及

び
対

策
で

記
述

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

3
4
1
5

2
4

 あ
わ

せ
て

、
上

水
道

施
設

に
つ

い
て

は
、

災
害

等
で

広
範

囲
か

つ
長

期
に

わ
た

る
断

水
の

発
生

が
予

測
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
老

朽
化

施
設

の
計

画
的

な
更

新
、

耐
震

化
が

必
要

で
あ

る
。

　
あ

わ
せ

て
、

上
水

道
施

設
に

つ
い

て
は

、
災

害
等

で
広

範
囲

か
つ

長
期

に
わ

た
る

断
水

の
発

生
が

予
測

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、

施
設

の
点

検
・
修

繕
な

ど
に

よ
り

長
寿

命
化

対
策

を
進

め
る

と
と

も
に

、
老

朽
化

施
設

の
計

画
的

な
更

新
、

耐
震

化
が

必
要

で
あ

る
。

1
7
1
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別
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１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

1
7
2

3
4
1
5

2
6

　
都

市
の

浸
水

対
策

に
つ

い
て

は
、

都
市

部
に

お
け

る
高

度
利

用
等

に
よ

る
雨

水
浸

透
量

や
貯

留
能

力
の

減
少

で
雨

水
流

出
量

が
増

大
し

て
い

る
こ

と
な

ど
か

ら
、

十
分

な
雨

水
排

除
が

で
き

る
排

水
設

備
の

整
備

が
必

要
で

あ
る

。

　
都

市
の

浸
水

対
策

に
つ

い
て

は
、

都
市

部
に

お
け

る
高

度
利

用
等

に
よ

る
雨

水
浸

透
量

や
貯

留
能

力
の

減
少

で
雨

水
流

出
量

が
増

大
し

て
い

る
こ

と
な

ど
か

ら
、

十
分

な
雨

水
排

除
が

で
き

る
排

水
設

備
の

整
備

を
進

め
る

と
と

も
に

、
内

水
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

の
作

成
な

ど
ソ

フ
ト

対
策

も
合

わ
せ

て
推

進
す

る
必

要
が

あ
る

。

都
市

の
浸

水
対

策
に

つ
い

て
、

建
物

の
敷

地
に

雨
水

タ
ン

ク
の

設
置

を
助

成
な

ど
で

促
す

こ
と

で
、

河
川

へ
の

排
水

に
時

差
を

設
け

る
こ

が
可

能
と

な
る

こ
と

か
ら

、
総

合
的

な
浸

水
対

策
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

3
4
1
5

3
1

記
述

な
し

　
本

土
復

帰
前

や
復

帰
当

初
に

整
備

さ
れ

た
海

岸
保

全
施

設
は

数
多

く
残

っ
て

お
り

、
築

造
後

相
当

の
年

数
が

経
過

し
て

老
朽

化
が

進
展

し
て

い
る

。
　

特
に

、
本

土
復

帰
前

に
整

備
さ

れ
た

護
岸

等
は

、
経

験
的

な
設

計
に

よ
る

簡
易

な
構

造
や

築
造

時
に

劣
悪

な
材

料
が

使
用

さ
れ

た
も

の
な

ど
、

本
土

一
般

の
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
の

護
岸

等
と

比
較

し
て

、
老

朽
化

・
防

護
機

能
の

低
下

が
著

し
い

と
い

う
特

性
を

有
し

て
い

る
。

　
こ

の
た

め
、

定
期

点
検

等
に

よ
り

海
岸

保
全

施
設

の
状

態
を

的
確

に
把

握
し

、
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

コ
ス

ト
の

縮
減

等
を

念
頭

に
し

た
予

防
保

全
型

の
維

持
管

理
を

導
入

し
、

施
設

の
計

画
的

な
機

能
回

復
、

耐
震

対
策

な
ど

に
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。

　
我

国
で

は
1
9
6
0
年

代
か

ら
1
9
7
0
年

代
初

頭
に

か
け

て
急

速
に

整
備

さ
れ

た
社

会
基

盤
施

設
の

多
く
が

建
設

後
4
0
年

か
ら

5
0
年

を
経

過
し

、
社

会
基

盤
施

設
の

老
朽

化
が

進
展

し
て

お
り

、
笹

子
ト

ン
ネ

ル
天

井
板

落
下

事
故

な
ど

重
大

損
傷

・
事

故
も

多
く
報

告
さ

れ
社

会
問

題
化

し
て

い
る

。
沖

縄
県

は
亜

熱
帯

気
候

に
属

し
、

高
温

多
湿

で
、

し
か

も
周

囲
を

海
に

囲
ま

れ
て

お
り

、
海

塩
粒

子
の

飛
散

等
に

よ
り

、
全

国
で

も
有

数
の

鋼
材

の
腐

食
と

コ
ン

ク
リ
ー

ト
の

塩
害

に
た

い
し

て
厳

し
い

環
境

下
に

あ
り

、
復

帰
後

5
0
年

近
く
を

迎
え

、
社

会
基

盤
施

設
の

老
朽

化
が

進
展

し
、

耐
久

性
能

が
低

下
し

て
い

る
。

現
在

進
め

ら
れ

て
い

る
長

寿
命

化
修

繕
計

画
で

は
、

従
来

の
事

後
的

な
大

規
模

修
繕

及
び

架
替

え
か

ら
、

信
頼

性
の

あ
る

定
期

点
検

に
よ

り
社

会
基

盤
施

設
の

状
態

を
的

確
に

把
握

し
、

予
防

的
な

補
修

・
補

強
を

行
い

、
必

要
に

応
じ

て
計

画
的

な
更

新
を

進
め

、
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

コ
ス

ト
の

最
小

化
と

構
造

物
の

長
寿

命
化

を
図

り
、

社
会

基
盤

施
設

の
安

生
性

・
信

頼
性

を
確

保
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

そ
の

た
め

に
は

高
度

な
技

術
者

の
育

成
、

点
検

診
断

技
術

の
確

立
、

劣
化

・
損

傷
予

測
精

度
の

向
上

、
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
保

守
管

理
体

制
の

確
立

及
び

事
業

を
確

実
に

実
施

で
き

る
予

算
を

確
保

で
き

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

　
社

会
基

盤
施

設
の

老
朽

化
対

策
は

全
国

的
に

重
要

な
問

題
で

あ
り

、
課

題
及

び
対

策
で

記
述

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
7
3
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素
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）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

・
地

域
継

続
計

画
等

，
県

土
と

し
て

の
復

旧
計

画
　

沖
縄

総
合

事
務

局
を

中
心

に
防

災
連

絡
会

が
行

わ
れ

て
い

る
が

沖
縄

県
の

現
状

と
し

て
は

、
離

島
県

な
の

に
防

災
ヘ

リ
が

無
く
、

ク
ル

ー
ズ

振
興

を
し

て
い

る
が

消
防

艇
が

な
い

な
ど

の
課

題
が

あ
る

。
ま

た
、

急
性

期
対

応
病

院
に

お
い

て
も

十
分

な
水

お
よ

び
燃

料
の

備
蓄

が
な

さ
れ

て
い

な
い

な
ど

の
課

題
も

あ
る

。
災

害
の

想
定

（
観

光
客

を
含

め
た

想
定

避
難

者
数

な
ど

）
を

明
確

に
し

、
目

標
を

明
確

に
決

め
た

上
で

の
取

り
組

み
が

急
務

で
あ

る
。

受
援

計
画

を
策

定
す

る
た

め
に

も
、

空
港

が
使

え
る

か
否

か
、

ハ
ー

ド
は

大
丈

夫
で

も
航

空
管

制
は

？
な

ど
、

総
合

的
な

取
り

組
み

が
不

可
欠

で
あ

る
。

少
な

く
と

も
、

沖
縄

本
島

が
被

災
す

る
と

周
辺

離
島

へ
の

物
資

供
給

が
ま

ま
な

ら
な

い
こ

と
を

認
識

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

3
4
1
5

3
4

記
述

な
し

離
島

空
港

に
お

け
る

防
災

対
策

と
し

て
は

、
「
県

管
理

空
港

の
今

後
の

地
震

・
津

波
対

策
等

の
方

針
」
に

基
づ

き
、

関
係

者
と

調
整

を
図

り
な

が
ら

「
早

期
復

旧
計

画
、

業
務

継
続

計
画

（
B

C
P

）
」
を

策
定

し
て

い
く
と

と
も

に
、

必
要

に
応

じ
て

空
港

施
設

の
耐

震
化

を
図

っ
て

い
く
計

画
で

あ
る

。

1
7
4
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頁
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報
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書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

3
4
1
5

3
4

記
述

な
し

　
沖

縄
県

で
は

本
土

復
帰

よ
り

、
砂

防
関

係
施

設
が

整
備

さ
れ

、
復

帰
後

5
0
年

近
く
を

迎
え

、
そ

の
ス

ト
ッ
ク

は
年

々
増

加
し

、
地

域
の

安
全

・
安

心
の

確
保

等
に

大
き

く
寄

与
し

て
い

る
一

方
で

、
今

後
、

老
朽

化
す

る
施

設
の

数
が

増
加

し
て

い
く
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
。

　
こ

れ
ら

を
踏

ま
え

、
今

後
、

保
全

対
象

を
守

る
観

点
か

ら
施

設
点

検
に

よ
り

既
存

の
砂

防
関

係
施

設
の

健
全

度
等

を
把

握
し

、
長

期
に

わ
た

り
そ

の
機

能
及

び
性

能
を

維
持

・
確

保
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
、

維
持

、
修

繕
、

改
築

及
び

更
新

の
老

朽
化

対
策

を
計

画
的

に
実

施
す

る
必

要
が

あ
る

。

　
我

国
で

は
1
9
6
0
年

代
か

ら
1
9
7
0
年

代
初

頭
に

か
け

て
急

速
に

整
備

さ
れ

た
社

会
基

盤
施

設
の

多
く
が

建
設

後
4
0
年

か
ら

5
0
年

を
経

過
し

、
社

会
基

盤
施

設
の

老
朽

化
が

進
展

し
て

お
り

、
笹

子
ト

ン
ネ

ル
天

井
板

落
下

事
故

な
ど

重
大

損
傷

・
事

故
も

多
く
報

告
さ

れ
社

会
問

題
化

し
て

い
る

。
沖

縄
県

は
亜

熱
帯

気
候

に
属

し
、

高
温

多
湿

で
、

し
か

も
周

囲
を

海
に

囲
ま

れ
て

お
り

、
海

塩
粒

子
の

飛
散

等
に

よ
り

、
全

国
で

も
有

数
の

鋼
材

の
腐

食
と

コ
ン

ク
リ
ー

ト
の

塩
害

に
た

い
し

て
厳

し
い

環
境

下
に

あ
り

、
復

帰
後

5
0
年

近
く
を

迎
え

、
社

会
基

盤
施

設
の

老
朽

化
が

進
展

し
、

耐
久

性
能

が
低

下
し

て
い

る
。

現
在

進
め

ら
れ

て
い

る
長

寿
命

化
修

繕
計

画
で

は
、

従
来

の
事

後
的

な
大

規
模

修
繕

及
び

架
替

え
か

ら
、

信
頼

性
の

あ
る

定
期

点
検

に
よ

り
社

会
基

盤
施

設
の

状
態

を
的

確
に

把
握

し
、

予
防

的
な

補
修

・
補

強
を

行
い

、
必

要
に

応
じ

て
計

画
的

な
更

新
を

進
め

、
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

コ
ス

ト
の

最
小

化
と

構
造

物
の

長
寿

命
化

を
図

り
、

社
会

基
盤

施
設

の
安

生
性

・
信

頼
性

を
確

保
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

そ
の

た
め

に
は

高
度

な
技

術
者

の
育

成
、

点
検

診
断

技
術

の
確

立
、

劣
化

・
損

傷
予

測
精

度
の

向
上

、
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
保

守
管

理
体

制
の

確
立

及
び

事
業

を
確

実
に

実
施

で
き

る
予

算
を

確
保

で
き

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

　
社

会
基

盤
施

設
の

老
朽

化
対

策
は

全
国

的
に

重
要

な
問

題
で

あ
り

、
課

題
及

び
対

策
で

記
述

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
7
5
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理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

3
4
1
5

3
4

記
述

な
し

　
公

営
住

宅
に

か
か

る
老

朽
化

対
策

に
つ

い
て

、
島

嶼
及

び
台

風
の

常
襲

地
域

で
あ

る
本

県
は

塩
害

の
影

響
が

強
く
、

ま
た

、
復

帰
後

か
ら

昭
和

5
7
年

頃
ま

で
に

建
設

さ
れ

た
住

棟
で

は
、

海
砂

使
用

に
よ

り
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
躯

体
に

お
い

て
塩

分
混

入
の

可
能

性
が

高
い

た
め

劣
化

が
著

し
い

も
の

も
あ

り
、

入
居

者
の

安
全

を
確

保
す

る
上

か
ら

も
建

替
え

が
急

務
と

な
っ

て
い

る
。

　
県

営
住

宅
の

整
備

は
、

昭
和

5
4
年

か
ら

昭
和

6
1
年

に
か

け
て

、
整

備
戸

数
が

年
間

1
,0

0
0
戸

を
超

え
る

大
規

模
な

事
業

が
実

施
さ

れ
た

。
こ

れ
ら

建
設

ピ
ー

ク
時

の
県

営
住

宅
は

、
整

備
か

ら
3
0
年

か
ら

4
7
年

が
経

過
し

よ
う
と

し
て

お
り

、
全

面
的

改
善

、
建

替
え

等
、

住
宅

ス
ト

ッ
ク

の
維

持
に

つ
い

て
速

や
か

な
検

討
を

行
う
必

要
が

あ
り

、
建

替
え

を
実

施
す

べ
き

公
営

住
宅

は
今

後
も

増
加

す
る

こ
と

が
予

測
さ

れ
る

た
め

、
計

画
的

な
維

持
保

全
を

実
施

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

　
我

国
で

は
1
9
6
0
年

代
か

ら
1
9
7
0
年

代
初

頭
に

か
け

て
急

速
に

整
備

さ
れ

た
社

会
基

盤
施

設
の

多
く
が

建
設

後
4
0
年

か
ら

5
0
年

を
経

過
し

、
社

会
基

盤
施

設
の

老
朽

化
が

進
展

し
て

お
り

、
笹

子
ト

ン
ネ

ル
天

井
板

落
下

事
故

な
ど

重
大

損
傷

・
事

故
も

多
く
報

告
さ

れ
社

会
問

題
化

し
て

い
る

。
沖

縄
県

は
亜

熱
帯

気
候

に
属

し
、

高
温

多
湿

で
、

し
か

も
周

囲
を

海
に

囲
ま

れ
て

お
り

、
海

塩
粒

子
の

飛
散

等
に

よ
り

、
全

国
で

も
有

数
の

鋼
材

の
腐

食
と

コ
ン

ク
リ
ー

ト
の

塩
害

に
た

い
し

て
厳

し
い

環
境

下
に

あ
り

、
復

帰
後

5
0
年

近
く
を

迎
え

、
社

会
基

盤
施

設
の

老
朽

化
が

進
展

し
、

耐
久

性
能

が
低

下
し

て
い

る
。

現
在

進
め

ら
れ

て
い

る
長

寿
命

化
修

繕
計

画
で

は
、

従
来

の
事

後
的

な
大

規
模

修
繕

及
び

架
替

え
か

ら
、

信
頼

性
の

あ
る

定
期

点
検

に
よ

り
社

会
基

盤
施

設
の

状
態

を
的

確
に

把
握

し
、

予
防

的
な

補
修

・
補

強
を

行
い

、
必

要
に

応
じ

て
計

画
的

な
更

新
を

進
め

、
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

コ
ス

ト
の

最
小

化
と

構
造

物
の

長
寿

命
化

を
図

り
、

社
会

基
盤

施
設

の
安

生
性

・
信

頼
性

を
確

保
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

そ
の

た
め

に
は

高
度

な
技

術
者

の
育

成
、

点
検

診
断

技
術

の
確

立
、

劣
化

・
損

傷
予

測
精

度
の

向
上

、
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
保

守
管

理
体

制
の

確
立

及
び

事
業

を
確

実
に

実
施

で
き

る
予

算
を

確
保

で
き

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

　
社

会
基

盤
施

設
の

老
朽

化
対

策
は

全
国

的
に

重
要

な
問

題
で

あ
り

、
課

題
及

び
対

策
で

記
述

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
7
6
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別
紙

１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

1
7
7

3
4
2
0

4
0

建
替

工
事

に
際

し
て

は
、

既
設

公
営

住
宅

の
除

去
後

、
新

住
棟

の
完

成
ま

で
一

定
の

期
間

を
要

す
る

こ
と

な
ど

か
ら

、
管

理
戸

数
は

２
万

9
,5

2
2
戸

（
平

成
2
9
年

度
）
と

基
準

値
に

比
べ

て
減

少
し

て
い

る
が

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
は

着
実

に
前

進
し

て
い

る
。

建
替

事
業

に
よ

り
新

住
棟

が
完

成
し

た
こ

と
か

ら
、

管
理

戸
数

は
３

万
3
8
戸

（
平

成
3
0
年

度
）
と

な
り

、
目

標
値

を
達

成
し

た
。

【
総

合
部

会
意

見
】

検
証

シ
ー

ト
で

使
用

し
て

い
る

判
定

基
準

を
用

い
た

表
現

に
統

一
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
7
8

3
4
2
1

1
6

　
地

域
特

性
に

応
じ

た
交

通
・
輸

送
基

盤
の

整
備

に
つ

い
て

は
、

3
6
市

町
村

に
お

い
て

2
0
8
路

線
の

市
町

村
道

整
備

に
取

り
組

ん
だ

結
果

、
市

町
村

道
の

改
良

済
延

長
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
7
年

度
で

4
,1

8
8
㎞

と
増

加
し

て
お

り
、

生
活

基
盤

の
強

化
、

地
域

活
性

化
及

び
生

活
環

境
の

向
上

に
寄

与
し

て
い

る
。

今
後

も
、

継
続

的
な

整
備

に
よ

り
、

改
良

済
延

長
は

順
調

に
増

加
す

る
見

込
み

で
あ

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

着
実

に
前

進
し

て
い

る
。

　
地

域
特

性
に

応
じ

た
交

通
・
輸

送
基

盤
の

整
備

に
つ

い
て

は
、

3
6
市

町
村

に
お

い
て

2
0
8
路

線
の

市
町

村
道

整
備

に
取

り
組

ん
だ

結
果

、
市

町
村

道
の

改
良

済
延

長
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
8
年

度
で

4
,2

1
0
.2

㎞
と

増
加

し
て

お
り

、
生

活
基

盤
の

強
化

、
地

域
活

性
化

及
び

生
活

環
境

の
向

上
に

寄
与

し
て

い
る

。
今

後
も

、
継

続
的

な
整

備
に

よ
り

、
目

標
値

を
達

成
す

る
見

込
み

で
あ

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

・
最

新
値

に
更

新
す

る
。

・
検

証
シ

ー
ト

で
使

用
し

て
い

る
判

定
基

準
を

用
い

た
表

現
に

統
一

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

1
7
9

3
4
2
1

2
6

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
公

営
住

宅
管

理
戸

数
　

現
状

値
2
9
,5

2
2
戸

（
Ｈ

2
9
年

度
）

＜
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
公

営
住

宅
管

理
戸

数
　

現
状

値
3
0
,0

3
8
戸

（
Ｈ

3
0
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
8
0

3
4
2
1

2
6

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞

（
追

加
）

＜
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
最

低
居

住
面

積
水

準
未

満
率

基
準

値
 9

.5
％

（
Ｈ

2
0
年

）
　

現
状

値
1
0
.8

％
（
Ｈ

2
5
年

）
　

Ｒ
３

年
度

 目
標

値
 1

0
.8

％

【
総

合
部

会
意

見
】

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
欄

に
す

べ
て

の
成

果
指

標
を

掲
載

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
8
1

3
4
2
1

3
2

<
主

な
成

果
指

標
の

状
況

>
成

果
指

標
名

「
県

管
理

道
路

の
改

良
済

延
長

」
の

追
加

基
準

値
：
1
,1

0
0
km

（
H

2
1
年

度
）

現
状

値
：
1
,1

4
0
km

（
H

2
8
年

度
）

目
標

値
：
1
,1

4
5
km

【
総

合
部

会
意

見
】

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
欄

に
す

べ
て

の
成

果
指

標
を

掲
載

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

1
8
2

3
4
2
1

3
3

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
成

果
指

標
名

水
道

料
金

格
差

（
本

島
広

域
水

道
と

の
差

：
最

大
）
の

追
加

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
成

果
指

標
名

水
道

料
金

格
差

（
本

島
広

域
水

道
と

の
差

：
最

大
）

基
準

値
　

2
.5

倍
（
H

2
2
年

度
）

現
状

値
　

2
.5

倍
（
H

3
0
年

度
）

R
3
年

度
　

目
標

値
　

1
.9

倍

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
＜

主
な

成
果

指
標

の
状

況
＞

欄
に

す
べ

て
の

成
果

指
標

を
記

載
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
8
3

3
4
2
1

3
3

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
成

果
指

標
名

上
水

道
普

及
率

の
追

加

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
成

果
指

標
名

上
水

道
普

及
率

基
準

値
　

1
0
0
％

（
H

2
2
年

度
）

現
状

値
　

1
0
0
％

（
H

2
9
年

度
）

R
3
年

度
　

目
標

値
　

1
0
0
％

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
＜

主
な

成
果

指
標

の
状

況
＞

欄
に

す
べ

て
の

成
果

指
標

を
記

載
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
8
4

3
4
2
1

3
3

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
成

果
指

標
名

汚
水

処
理

人
口

普
及

率
の

追
加

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
成

果
指

標
名

汚
水

処
理

人
口

普
及

率
基

準
値

　
8
0
.8

％
（
H

2
2
年

度
）

現
状

値
　

8
6
.1

％
（
H

3
0
年

度
）

R
3
年

度
　

目
標

値
　

9
1
.4

％

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
＜

主
な

成
果

指
標

の
状

況
＞

欄
に

す
べ

て
の

成
果

指
標

を
記

載
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

1
8
6

3
4
2
2

2
7

離
島

及
び

過
疎

地
域

の
１

０
市

町
村

に
お

い
て

超
高

速
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

環
境

の
整

備
を

促
進

し
た

。

離
島

及
び

過
疎

地
域

の
１

０
市

町
村

に
お

い
て

陸
上

の
光

フ
ァ
イ

バ
ー

網
に

よ
る

超
高

速
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

環
境

の
整

備
を

促
進

し
た

。

　
離

島
内

に
お

け
る

面
的

な
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

整
備

に
つ

い
て

、
記

載
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

3
4
2
1

4
0

 安
定

し
た

水
資

源
の

確
保

と
上

水
道

の
整

備
に

つ
い

て
は

、
今

後
の

水
需

要
や

水
質

の
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
の

施
設

整
備

や
老

朽
化

し
た

施
設

の
計

画
的

な
更

新
、

耐
震

化
を

図
り

、
小

規
模

水
道

事
業

の
運

営
基

盤
の

強
化

や
水

道
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

　
安

定
し

た
水

資
源

の
確

保
と

上
水

道
の

整
備

に
つ

い
て

は
、

今
後

の
水

需
要

や
水

質
の

安
全

性
を

確
保

す
る

た
め

の
施

設
整

備
や

施
設

の
点

検
・

修
繕

な
ど

に
よ

り
長

寿
命

化
対

策
を

進
め

る
と

と
も

に
、

老
朽

化
し

た
施

設
の

計
画

的
な

更
新

、
耐

震
化

を
図

り
、

小
規

模
水

道
事

業
の

運
営

基
盤

の
強

化
や

水
道

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

　
我

国
で

は
1
9
6
0
年

代
か

ら
1
9
7
0
年

代
初

頭
に

か
け

て
急

速
に

整
備

さ
れ

た
社

会
基

盤
施

設
の

多
く
が

建
設

後
4
0
年

か
ら

5
0
年

を
経

過
し

、
社

会
基

盤
施

設
の

老
朽

化
が

進
展

し
て

お
り

、
笹

子
ト

ン
ネ

ル
天

井
板

落
下

事
故

な
ど

重
大

損
傷

・
事

故
も

多
く
報

告
さ

れ
社

会
問

題
化

し
て

い
る

。
沖

縄
県

は
亜

熱
帯

気
候

に
属

し
、

高
温

多
湿

で
、

し
か

も
周

囲
を

海
に

囲
ま

れ
て

お
り

、
海

塩
粒

子
の

飛
散

等
に

よ
り

、
全

国
で

も
有

数
の

鋼
材

の
腐

食
と

コ
ン

ク
リ
ー

ト
の

塩
害

に
た

い
し

て
厳

し
い

環
境

下
に

あ
り

、
復

帰
後

5
0
年

近
く
を

迎
え

、
社

会
基

盤
施

設
の

老
朽

化
が

進
展

し
、

耐
久

性
能

が
低

下
し

て
い

る
。

現
在

進
め

ら
れ

て
い

る
長

寿
命

化
修

繕
計

画
で

は
、

従
来

の
事

後
的

な
大

規
模

修
繕

及
び

架
替

え
か

ら
、

信
頼

性
の

あ
る

定
期

点
検

に
よ

り
社

会
基

盤
施

設
の

状
態

を
的

確
に

把
握

し
、

予
防

的
な

補
修

・
補

強
を

行
い

、
必

要
に

応
じ

て
計

画
的

な
更

新
を

進
め

、
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

コ
ス

ト
の

最
小

化
と

構
造

物
の

長
寿

命
化

を
図

り
、

社
会

基
盤

施
設

の
安

生
性

・
信

頼
性

を
確

保
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

そ
の

た
め

に
は

高
度

な
技

術
者

の
育

成
、

点
検

診
断

技
術

の
確

立
、

劣
化

・
損

傷
予

測
精

度
の

向
上

、
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
保

守
管

理
体

制
の

確
立

及
び

事
業

を
確

実
に

実
施

で
き

る
予

算
を

確
保

で
き

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

　
社

会
基

盤
施

設
の

老
朽

化
対

策
は

全
国

的
に

重
要

な
問

題
で

あ
り

、
課

題
及

び
対

策
で

記
述

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
8
5
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頁
行

報
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書
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素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

1
8
7

3
4
2
2

2
8

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

超
高

速
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

基
盤

整
備

率
は

、
平

成
2
9
年

で
9
7
.2

%
へ

と
上

昇
し

て
お

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

着
実

に
前

進
し

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

超
高

速
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

基
盤

整
備

率
は

、
平

成
3
0
年

で
、

9
8
.0

%
へ

と
上

昇
し

て
お

り
、

目
標

値
を

達
成

見
込

み
で

あ
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
8
8

3
4
2
2

2
9

 平
成

2
9
年

で
9
7
.2

％
へ

と
上

昇
し

て
お

り
・
・
・

「
平

成
2
3
年

（
基

準
値

）
の

8
7
.3

％
か

ら
平

成
2
9
年

に
は

9
7
.2

％
へ

と
上

昇
し

て
お

り
・
・
・
」

  
・
・
・
へ

と
上

昇
し

て
お

り
、

と
い

う
表

現
は

ど
の

時
点

か
ら

の
上

昇
か

を
示

す
必

要
が

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
8
9

3
4
2
2

3
7

が
平

成
2
9
年

度
で

２
万

2
,5

4
3
件

と
な

り
、

現
時

点
で

目
標

値
を

上
回

っ
て

改
善

し
て

い
る

。

が
平

成
3
0
年

度
で

３
万

7
,8

1
4
件

と
な

り
、

現
時

点
で

目
標

値
を

達
成

し
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
検

証
シ

ー
ト

で
使

用
し

て
い

る
判

定
基

準
を

用
い

た
表

現
に

統
一

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
9
0

3
4
2
3

1

よ
り

増
加

し
て

い
る

。
よ

り
進

展
し

て
い

る
。

【
総

合
会

意
見

】
検

証
シ

ー
ト

で
使

用
し

て
い

る
判

定
基

準
を

用
い

た
表

現
に

統
一

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

1
9
1

3
4
2
3

9

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
超

高
速

ブ
ロ

ー
ド

バ
ン

ド
サ

ー
ビ

ス
基

盤
整

備
率

現
状

値
　

9
7
.2

%
(H

2
9
年

)

＜
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
超

高
速

ブ
ロ

ー
ド

バ
ン

ド
サ

ー
ビ

ス
基

盤
整

備
率

現
状

値
　

9
8
.0

%
(H

3
0
年

)

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
9
2

3
4
2
3

1
1

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
（
※

参
考

　
基

盤
利

用
率

）
現

状
値

　
(4

6
.9

%
)

＜
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
（
※

参
考

　
基

盤
利

用
率

）
現

状
値

　
(4

9
.9

%
)

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
9
3

3
4
2
3

1
3

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
（
※

参
考

　
超

高
速

ブ
ロ

ー
ド

バ
ン

ド
サ

ー
ビ

ス
基

盤
整

備
率

（
離

島
）
）

現
状

値
　

(8
3
.7

%
)

＜
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
（
※

参
考

　
超

高
速

ブ
ロ

ー
ド

バ
ン

ド
サ

ー
ビ

ス
基

盤
整

備
率

（
離

島
）
）

現
状

値
　

(9
1
.4

%
)

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
9
4

3
4
2
3

1
5

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
電

子
申

請
利

用
件

数
（
県

民
向

け
）

現
状

値
　

2
2
,5

4
3
件

　
(H

2
9
年

度
)

＜
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
電

子
申

請
利

用
件

数
（
県

民
向

け
）

現
状

値
　

3
7
,8

1
4
件

　
(H

3
0
年

度
)

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
9
5

3
4
2
3

1
7

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
統

合
型

G
IS

の
閲

覧
件

数
現

状
値

　
9
3
,6

1
5
件

　
(H

2
9
年

度
)

＜
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
統

合
型

G
IS

の
閲

覧
件

数
現

状
値

　
1
1
1
,9

2
8
件

　
(H

3
0
年

度
)

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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1
9
6

3
4
2
3

3
0

  
電

子
自

治
体

の
構

築
に

つ
い

て
は

、
行

政
サ

ー
ビ

ス
の

高
度

化
を

図
る

た
め

、
電

子
申

請
シ

ス
テ

ム
を

活
用

し
た

一
般

住
民

向
け

申
請

・
届

出
等

の
拡

充
や

統
合

型
地

理
情

報
シ

ス
テ

ム
で

発
信

す
る

情
報

の
拡

充
等

を
図

る
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

電
子

自
治

体
構

築
の

推
進

に
不

可
欠

な
沖

縄
県

総
合

行
政

情
報

通
信

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
に

つ
い

て
は

、
今

後
の

上
昇

す
る

地
域

社
会

の
要

求
水

準
に

伴
い

、
機

能
の

拡
充

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

電
子

自
治

体
の

構
築

に
お

い
て

は
、

電
子

申
請

シ
ス

テ
ム

を
活

用
し

た
一

般
住

民
向

け
申

請
・
届

出
等

や
統

合
型

地
理

情
報

シ
ス

テ
ム

で
発

信
す

る
情

報
の

拡
充

、
行

政
情

報
の

公
開

と
保

護
の

他
、

行
政

手
続

の
迅

速
性

・
簡

素
化

等
、

行
政

サ
ー

ビ
ス

の
高

度
化

を
図

る
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

電
子

自
治

体
構

築
の

推
進

に
不

可
欠

な
沖

縄
県

総
合

行
政

情
報

通
信

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
に

つ
い

て
は

、
防

災
対

策
に

加
え

、
L
G

W
A

N
や

住
基

ネ
ッ
ト

な
ど

行
政

情
報

の
増

大
等

、
今

後
と

も
上

昇
す

る
地

域
社

会
の

要
求

水
準

に
伴

い
、

機
能

の
拡

充
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

  
4
2
2
頁

3
5
行

と
の

文
章

の
ダ

ブ
り

を
避

け
る

と
と

も
に

、
地

域
社

会
の

要
求

水
準

の
高

ま
り

を
具

体
的

に
述

べ
る

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
9
7

3
4
3
2

1
1

離
島

空
港

で
1
5
5
万

人
増

加
し

4
6
8

万
人

、
離

島
空

港
で

1
7
2
万

人
増

加
し

4
8
5

万
人

と
な

り
目

標
を

達
成

、
【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
検

証
シ

ー
ト

で
使

用
し

て
い

る
判

定
基

準
を

用
い

た
表

現
に

統
一

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
9
8

3
4
3
2

1
5

「
重

要
港

湾
の

取
扱

貨
物

量
」
は

、
港

湾
情

勢
等

の
変

化
な

ど
も

あ
り

、
6
9
万

ト
ン

減
少

し
2
,2

7
5
万

ト
ン

と
な

り
、

基
準

値
か

ら
後

退
し

て
い

る
。

「
重

要
港

湾
の

取
扱

貨
物

量
」
は

、
港

湾
情

勢
等

の
変

化
な

ど
も

あ
り

、
6
4
万

ト
ン

減
少

し
2
,2

8
0
万

ト
ン

と
な

り
、

基
準

値
か

ら
進

展
遅

れ
し

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
検

証
シ

ー
ト

で
使

用
し

て
い

る
判

定
基

準
を

用
い

た
表

現
に

統
一

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
9
9

3
4
3
2

2
3

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
0
0

3
4
3
2

2
6

<
主

な
成

果
指

標
の

状
況

>
「
重

要
港

湾
の

取
扱

貨
物

量
の

増
加

」

沖
縄

県
の

現
状

（
現

状
値

）
2
,2

8
0
万

ト
ン

（
H

2
9
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

成
果

指
標

名
基

準
値

現
状

値
R
３

年
度

　
目

標
値

離
島

空
港

の
年

間
旅

客
者

数
3
1
3
万

人
（
H

2
2
年

度
)

4
8
5
万

人
（
H

3
0
年

度
)

4
2
6
万

人
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理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

2
0
1

3
4
3
4

2

【
図

表
3
-
3
-
1
-
4
】
県

全
体

の
ク

ル
ー

ズ
船

寄
港

回
数

及
び

海
路

入
域

観
光

客
数

H
3
0
最

新
値

・
寄

港
回

数
：
5
2
8
回

・
海

路
入

行
き

観
光

客
数

：
1
,1

2
3
,8

0
0
人

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
0
2

3
4
3
5

5

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

着
実

に
進

展
し

て
い

る
。

目
標

値
を

達
成

す
る

見
込

み
と

な
っ

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

検
証

シ
ー

ト
で

使
用

し
て

い
る

判
定

基
準

を
用

い
た

表
現

に
統

一
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
0
3

3
4
3
5

8

そ
の

結
果

、
新

石
垣

空
港

の
年

間
旅

客
者

数
（
国

際
線

）
は

、
平

成
2
2
年

度
の

1
.6

万
人

か
ら

平
成

2
9
年

度
の

8
.6

万
人

と
約

7
万

人
増

加
し

て
お

り
、

現
時

点
で

目
標

値
を

上
回

っ
て

改
善

し
て

い
る

。

そ
の

結
果

、
新

石
垣

空
港

の
年

間
旅

客
者

数
（
国

際
線

）
は

、
平

成
2
2
年

度
の

1
.6

万
人

か
ら

平
成

3
0
年

度
の

8
.7

万
人

と
約

7
万

人
増

加
し

て
お

り
、

現
時

点
で

目
標

値
を

達
成

し
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
検

証
シ

ー
ト

で
使

用
し

て
い

る
判

定
基

準
を

用
い

た
表

現
に

統
一

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
0
4

3
4
3
5

1
6

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
那

覇
空

港
の

滑
走

路
処

理
容

量
（
年

間
）
　

現
状

値
　

1
3
.5

万
回

（
H

2
9

年
）

＜
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
那

覇
空

港
の

滑
走

路
処

理
容

量
（
年

間
）
　

現
状

値
　

1
3
.5

万
回

（
H

3
0

年
）

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
0
5

3
4
3
5

2
0

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
検

証
シ

ー
ト

で
使

用
し

て
い

る
判

定
基

準
を

用
い

た
表

現
に

統
一

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
0
6

3
4
3
5

2
2

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
成

果
指

標
名

離
島

空
港

の
年

間
旅

客
者

数

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
成

果
指

標
名

離
島

空
港

の
年

間
旅

客
者

数
基

準
値

　
3
1
3
万

人
（
H

2
2
年

度
）

現
状

値
　

4
8
5
万

人
（
H

3
0
年

度
）

R
3
年

度
　

目
標

値
　

4
2
6
万

人

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
＜

主
な

成
果

指
標

の
状

況
＞

欄
に

す
べ

て
の

成
果

指
標

を
記

載
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

成
果

指
標

名
基

準
値

現
状

値
R
３

年
度

　
目

標
値

新
石

垣
空

港
の

年
間

旅
客

者
数

1
.6

万
人

（
H

2
2
年

度
)

8
.7

万
人

（
H

3
0
年

度
)

8
.0

万
人
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別
紙

１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

2
0
7

3
4
3
6

1
6

こ
れ

ら
の

取
組

及
び

入
域

観
光

客
数

の
増

加
等

に
よ

り
、

那
覇

港
の

取
扱

貨
物

量
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
3
年

の
1
,0

0
4
万

ト
ン

か
ら

平
成

2
9
年

に
は

1
,2

1
6
万

ト
ン

と
増

加
し

て
お

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

着
実

に
前

進
し

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

取
組

及
び

入
域

観
光

客
数

の
増

加
等

に
よ

り
、

那
覇

港
の

取
扱

貨
物

量
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
3
年

の
1
,0

0
4
万

ト
ン

か
ら

平
成

2
9
年

に
は

1
,2

1
6
万

ト
ン

と
増

加
し

て
お

り
、

目
標

値
は

達
成

す
る

見
込

み
で

あ
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

検
証

シ
ー

ト
で

使
用

し
て

い
る

判
定

基
準

を
用

い
た

表
現

に
統

一
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
0
8

3
4
3
6

2
5

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

那
覇

港
に

お
け

る
ク

ル
ー

ズ
寄

港
回

数
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
3
年

の
5
6
回

か
ら

平
成

2
9
年

に
は

2
2
4
回

に
増

加
し

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
着

実
に

前
進

し
て

い
る

。
さ

ら
に

、
那

覇
港

の
年

間
旅

客
者

数
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
3
年

の
5
9
万

人
か

ら
平

成
2
9
年

に
は

1
6
5
.7

万
人

増
加

し
て

お
り

、
現

時
点

で
目

標
値

を
上

回
っ

て
改

善
し

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

那
覇

港
に

お
け

る
ク

ル
ー

ズ
寄

港
回

数
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
3
年

の
5
6
回

か
ら

平
成

3
0
年

に
は

2
4
3
回

に
増

加
し

て
お

り
、

目
標

値
は

達
成

す
る

見
込

み
で

あ
る

。
さ

ら
に

、
那

覇
港

の
年

間
旅

客
者

数
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
3
年

の
5
9
万

人
か

ら
平

成
2
9
年

に
は

1
6
5
.7

万
人

増
加

し
て

お
り

、
現

時
点

で
目

標
値

を
達

成
し

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

検
証

シ
ー

ト
で

使
用

し
て

い
る

判
定

基
準

を
用

い
た

表
現

に
統

一
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
0
9

3
4
3
6

3
8

　
平

成
2
8
年

度
に

供
用

し
て

間
も

な
い

東
ふ

頭
の

利
用

が
計

画
を

下
回

っ
て

い
る

こ
と

な
ど

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
一

層
の

推
進

が
必

要
で

あ
る

。

　
平

成
2
8
年

度
に

供
用

し
て

間
も

な
い

東
ふ

頭
の

利
用

が
計

画
を

下
回

っ
て

お
り

、
進

展
が

遅
れ

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

検
証

シ
ー

ト
で

使
用

し
て

い
る

判
定

基
準

を
用

い
た

表
現

に
統

一
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
1
0

3
4
3
6

4
2

　
中

城
湾

港
（
新

港
地

区
）
に

お
け

る
ク

ル
ー

ズ
船

寄
港

回
数

は
増

加
傾

向
に

あ
る

。

　
中

城
湾

港
（
新

港
地

区
）
に

お
け

る
ク

ル
ー

ズ
船

寄
港

回
数

に
つ

い
て

は
、

平
成

2
3
年

の
２

回
か

ら
平

成
3
0
年

の
2
8
回

と
増

加
傾

向
に

あ
り

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
進

展
し

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

検
証

シ
ー

ト
で

使
用

し
て

い
る

判
定

基
準

を
用

い
た

表
現

に
統

一
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

2
1
1

3
4
3
7

1
0

<
主

な
成

果
指

標
の

状
況

>
那

覇
港

に
お

け
る

ク
ル

ー
ズ

船
寄

港
回

数
現

状
値

 2
2
4
回

(H
2
9
年

)

<
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

>
那

覇
港

に
お

け
る

ク
ル

ー
ズ

船
寄

港
回

数
現

状
値

 2
4
3
回

(H
3
0
年

)

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
1
2

3
4
3
7

2
1

<
主

な
成

果
指

標
の

状
況

>
成

果
指

標
名

「
北

部
、

宮
古

、
八

重
山

圏
域

に
お

け
る

ク
ル

ー
ズ

船
寄

港
回

数
」
の

追
加

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
北

部
、

宮
古

、
八

重
山

圏
域

に
お

け
る

ク
ル

ー
ズ

船
寄

港
回

数
基

準
値

5
6
回

（
H

2
3
年

）
　

現
状

値
2
5
2
回

（
H

3
0
年

)　
R

３
年

度
目

標
値

6
3
1
回

【
総

合
部

会
意

見
】

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
欄

に
す

べ
て

の
成

果
指

標
を

掲
載

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
1
3

3
4
3
7

2
1

<
主

な
成

果
指

標
の

状
況

>
成

果
指

標
名

「
中

城
湾

港
(新

港
地

区
)に

お
け

る
ク

ル
ー

ズ
船

寄
港

回
数

」
の

追
加

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
中

城
湾

港
(新

港
地

区
)に

お
け

る
ク

ル
ー

ズ
船

寄
港

回
数

基
準

値
２

回
（
H

2
3
年

）
　

現
状

値
2
8

回
（
H

3
0
年

)　
R

３
年

度
目

標
値

　
5
2

回

【
総

合
部

会
意

見
】

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
欄

に
す

べ
て

の
成

果
指

標
を

掲
載

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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１
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頁
行

報
 
告

 
書
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素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

2
1
4

3
4
3
7

2
9

記
述

な
し

 ま
た

、
本

土
で

は
長

距
離

ト
ラ

ッ
ク

か
ら

船
舶

へ
の

モ
ー

ダ
ル

シ
フ

ト
が

進
ん

で
い

る
こ

と
か

ら
、

那
覇

港
に

お
い

て
は

外
航

貨
物

を
輸

入
、

仕
分

け
し

、
内

航
貨

物
へ

と
転

換
す

る
取

組
等

に
よ

り
、

片
荷

輸
送

の
解

消
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

　
海

運
に

お
け

る
片

荷
輸

送
に

つ
い

て
、

本
土

に
持

っ
て

行
く
貨

物
が

少
な

い
こ

と
が

問
題

点
と

な
っ

て
い

る
が

、
本

土
に

お
い

て
は

ト
ラ

ッ
ク

運
転

手
不

足
や

法
規

制
に

よ
り

長
距

離
ト

ラ
ッ
ク

の
確

保
が

困
難

で
あ

る
こ

と
か

ら
モ

ー
ダ

ル
シ

フ
ト

が
行

わ
れ

て
い

る
。

　
そ

の
た

め
沖

縄
に

一
旦

外
航

の
貨

物
を

持
ち

込
ん

で
、

仕
分

け
し

、
九

州
、

四
国

あ
る

い
は

大
阪

、
名

古
屋

、
東

京
に

内
航

船
で

運
ぶ

と
い

う
仕

組
み

づ
く
り

の
た

め
、

移
出

貨
物

の
文

言
を

入
れ

る
必

要
が

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
1
5

3
4
3
8

3
8

…
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

着
実

に
前

進
し

て
い

る
。

…
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

着
実

に
進

展
し

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

検
証

シ
ー

ト
で

使
用

し
て

い
る

判
定

基
準

を
用

い
た

表
現

に
統

一
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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頁
行

報
 
告
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素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

2
1
6

3
4
3
8

4
1

令
和

元
年

度
に

開
通

す
る

予
定

で
あ

る
。

令
和

元
年

1
0
月

1
日

に
開

通
し

た
。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
1
7

3
4
3
9

4

モ
ノ

レ
ー

ル
の

乗
客

数
に

つ
い

て
は

、
観

光
客

の
増

加
や

モ
ノ

レ
ー

ル
沿

線
で

の
都

市
開

発
、

施
設

整
備

等
に

よ
り

、
平

成
2
9
年

度
お

い
て

４
万

9
,7

1
6

人
/
日

と
な

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

着
実

に
前

進
し

て
い

る
。

モ
ノ

レ
ー

ル
の

乗
客

数
に

つ
い

て
は

、
観

光
客

の
増

加
や

モ
ノ

レ
ー

ル
沿

線
で

の
都

市
開

発
、

施
設

整
備

等
に

よ
り

、
平

成
3
0
年

度
お

い
て

５
万

2
,3

5
5

人
/
日

と
な

り
、

目
標

値
を

達
成

し
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

2
1
8

3
4
3
9

1
8

　
こ

れ
ら

の
取

組
な

ど
に

よ
り

、
バ

ス
の

利
用

環
境

が
改

善
さ

れ
、

利
用

者
の

減
少

に
歯

止
め

が
か

か
り

つ
つ

あ
る

も
の

の
、

依
然

と
し

て
県

民
の

自
動

車
依

存
が

高
い

こ
と

や
市

街
地

の
拡

大
等

が
影

響
し

、
乗

合
バ

ス
利

用
者

数
は

平
成

2
9
年

度
７

万
2
,1

6
1
人

と
基

準
値

を
下

回
っ

て
い

る
。

　
こ

れ
ら

の
取

組
な

ど
に

よ
り

、
バ

ス
の

乗
降

時
間

や
待

ち
時

間
及

び
所

要
時

間
の

短
縮

が
図

ら
れ

る
な

ど
の

利
用

環
境

改
善

効
果

が
現

れ
て

お
り

、
依

然
と

し
て

県
民

の
自

動
車

依
存

が
高

い
こ

と
や

市
街

地
の

拡
大

等
が

影
響

し
、

乗
合

バ
ス

利
用

者
数

は
平

成
2
9
年

度
７

万
2
,1

6
1
人

／
日

と
基

準
値

を
下

回
っ

て
お

り
、

進
展

遅
れ

と
な

っ
て

い
る

も
の

の
、

バ
ス

の
利

用
環

境
改

善
に

係
る

取
組

を
開

始
し

た
平

成
2
4
年

度
以

降
は

、
利

用
者

の
減

少
に

歯
止

め
が

か
か

り
つ

つ
あ

る
。

・
バ

ス
に

関
す

る
記

述
を

適
切

に
す

べ
き

。
　

バ
ス

利
用

者
が

減
少

し
て

い
る

と
な

っ
て

い
る

が
、

丁
寧

に
評

価
す

べ
き

（
現

状
の

記
述

で
は

こ
れ

ま
で

の
努

力
が

無
駄

の
よ

う
に

見
え

る
）
。

そ
も

そ
も

バ
ス

の
サ

ー
ビ

ス
レ

ベ
ル

（
運

行
本

数
な

ど
）
は

か
な

り
下

が
っ

て
い

る
は

ず
で

あ
る

。
そ

れ
な

の
に

，
利

用
者

を
増

や
す

と
い

う
こ

と
か

。
例

え
ば

，
補

助
路

線
や

補
助

額
で

見
た

ら
ど

う
な

る
の

か
、

路
線

別
平

均
乗

車
密

度
は

ど
う
な

の
か

な
ど

、
ど

こ
に

効
果

が
表

れ
、

影
響

が
出

て
い

る
の

は
ど

こ
な

の
か

を
記

述
す

る
必

要
が

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
1
9

3
4
3
9

3
5

<
主

な
成

果
指

標
の

状
況

>
主

要
渋

滞
箇

所
基

準
値

：
1
9
1
箇

所
(H

2
4
年

度
)

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
2
0

3
4
3
9

3
7

【
表

】
＜

主
な

成
果

指
標

の
状

況
＞

表
中

の
モ

ノ
レ

ー
ル

の
乗

客
数

の
現

状
値

4
9
,7

1
6
人

/
日

（
H

2
9
年

度
）

表
中

の
モ

ノ
レ

ー
ル

の
乗

客
数

の
現

状
値

を
Ｈ

２
９

年
度

デ
ー

タ
か

ら
Ｈ

３
０

年
度

デ
ー

タ
へ

更
新

す
る

。
5
2
,3

5
5
人

/
日

（
H

3
0
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

　
鉄

軌
道

に
つ

い
て

は
、

平
成

２
６

年
度

か
ら

平
成

２
９

年
度

に
か

け
て

、
３

つ
の

検
討

委
員

会
が

設
置

さ
れ

、
更

に
パ

ブ
リ
ッ

ク
・
イ

ン
ボ

ル
ブ

メ
ン

ト
（
Ｐ

Ｉ）
を

導
入

し
、

多
く
の

専
門

家
、

県
民

等
の

意
見

を
聞

き
な

が
ら

検
討

が
行

わ
れ

、
平

成
3
0
年

5
月

に
構

想
段

階
の

計
画

書
が

策
定

さ
れ

た
。

技
術

検
討

委
員

会
副

委
員

長
を

務
め

た
が

、
今

後
は

鉄
軌

道
の

実
現

に
向

け
、

整
備

計
画

等
の

具
体

的
な

検
討

が
行

わ
れ

る
も

の
と

認
識

し
て

い
る

。
　

加
え

て
、

鉄
軌

道
の

導
入

に
あ

た
っ

て
は

、
非

沿
線

地
域

住
民

の
方

々
に

も
鉄

軌
道

を
利

用
し

や
す

い
環

境
を

構
築

し
、

県
民

や
観

光
客

の
移

動
利

便
性

向
上

を
図

り
、

鉄
軌

道
の

安
定

需
要

を
確

保
し

て
い

く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

現
沖

縄
２

１
世

紀
ビ

ジ
ョ
ン

基
本

計
画

に
お

い
て

「
鉄

軌
道

を
含

む
新

た
な

公
共

交
通

シ
ス

テ
ム

と
地

域
を

結
ぶ

利
便

性
の

高
い

公
共

交
通

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

に
向

け
た

取
組

を
推

進
」
す

る
こ

と
が

明
確

に
位

置
づ

け
ら

れ
て

い
る

。
　

し
か

し
な

が
ら

、
総

点
検

報
告

書
の

記
載

で
は

、
鉄

軌
道

の
導

入
及

び
フ

ィ
ー

ダ
ー

交
通

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

に
対

し
、

「
調

査
・
研

究
」
と

の
記

載
と

な
っ

て
お

り
、

現
沖

縄
２

１
世

紀
ビ

ジ
ョ
ン

基
本

計
画

の
記

述
か

ら
後

退
し

た
内

容
と

受
け

止
め

ら
れ

か
ね

な
い

。
　

し
た

が
っ

て
、

鉄
軌

道
の

導
入

に
向

け
た

こ
れ

ま
で

の
取

組
を

踏
ま

え
、

計
画

実
現

に
向

け
た

取
組

の
推

進
を

強
く
打

ち
出

す
べ

き
で

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

3
4
4
0

1
7

　
鉄

軌
道

を
含

む
新

た
な

公
共

交
通

シ
ス

テ
ム

の
導

入
に

向
け

て
は

、
骨

格
軸

で
あ

る
鉄

軌
道

と
各

地
域

と
を

結
ぶ

フ
ィ
ー

ダ
ー

交
通

等
が

連
結

す
る

南
部

・
中

部
・
北

部
の

有
機

的
な

公
共

交
通

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

に
つ

い
て

、
今

後
の

制
度

改
革

や
新

た
な

技
術

開
発

等
の

動
き

も
捉

え
な

が
ら

調
査

研
究

を
推

進
す

る
必

要
が

あ
る

。
加

え
て

、
ア

ジ
ア

の
ダ

イ
ナ

ミ
ズ

ム
を

取
り

込
み

な
が

ら
、

経
済

全
体

を
活

性
化

さ
せ

、
持

続
的

に
発

展
す

る
好

循
環

を
創

り
あ

げ
る

た
め

、
シ

ー
ム

レ
ス

な
ア

ジ
ア

の
空

、
海

、
陸

の
交

通
体

系
に

対
応

で
き

る
鉄

軌
道

を
研

究
す

る
必

要
が

あ
る

。

　
鉄

軌
道

を
含

む
新

た
な

公
共

交
通

シ
ス

テ
ム

の
導

入
に

向
け

て
は

、
骨

格
軸

で
あ

る
鉄

軌
道

と
各

地
域

と
を

結
ぶ

フ
ィ
ー

ダ
ー

交
通

が
連

結
す

る
南

部
・

中
部

・
北

部
の

有
機

的
な

公
共

交
通

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

に
つ

い
て

、
引

き
続

き
取

組
を

進
め

る
必

要
が

あ
る

。
加

え
て

、
ア

ジ
ア

の
ダ

イ
ナ

ミ
ズ

ム
を

取
り

込
み

な
が

ら
、

経
済

全
体

を
活

性
化

さ
せ

、
持

続
的

に
発

展
す

る
好

循
環

を
創

り
あ

げ
る

た
め

、
シ

ー
ム

レ
ス

な
ア

ジ
ア

の
空

、
海

、
陸

の
交

通
体

系
に

対
応

で
き

る
鉄

軌
道

の
実

現
に

向
け

、
今

後
の

制
度

改
革

や
新

た
な

技
術

開
発

等
の

動
き

も
捉

え
な

が
ら

取
組

を
推

進
す

る
必

要
が

あ
る

。
2
2
1
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文
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理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

2
2
2

3
4
4
1

2
8

<
主

な
成

果
指

標
の

状
況

>
成

果
指

標
名

「
那

覇
港

の
外

貿
取

扱
貨

物
量

」
の

追
加

<
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

>
那

覇
港

の
外

貿
取

扱
貨

物
量

基
準

値
 1

2
0
万

ト
ン

(H
2
3
年

)
現

状
値

 1
2
0
.3

万
ト

ン
(H

2
9
年

)
R

3
年

度
目

標
値

 3
4
2
万

ト
ン

【
総

合
部

会
意

見
】

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
欄

に
す

べ
て

の
成

果
指

標
を

掲
載

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
2
3

3
4
5
2

2
1

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

着
実

に
進

展
し

て
い

る
。

目
標

値
を

達
成

す
る

見
込

み
と

な
っ

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

検
証

シ
ー

ト
で

使
用

し
て

い
る

判
定

基
準

を
用

い
た

表
現

に
統

一
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
2
4

3
4
5
2

3
6

平
成

2
9
年

で
寄

港
回

数
5
1
5
回

、
海

路
客

数
8
8
万

8
,3

0
0
人

と
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

着
実

に
前

進
し

て
い

る
。

平
成

3
0
年

で
寄

港
回

数
5
2
8
回

、
海

路
客

数
1
1
2
万

3
,8

0
0
人

と
、

目
標

値
の

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

着
実

に
進

展
し

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
検

証
シ

ー
ト

で
使

用
し

て
い

る
判

定
基

準
を

用
い

た
表

現
に

統
一

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
2
5

3
4
5
2

3
7

ま
た

、
那

覇
港

の
年

間
旅

客
者

数
は

、
ク

ル
ー

ズ
船

乗
船

客
数

の
増

加
に

よ
り

、
平

成
2
9
年

で
1
6
5
.7

万
人

と
な

っ
て

お
り

、
現

時
点

で
目

標
値

を
上

回
っ

て
い

る
。

ま
た

、
那

覇
港

の
年

間
旅

客
者

数
は

、
ク

ル
ー

ズ
船

乗
船

客
数

の
増

加
に

よ
り

、
平

成
2
9
年

で
1
6
5
.7

万
人

と
な

っ
て

お
り

、
現

時
点

で
目

標
値

を
達

成
し

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

検
証

シ
ー

ト
で

使
用

し
て

い
る

判
定

基
準

を
用

い
た

表
現

に
統

一
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

2
2
6

3
4
5
4

2
0

港
湾

に
つ

い
て

は
、

大
型

ク
ル

ー
ズ

船
に

対
応

し
た

岸
壁

や
旅

客
タ

ー
ミ
ナ

ル
ビ

ル
の

整
備

等
に

よ
る

安
全

性
・
快

適
性

・
利

便
性

の
確

保
、

マ
リ
ー

ナ
や

人
工

ビ
ー

チ
等

の
整

備
を

始
め

、
国

際
的

な
海

洋
性

リ
ゾ

ー
ト

地
に

ふ
さ

わ
し

い
ウ

ォ
ー

タ
ー

フ
ロ

ン
ト

の
整

備
や

憩
い

の
場

と
し

て
緑

陰
の

創
出

が
必

要
で

あ
る

。

港
湾

に
つ

い
て

は
、

大
型

ク
ル

ー
ズ

船
に

対
応

し
た

岸
壁

や
旅

客
タ

ー
ミ
ナ

ル
、

二
次

交
通

結
節

機
能

の
整

備
等

に
よ

る
安

全
性

・
快

適
性

・
利

便
性

の
確

保
、

マ
リ
ー

ナ
や

人
工

ビ
ー

チ
等

の
整

備
を

始
め

、
国

際
的

な
海

洋
性

リ
ゾ

ー
ト

地
に

ふ
さ

わ
し

い
ウ

ォ
ー

タ
ー

フ
ロ

ン
ト

の
整

備
や

憩
い

の
場

と
し

て
緑

陰
の

創
出

が
必

要
で

あ
る

。

　
中

城
湾

港
、

平
良

港
及

び
石

垣
港

の
ク

ル
ー

ズ
船

寄
港

し
た

際
の

二
次

交
通

と
し

て
の

結
節

点
の

対
応

が
不

十
分

で
あ

り
そ

の
記

載
が

無
い

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
2
7

3
4
7
3

1
3

久
米

島
地

区
で

は
既

設
ケ

ー
ブ

ル
を

活
用

し
て

2
ル

ー
ト

化
す

る
こ

と
で

、
高

度
な

情
報

通
信

基
盤

を
構

築
し

た
。

久
米

島
地

区
で

は
既

設
ケ

ー
ブ

ル
を

活
用

し
て

２
ル

ー
ト

化
す

る
こ

と
で

、
高

度
化

か
つ

強
じ

ん
化

さ
れ

た
情

報
通

信
基

盤
を

構
築

し
た

。

2
ル

ー
ト

化
は

通
信

の
安

定
性

、
信

頼
性

を
向

上
さ

せ
、

高
度

化
の

他
に

通
信

の
ロ

バ
ス

ト
性

(頑
強

性
）
を

高
め

る
た

め
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
2
8

3
4
7
3

1
4

離
島

及
び

過
疎

地
域

の
市

町
村

に
お

け
る

超
高

速
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

環
境

整
備

を
進

め
て

お
り

、

離
島

及
び

過
疎

地
域

の
市

町
村

に
お

け
る

陸
上

の
光

フ
ァ
イ

バ
ー

網
に

よ
る

超
高

速
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

環
境

整
備

を
進

め
て

お
り

、

　
離

島
内

に
お

け
る

面
的

な
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

整
備

に
つ

い
て

、
記

載
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
2
9

3
4
7
3

3
9

離
島

及
び

過
疎

地
域

の
市

町
村

に
お

け
る

超
高

速
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

環
境

の
整

備
に

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
。

離
島

及
び

過
疎

地
域

の
市

町
村

に
お

け
る

陸
上

の
光

フ
ァ
イ

バ
ー

網
に

よ
る

超
高

速
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

環
境

の
整

備
に

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
。

　
離

島
内

に
お

け
る

面
的

な
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

整
備

に
つ

い
て

、
記

載
を

検
討

し
て

は
ど

う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

89



別
紙

１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

2
3
0

3
4
7
3

4
0

大
東

地
区

に
つ

い
て

は
、

中
継

伝
送

路
（
海

底
光

ケ
ー

ブ
ル

）
を

段
階

的
に

整
備

し
、

ル
ー

プ
化

に
よ

る
安

定
性

を
確

保
す

る
等

、

大
東

地
区

に
つ

い
て

は
、

中
継

伝
送

路
（
海

底
光

ケ
ー

ブ
ル

）
を

段
階

的
に

整
備

し
、

２
ル

ー
ト

化
に

よ
る

安
定

性
を

確
保

す
る

等
、

先
島

地
区

、
久

米
島

地
区

で
２

ル
ー

ト
化

、
大

東
地

区
で

ル
ー

プ
化

と
の

記
載

が
あ

り
、

文
言

の
統

一
を

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
3
1

3
4
8
2

2
1

<
主

な
成

果
指

標
の

状
況

>
成

果
指

標
名

「
那

覇
港

の
外

貿
取

扱
貨

物
量

」
の

追
加

<
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

>
那

覇
港

の
外

貿
取

扱
貨

物
量

基
準

値
 1

2
0
万

ト
ン

(H
2
3
年

)
現

状
値

 1
2
0
.3

万
ト

ン
(H

2
9
年

)
R

3
年

度
目

標
値

 3
4
2
万

ト
ン

【
総

合
部

会
意

見
】

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
欄

に
す

べ
て

の
成

果
指

標
を

掲
載

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
3
2

3
4
8
2

3
0

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
成

果
指

標
名

中
城

湾
港

（
新

港
地

区
）
の

取
扱

貨
物

量
（
供

用
済

岸
壁

対
象

）
の

追
加

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
成

果
指

標
名

中
城

湾
港

（
新

港
地

区
）
の

取
扱

貨
物

量
（
供

用
済

岸
壁

対
象

）
の

追
加

基
準

値
　

6
1
万

ト
ン

（
H

2
3
年

）
現

状
値

　
9
4
.6

万
ト

ン
（
H

2
9
年

）
R

3
年

度
　

目
標

値
　

2
3
0
万

ト
ン

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
＜

主
な

成
果

指
標

の
状

況
＞

欄
に

す
べ

て
の

成
果

指
標

を
記

載
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
3
3

3
5
3
1

1
9

　
県

内
総

生
産

に
占

め
る

建
設

業
の

割
合

は
、

平
成

2
7
年

度
で

9
.4

％
（
全

国
5
.5

％
）
で

あ
る

が
、

第
２

次
産

業
全

体
に

占
め

る
建

設
業

の
割

合
は

、
6
4
.6

％
と

全
国

の
2
1
.4

％
を

大
き

く
上

回
っ

て
お

り
、

県
経

済
や

雇
用

を
支

え
る

産
業

の
１

つ
で

あ
る

。
　

ま
た

、
全

産
業

に
占

め
る

就
業

者
数

の
割

合
は

平
成

2
7
年

度
で

9
.8

％
と

、
全

国
の

7
.5

％
よ

り
高

い
水

準
に

あ
る

。

　
県

内
総

生
産

に
占

め
る

建
設

業
の

割
合

は
、

平
成

2
8
年

度
で

1
0
.7

％
（
全

国
5
.5

％
）
で

あ
る

が
、

第
２

次
産

業
全

体
に

占
め

る
建

設
業

の
割

合
は

、
7
0
.0

％
と

全
国

の
2
0
.7

％
を

大
き

く
上

回
っ

て
お

り
、

県
経

済
や

雇
用

を
支

え
る

産
業

の
１

つ
で

あ
る

。
　

ま
た

、
全

産
業

に
占

め
る

就
業

者
数

の
割

合
は

平
成

2
8
年

度
で

1
0
.3

％
と

、
全

国
の

7
.6

％
よ

り
高

い
水

準
に

あ
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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2
3
4

5
3
1

2
4

建
設

産
業

の
担

い
手

確
保

及
び

活
性

化
と

新
分

野
・
新

市
場

の
開

拓
を

推
進

す
る

た
め

、
建

設
技

術
に

関
す

る
新

た
な

工
法

・
資

材
等

の
開

発
促

進
、

建
設

産
業

の
経

営
基

盤
の

強
化

と
新

分
野

・
新

市
場

進
出

の
促

進
、

建
設

産
業

人
材

の
育

成
、

よ
り

よ
い

入
札

・
発

注
方

式
の

導
入

に
取

り
組

ん
だ

。

　
県

内
建

設
業

従
事

者
の

月
労

働
時

間
は

、
平

成
2
9
年

度
で

1
8
1
.3

時
間

（
県

内
全

産
業

平
均

1
4
8
.8

時
間

）
と

な
っ

て
い

る
が

、
月

現
金

給
与

額
は

3
0
.3

万
円

（
県

内
全

産
業

平
均

2
5
.1

万
円

）
で

、
県

内
産

業
の

中
で

は
高

い
状

況
に

あ
る

。

　
建

設
産

業
が

県
内

の
第

二
次

産
業

に
割

合
は

高
い

、
労

働
生

産
性

は
低

い
が

給
与

は
高

い
な

ど
の

デ
ー

タ
に

つ
い

て
更

な
る

分
析

を
行

い
。

総
点

検
報

告
書

に
お

け
る

表
現

を
検

討
し

て
ほ

し
い

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
3
5

3
5
3
1

3
3

　
こ

れ
ら

の
取

組
に

よ
り

、
沖

縄
県

リ
サ

イ
ク

ル
資

材
（
ゆ

い
く
る

）
評

価
認

定
業

者
数

は
、

平
成

2
9
年

度
に

8
5
業

者
と

な
っ

て
お

り
、

現
時

点
で

目
標

値
に

達
し

て
い

る
。

　
こ

れ
ら

の
取

組
に

よ
り

、
沖

縄
県

リ
サ

イ
ク

ル
資

材
（
ゆ

い
く
る

）
評

価
認

定
業

者
数

は
、

平
成

3
0
年

度
に

8
5
業

者
と

な
っ

て
お

り
、

現
時

点
で

目
標

値
を

達
成

し
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
検

証
シ

ー
ト

で
使

用
し

て
い

る
判

定
基

準
を

用
い

た
表

現
に

統
一

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
3
6

3
5
3
2

3

　
こ

れ
ら

の
取

組
に

よ
り

、
新

分
野

進
出

に
向

け
具

体
的

な
目

標
を

設
定

し
て

取
り

組
む

建
設

業
者

の
経

営
革

新
計

画
承

認
数

に
つ

い
て

は
、

平
成

2
9

年
度

に
7
1
業

者
と

な
っ

て
お

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

着
実

に
推

進
し

て
い

る
。

　
こ

れ
ら

の
取

組
に

よ
り

、
新

分
野

進
出

に
向

け
具

体
的

な
目

標
を

設
定

し
て

取
り

組
む

建
設

業
者

の
経

営
革

新
計

画
承

認
数

に
つ

い
て

は
、

平
成

3
0

年
度

に
7
4
業

者
と

な
っ

て
お

り
、

目
標

値
を

達
成

見
込

み
で

あ
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
検

証
シ

ー
ト

で
使

用
し

て
い

る
判

定
基

準
を

用
い

た
表

現
に

統
一

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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果

2
3
7

3
5
3
2

5

海
外

建
設

工
事

等
参

入
企

業
数

に
つ

い
て

も
、

平
成

2
9
年

度
に

６
社

と
な

っ
て

お
り

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
着

実
に

推
進

し
て

い
る

。

海
外

建
設

工
事

等
参

入
企

業
数

に
つ

い
て

も
、

平
成

3
0
年

度
に

７
社

と
な

っ
て

お
り

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
進

展
し

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
3
8

3
5
3
2

2
2

 こ
れ

ら
の

取
組

に
よ

り
、

Ｓ
Ａ

Ｍ
（
米

軍
政

府
企

業
登

録
）
登

録
業

者
数

に
つ

い
て

は
、

平
成

2
9
年

度
に

2
0
業

者
と

な
っ

て
い

る
。

基
準

値
よ

り
前

進
は

し
て

い
る

が
、

県
内

公
共

事
業

の
増

加
等

に
よ

り
米

軍
発

注
工

事
へ

の
参

入
意

欲
が

減
少

し
て

い
る

こ
と

等
に

よ
り

参
入

企
業

数
が

伸
び

悩
ん

で
い

る
こ

と
か

ら
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

一
層

の
推

進
が

必
要

で
あ

る
。

 こ
れ

ら
の

取
組

に
よ

り
、

Ｓ
Ａ

Ｍ
（
米

軍
政

府
企

業
登

録
）
登

録
業

者
数

に
つ

い
て

は
、

平
成

3
0
年

度
に

2
1
業

者
と

な
っ

て
い

る
。

基
準

値
よ

り
前

進
は

し
て

い
る

が
、

県
内

公
共

事
業

の
増

加
等

に
よ

り
米

軍
発

注
工

事
へ

の
参

入
意

欲
が

減
少

し
て

い
る

こ
と

等
に

よ
り

参
入

企
業

数
が

伸
び

悩
ん

で
お

り
、

現
時

点
で

進
展

遅
れ

と
な

っ
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
検

証
シ

ー
ト

で
使

用
し

て
い

る
判

定
基

準
を

用
い

た
表

現
に

統
一

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
3
9

3
5
3
2

2
9

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
沖

縄
県

リ
サ

イ
ク

ル
資

材
（
ゆ

い
く
る

）
評

価
認

定
業

者
数

現
状

値
　

8
5
業

者
（
H

2
9
年

度
）

＜
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
沖

縄
県

リ
サ

イ
ク

ル
資

材
（
ゆ

い
く
る

）
評

価
認

定
業

者
数

現
状

値
　

8
5
業

者
（
H

3
0
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
4
0

3
5
3
2

3
2

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
建

設
業

者
の

経
営

革
新

計
画

承
認

数 現
状

値
　

7
1
業

者
（
H

2
9
年

度
）

＜
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
建

設
業

者
の

経
営

革
新

計
画

承
認

数 現
状

値
　

7
4
業

者
（
H

3
0
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

2
4
1

3
5
3
2

3
6

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
Ｓ

Ａ
Ｍ

(米
軍

政
府

企
業

登
録

)登
録

業
者

数
現

状
値

　
2
0
業

者
（
H

2
9
年

度
）

＜
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
Ｓ

Ａ
Ｍ

(米
軍

政
府

企
業

登
録

)登
録

業
者

数
現

状
値

　
2
1
業

者
（
H

3
0
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
4
2

3
5
3
3

2
0

　
建

設
産

業
の

担
い

手
確

保
に

つ
い

て
は

、
中

長
期

的
な

観
点

か
ら

処
遇

改
善

や
生

産
性

の
向

上
、

建
設

産
業

の
魅

力
発

信
な

ど
技

術
者

・
技

能
者

等
の

育
成

・
確

保
に

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
。

建
設

産
業

の
担

い
手

確
保

に
つ

い
て

は
、

中
長

期
的

な
観

点
か

ら
処

遇
改

善
や

IC
T
な

ど
の

新
技

術
の

活
用

に
よ

る
生

産
性

の
向

上
、

建
設

産
業

の
魅

力
発

信
な

ど
技

術
者

・
技

能
者

等
の

育
成

・
確

保
に

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
。

　
沖

縄
県

は
観

光
業

な
ど

に
お

い
て

も
人

手
不

足
と

な
っ

て
い

る
。

建
設

産
業

に
お

い
て

は
、

き
つ

い
な

ど
の

ジ
メ

ー
ジ

が
あ

り
人

が
集

ま
り

に
く
い

。
給

与
な

ど
の

待
遇

面
に

つ
い

て
の

話
や

魅
力

を
ど

う
伝

え
る

の
か

が
重

要
で

あ
る

が
、

給
与

を
増

す
る

だ
け

で
は

生
産

性
が

下
が

る
。

今
後

は
ド

ロ
ー

ン
や

ロ
ボ

ッ
ト

な
ど

生
産

性
を

高
め

人
手

不
足

を
補

う
必

要
が

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

2
4
3

3
5
3
3

2
6

　
建

設
工

事
の

受
注

拡
大

に
つ

い
て

は
、

公
共

工
事

に
お

け
る

県
内

建
設

業
者

の
受

注
機

会
の

確
保

に
加

え
、

米
軍

が
発

注
す

る
建

設
工

事
へ

の
参

入
の

期
待

が
高

ま
っ

て
い

る
が

、
契

約
に

際
し

て
の

高
率

ボ
ン

ド
（
履

行
保

証
）
制

度
等

、
参

入
障

壁
と

な
っ

て
い

る
諸

条
件

へ
の

対
応

が
不

可
欠

で
あ

る
。

　
建

設
工

事
の

受
注

の
拡

大
に

つ
い

て
は

、
公

共
事

業
に

お
け

る
県

内
建

設
業

者
等

の
受

注
機

会
の

確
保

に
務

め
る

と
と

も
に

、
国

直
轄

工
事

、
市

町
村

発
注

工
事

及
び

民
間

工
事

に
お

け
る

地
元

企
業

へ
の

優
先

発
注

に
配

慮
す

る
よ

う
要

請
を

行
う
。

　
ま

た
、

米
軍

が
発

注
す

る
建

設
工

事
へ

の
参

入
の

期
待

が
高

ま
っ

て
い

る
が

、
契

約
に

際
し

て
の

高
率

ボ
ン

ド
（
履

行
保

証
）
制

度
等

、
参

入
障

壁
と

な
っ

て
い

る
諸

条
件

へ
の

対
応

が
不

可
欠

で
あ

る
。

　
全

体
的

に
こ

の
フ

レ
ー

ズ
は

さ
ら

っ
と

流
し

て
い

る
感

じ
が

す
る

の
で

、
県

内
中

小
建

設
業

へ
の

優
先

発
注

は
重

要
な

テ
ー

マ
で

あ
る

こ
と

か
ら

明
確

に
位

置
付

け
る

必
要

が
あ

る
。

特
に

、
近

年
、

建
設

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ツ
業

等
を

中
心

に
県

内
一

部
市

町
村

等
に

お
い

て
県

外
企

業
等

の
参

入
例

が
増

え
て

い
る

と
い

う
指

摘
も

あ
る

。
こ

の
問

題
は

、
一

括
交

付
金

に
つ

い
て

本
来

で
あ

れ
ば

沖
縄

県
ま

た
は

市
町

村
が

所
管

す
べ

き
も

の
を

内
閣

府
が

直
接

所
管

し
て

い
る

事
業

が
増

加
し

て
い

る
こ

と
と

関
連

し
て

い
る

可
能

性
が

高
い

の
で

再
点

検
が

必
要

で
あ

る
。

ま
た

、
県

発
注

事
業

に
お

い
て

も
、

最
近

、
議

会
や

マ
ス

コ
ミ
等

で
指

摘
さ

れ
て

い
る

「
万

国
津

梁
会

議
」
支

援
業

務
の

県
外

企
業

へ
の

発
注

例
が

生
じ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

県
内

優
先

発
注

を
所

管
す

る
商

工
労

働
部

と
連

携
し

て
今

一
度

県
庁

内
で

こ
の

取
り

組
み

を
高

め
て

も
ら

い
た

い
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
4
4

3
5
4
6

2
6

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
工

業
用

水
道

の
給

水
能

力
（
現

状
値

）
3
0
,0

0
0
ｍ

3
/
日

（
2
9
年

度
）

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
工

業
用

水
道

の
給

水
能

力
（
現

状
値

）
3
0
,0

0
0
ｍ

3
/
日

（
3
0
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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１
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頁
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報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

3
5
4
6

3
3

工
業

用
水

道
施

設
の

整
備

に
つ

い
て

は
、

島
し

ょ
県

で
あ

る
本

県
に

お
い

て
工

業
用

水
道

施
設

が
地

震
等

に
よ

り
被

災
し

た
場

合
、

他
地

域
か

ら
の

支
援

等
が

困
難

で
あ

り
、

広
範

囲
か

つ
長

期
に

わ
た

る
断

水
の

発
生

が
予

測
さ

れ
る

。
そ

の
た

め
、

老
朽

化
施

設
の

計
画

的
な

更
新

・
耐

震
化

に
よ

り
、

災
害

に
強

い
工

業
用

水
道

施
設

の
整

備
を

進
め

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

　
工

業
用

水
道

施
設

の
整

備
に

つ
い

て
は

、
島

し
ょ
県

で
あ

る
本

県
に

お
い

て
工

業
用

水
道

施
設

が
地

震
等

に
よ

り
被

災
し

た
場

合
、

他
地

域
か

ら
の

支
援

等
が

困
難

で
あ

り
、

広
範

囲
か

つ
長

期
に

わ
た

る
断

水
の

発
生

が
予

測
さ

れ
る

。
そ

の
た

め
、

施
設

の
点

検
・
修

繕
な

ど
に

よ
り

長
寿

命
化

対
策

を
進

め
る

と
と

も
に

、
老

朽
化

施
設

の
計

画
的

な
更

新
・
耐

震
化

に
よ

り
、

災
害

に
強

い
工

業
用

水
道

施
設

の
整

備
を

進
め

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

　
我

国
で

は
1
9
6
0
年

代
か

ら
1
9
7
0
年

代
初

頭
に

か
け

て
急

速
に

整
備

さ
れ

た
社

会
基

盤
施

設
の

多
く
が

建
設

後
4
0
年

か
ら

5
0
年

を
経

過
し

、
社

会
基

盤
施

設
の

老
朽

化
が

進
展

し
て

お
り

、
笹

子
ト

ン
ネ

ル
天

井
板

落
下

事
故

な
ど

重
大

損
傷

・
事

故
も

多
く
報

告
さ

れ
社

会
問

題
化

し
て

い
る

。
沖

縄
県

は
亜

熱
帯

気
候

に
属

し
、

高
温

多
湿

で
、

し
か

も
周

囲
を

海
に

囲
ま

れ
て

お
り

、
海

塩
粒

子
の

飛
散

等
に

よ
り

、
全

国
で

も
有

数
の

鋼
材

の
腐

食
と

コ
ン

ク
リ
ー

ト
の

塩
害

に
た

い
し

て
厳

し
い

環
境

下
に

あ
り

、
復

帰
後

5
0
年

近
く
を

迎
え

、
社

会
基

盤
施

設
の

老
朽

化
が

進
展

し
、

耐
久

性
能

が
低

下
し

て
い

る
。

現
在

進
め

ら
れ

て
い

る
長

寿
命

化
修

繕
計

画
で

は
、

従
来

の
事

後
的

な
大

規
模

修
繕

及
び

架
替

え
か

ら
、

信
頼

性
の

あ
る

定
期

点
検

に
よ

り
社

会
基

盤
施

設
の

状
態

を
的

確
に

把
握

し
、

予
防

的
な

補
修

・
補

強
を

行
い

、
必

要
に

応
じ

て
計

画
的

な
更

新
を

進
め

、
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

コ
ス

ト
の

最
小

化
と

構
造

物
の

長
寿

命
化

を
図

り
、

社
会

基
盤

施
設

の
安

生
性

・
信

頼
性

を
確

保
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

そ
の

た
め

に
は

高
度

な
技

術
者

の
育

成
、

点
検

診
断

技
術

の
確

立
、

劣
化

・
損

傷
予

測
精

度
の

向
上

、
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
保

守
管

理
体

制
の

確
立

及
び

事
業

を
確

実
に

実
施

で
き

る
予

算
を

確
保

で
き

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

　
社

会
基

盤
施

設
の

老
朽

化
対

策
は

全
国

的
に

重
要

な
問

題
で

あ
り

、
課

題
及

び
対

策
で

記
述

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
4
5
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別
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１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

2
4
6

3
5
7
1

2
2

航
路

・
航

空
路

の
利

用
者

数
（
離

島
住

民
）
は

、
平

成
2
9
年

度
で

航
路

が
6
5
万

6
千

人
と

基
準

値
の

約
1
.6

倍
、

航
空

路
が

3
6
万

6
千

人
と

同
約

1
.8

倍
に

増
加

し
て

お
り

、
共

に
現

時
点

で
目

標
値

を
上

回
っ

て
い

る
。

航
路

・
航

空
路

の
利

用
者

数
（
離

島
住

民
）
は

、
平

成
3
0
年

度
で

航
路

が
6
2
万

2
千

人
と

基
準

値
の

約
1
.5

倍
、

航
空

路
が

3
9
万

7
千

人
と

同
約

1
.9

倍
に

増
加

し
て

お
り

、
航

路
は

目
標

値
を

達
成

見
込

、
航

空
路

は
現

時
点

で
目

標
値

を
達

成
し

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
4
7

3
5
7
2

6

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
低

減
化

し
た

路
線

に
お

け
る

航
路

・
航

空
路

の
利

用
者

数
　

現
状

値
　

航
空

路
：
3
6
6
千

人
（
H

2
9
年

度
）
，

　
航

路
：
6
5
6
千

人
（
H

2
9
年

度
）

＜
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
低

減
化

し
た

路
線

に
お

け
る

航
路

・
航

空
路

の
利

用
者

数
　

現
状

値
　

航
空

路
：
3
9
7
千

人
（
H

3
0
年

度
）
，

　
航

路
：
6
2
2
千

人
（
H

3
0
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
4
8

3
5
7
2

4
1

水
道

広
域

化
実

施
市

町
村

数
は

、
平

成
2
9
年

で
２

村
と

な
り

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
一

層
の

推
進

が
必

要
で

あ
る

。

水
道

広
域

化
実

施
市

町
村

数
は

、
平

成
3
0
年

で
２

村
と

な
り

、
目

標
値

の
達

成
状

況
は

進
展

遅
れ

と
な

っ
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
検

証
シ

ー
ト

で
使

用
し

て
い

る
判

定
基

準
を

用
い

た
表

現
に

統
一

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
4
9

3
5
7
3

4

沖
縄

本
島

と
各

離
島

を
結

ぶ
海

底
光

ケ
ー

ブ
ル

の
敷

設
（
先

島
ル

ー
プ

計
6
9
0
km

、
久

米
島

ル
ー

プ
計

1
7
0
km

）

沖
縄

本
島

と
各

離
島

を
結

ぶ
海

底
光

ケ
ー

ブ
ル

の
敷

設
（
先

島
地

区
計

6
9
0
km

、
久

米
島

地
区

計
1
7
0
km

）

　
先

島
地

区
、

久
米

島
地

区
で

２
ル

ー
ト

化
や

ル
ー

プ
化

と
の

記
載

が
あ

る
が

文
言

を
統

一
す

る
必

要
が

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

2
5
0

3
5
7
3

5

島
内

の
超

高
速

ブ
ロ

ー
ド

バ
ン

ド
環

境
の

構
築

に
取

り
組

ん
だ

。
　

島
内

の
光

フ
ァ
イ

バ
ー

網
に

よ
る

超
高

速
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

環
境

の
構

築
に

取
り

組
ん

だ
。

　
離

島
内

に
お

け
る

面
的

な
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

整
備

に
つ

い
て

、
記

載
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
5
1

3
5
7
3

8

ど
に

よ
り

、
超

高
速

ブ
ロ

ー
ド

バ
ン

ド
基

盤
整

備
率

（
離

島
）
は

、
平

成
2
9
年

度
で

、
8
3
.7

%
と

な
り

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
着

実
に

前
進

し
て

い
る

。

ど
に

よ
り

、
超

高
速

ブ
ロ

ー
ド

バ
ン

ド
基

盤
整

備
率

（
離

島
）
は

、
平

成
3
0
年

度
で

、
9
1
.4

%
と

な
り

、
目

標
値

を
達

成
見

込
み

で
あ

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
検

証
シ

ー
ト

で
使

用
し

て
い

る
判

定
基

準
を

用
い

た
表

現
に

統
一

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
5
2

3
5
7
4

2
4

<
主

な
成

果
指

標
の

状
況

>
成

果
指

標
名

「
公

営
住

宅
管

理
戸

数
（
離

島
）
」
の

追
加

＜
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
公

営
住

宅
管

理
戸

数
（
離

島
）

基
準

値
 4

,6
0
9
戸

（
Ｈ

2
3
年

）
　

現
状

値
 4

,6
6
0
戸

（
Ｈ

3
0
年

）
　

Ｒ
３

年
度

目
標

値
 4

,7
3
5
戸

【
総

合
部

会
意

見
】

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
欄

に
す

べ
て

の
成

果
指

標
を

掲
載

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
5
3

3
5
7
4

2
7

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
成

果
指

標
名

水
道

広
域

化
実

施
市

町
村

数
の

追
加

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
成

果
指

標
名

水
道

広
域

化
実

施
市

町
村

数
基

準
値

　
1
村

（
H

2
2
年

）
現

状
値

　
2
村

（
H

3
0
年

度
）

R
3
年

度
　

目
標

値
　

9
村

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
＜

主
な

成
果

指
標

の
状

況
＞

欄
に

す
べ

て
の

成
果

指
標

を
記

載
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

2
5
4

3
5
7
4

2
7

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
成

果
指

標
名

汚
水

処
理

人
口

普
及

率
（
離

島
）
の

追
加

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
成

果
指

標
名

汚
水

処
理

人
口

普
及

率
（
離

島
）

基
準

値
　

4
4
.6

％
（
H

2
2
年

度
）

現
状

値
　

5
7
.2

％
（
H

3
0
年

度
）

R
3
年

度
　

目
標

値
　

7
0
.3

％

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
＜

主
な

成
果

指
標

の
状

況
＞

欄
に

す
べ

て
の

成
果

指
標

を
記

載
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
5
5

3
5
7
4

3
0

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
超

高
速

ブ
ロ

ー
ド

バ
ン

ド
サ

ー
ビ

ス
基

盤
整

備
率

（
離

島
）

現
状

値
　

(8
3
.7

%
)

＜
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
超

高
速

ブ
ロ

ー
ド

バ
ン

ド
サ

ー
ビ

ス
基

盤
整

備
率

（
離

島
）

現
状

値
　

(9
1
.4

%
)

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
5
6

3
5
7
5

7

記
述

な
し

な
お

、
島

ご
と

（
水

源
ご

と
）
の

水
需

要
に

つ
い

て
は

、
人

口
や

観
光

客
な

ど
の

動
向

を
踏

ま
え

た
水

道
事

業
者

の
見

通
し

を
注

視
し

て
い

く
。

　
観

光
客

の
飛

躍
的

増
大

に
伴

い
、

島
に

よ
っ

て
は

オ
ー

バ
ー

・
ツ

ー
リ
ズ

ム
が

懸
念

さ
れ

る
。

特
に

、
宮

古
島

で
は

水
の

確
保

は
大

丈
夫

か
と

い
う
懸

念
の

声
が

あ
る

。
島

ご
と

に
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
5
7

3
5
7
5

1
2

引
き

続
き

計
画

的
に

、
超

高
速

ブ
ロ

ー
ド

バ
ン

ド
環

境
の

整
備

に
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。

引
き

続
き

計
画

的
に

、
陸

上
の

光
フ

ァ
イ

バ
ー

網
に

よ
る

超
高

速
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

環
境

の
整

備
に

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
。

　
離

島
内

に
お

け
る

面
的

な
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

整
備

に
つ

い
て

、
記

載
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

2
5
8

3
5
7
5

1
3

大
東

地
区

に
お

い
て

は
、

中
継

伝
送

路
（
海

底
光

ケ
ー

ブ
ル

）
を

段
階

的
に

整
備

し
、

ル
ー

プ
化

に
よ

る
安

定
性

を
確

保
す

る
等

、

大
東

地
区

に
お

い
て

は
、

中
継

伝
送

路
（
海

底
光

ケ
ー

ブ
ル

）
を

段
階

的
に

整
備

し
、

２
ル

ー
ト

化
に

よ
る

安
定

性
を

確
保

す
る

等
、

先
島

地
区

、
久

米
島

地
区

で
２

ル
ー

ト
化

、
大

東
地

区
で

ル
ー

プ
化

と
の

記
載

が
あ

り
、

文
言

の
統

一
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
5
9

3
5
7
6

2

　
離

島
空

港
の

整
備

及
び

離
島

航
空

路
の

維
持

・
確

保
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
5
年

３
月

に
新

石
垣

空
港

を
開

港
し

た
ほ

か
、

宮
古

空
港

に
お

け
る

受
入

体
制

の
強

化
、

下
地

島
空

港
の

駐
車

場
施

設
整

備
な

ど
に

取
り

組
ん

だ
。

　
離

島
空

港
の

整
備

及
び

離
島

航
空

路
の

維
持

・
確

保
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
5
年

３
月

に
新

石
垣

空
港

を
開

港
し

た
ほ

か
、

新
石

垣
空

港
、

宮
古

空
港

及
び

下
地

島
空

港
に

お
け

る
受

入
体

制
の

強
化

に
取

り
組

ん
だ

。

【
総

合
部

会
意

見
】

誤
植

に
伴

い
修

正
を

行
う
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
6
0

3
5
7
6

7

　
こ

れ
ら

の
取

組
な

ど
に

よ
り

、
離

島
空

港
の

年
間

旅
客

数
は

、
平

成
2
9
年

度
で

4
6
8
万

人
と

、
約

1
.5

倍
に

増
加

し
て

お
り

、
現

時
点

で
目

標
値

を
上

回
っ

て
い

る
。

　
こ

れ
ら

の
取

組
な

ど
に

よ
り

、
離

島
空

港
の

年
間

旅
客

数
は

、
平

成
3
0
年

度
で

4
8
5
万

人
と

、
約

1
.5

倍
に

増
加

し
て

お
り

、
現

時
点

で
目

標
値

を
達

成
し

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

2
6
1

3
5
7
6

1
6

、
離

島
航

路
の

船
舶

乗
降

人
員

実
績

は
、

平
成

2
6
年

に
6
9
2
万

人
ま

で
増

加
し

て
い

る
が

、
平

成
2
7
年

１
月

に
伊

良
部

大
橋

が
開

通
し

た
こ

と
に

よ
り

減
少

傾
向

に
あ

る
。

　
離

島
航

路
の

船
舶

乗
降

人
員

実
績

は
、

平
成

2
2
年

の
5
8
4
万

人
か

ら
平

成
2
9
年

に
は

6
0
0
万

人
と

基
準

値
を

上
回

っ
て

い
る

が
、

目
標

値
に

対
す

る
進

展
は

遅
れ

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
6
2

3
5
7
6

2
2

…
、

平
成

2
7
年

度
で

9
0
.5

％
ま

で
増

加
し

て
お

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

着
実

に
前

進
し

て
い

る
。

…
、

平
成

2
8
年

度
で

9
0
.5

％
ま

で
増

加
し

て
お

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

着
実

に
進

展
し

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
6
3

3
5
7
6

2
9

平
成

2
8
年

で
1
1
0
.4

万
人

と
、

基
準

値
の

約
2
.2

倍
に

増
加

し
て

お
り

、
現

時
点

で
目

標
値

を
上

回
っ

て
い

る
。

平
成

2
9
年

で
1
1
5
.9

万
人

と
、

基
準

値
の

約
2
.3

倍
に

増
加

し
て

お
り

、
現

時
点

で
目

標
値

を
達

成
し

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
6
4

3
5
7
6

3
5

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

成
果

指
標

名
基

準
値

現
状

値
R
３

年
度

　
目

標
値

離
島

空
港

の
年

間
旅

客
者

数
3
1
3
万

人
（
H

2
2
年

度
)

4
8
5
万

人
（
H

3
0
年

度
)

4
2
6
万

人
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書
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案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

2
6
5

3
5
7
6

3
7

表
中

「
離

島
航

路
の

船
舶

乗
降

実
績

」
現

状
値

6
0
6
万

人
（
H

2
8
年

)
表

中
「
離

島
航

路
の

船
舶

乗
降

実
績

」
現

状
値

6
0
0
万

人
（
H

2
9
年

)
【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
6
6

3
5
7
6

3
9

<
主

な
成

果
指

標
の

状
況

>
県

管
理

道
路

(離
島

)の
改

良
率

現
状

値
：
9
0
.5

%
（
H

2
8
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
6
7

3
5
7
6

4
1

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
一

般
乗

合
旅

客
輸

送
人

員
実

績
（
離

島
）
　

現
状

値
　

1
1
0
.4

万
人

（
H

2
8
年

度
）

＜
 主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
一

般
乗

合
旅

客
輸

送
人

員
実

績
（
離

島
）
　

現
状

値
　

1
1
5
.9

万
人

（
H

2
9
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

　
我

国
で

は
1
9
6
0
年

代
か

ら
1
9
7
0
年

代
初

頭
に

か
け

て
急

速
に

整
備

さ
れ

た
社

会
基

盤
施

設
の

多
く
が

建
設

後
4
0
年

か
ら

5
0
年

を
経

過
し

、
社

会
基

盤
施

設
の

老
朽

化
が

進
展

し
て

お
り

、
笹

子
ト

ン
ネ

ル
天

井
板

落
下

事
故

な
ど

重
大

損
傷

・
事

故
も

多
く
報

告
さ

れ
社

会
問

題
化

し
て

い
る

。
沖

縄
県

は
亜

熱
帯

気
候

に
属

し
、

高
温

多
湿

で
、

し
か

も
周

囲
を

海
に

囲
ま

れ
て

お
り

、
海

塩
粒

子
の

飛
散

等
に

よ
り

、
全

国
で

も
有

数
の

鋼
材

の
腐

食
と

コ
ン

ク
リ
ー

ト
の

塩
害

に
た

い
し

て
厳

し
い

環
境

下
に

あ
り

、
復

帰
後

5
0
年

近
く
を

迎
え

、
社

会
基

盤
施

設
の

老
朽

化
が

進
展

し
、

耐
久

性
能

が
低

下
し

て
い

る
。

現
在

進
め

ら
れ

て
い

る
長

寿
命

化
修

繕
計

画
で

は
、

従
来

の
事

後
的

な
大

規
模

修
繕

及
び

架
替

え
か

ら
、

信
頼

性
の

あ
る

定
期

点
検

に
よ

り
社

会
基

盤
施

設
の

状
態

を
的

確
に

把
握

し
、

予
防

的
な

補
修

・
補

強
を

行
い

、
必

要
に

応
じ

て
計

画
的

な
更

新
を

進
め

、
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

コ
ス

ト
の

最
小

化
と

構
造

物
の

長
寿

命
化

を
図

り
、

社
会

基
盤

施
設

の
安

生
性

・
信

頼
性

を
確

保
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

そ
の

た
め

に
は

高
度

な
技

術
者

の
育

成
、

点
検

診
断

技
術

の
確

立
、

劣
化

・
損

傷
予

測
精

度
の

向
上

、
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
保

守
管

理
体

制
の

確
立

及
び

事
業

を
確

実
に

実
施

で
き

る
予

算
を

確
保

で
き

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

　
社

会
基

盤
施

設
の

老
朽

化
対

策
は

全
国

的
に

重
要

な
問

題
で

あ
り

、
課

題
及

び
対

策
で

記
述

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

3
5
7
7

3

記
述

な
し

離
島

空
港

の
整

備
に

つ
い

て
は

、
離

島
の

玄
関

口
と

し
て

、
そ

の
機

能
の

維
持

又
は

充
実

に
向

け
、

施
設

等
の

計
画

的
な

維
持

管
理

・
更

新
や

機
能

強
化

に
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。
そ

の
た

め
、

　
空

港
施

設
の

老
朽

化
対

策
と

し
て

維
持

管
理

・
更

新
計

画
書

を
作

成
し

て
お

り
、

こ
の

計
画

に
基

づ
き

施
設

の
定

期
点

検
、

詳
細

点
検

な
ど

を
実

施
し

、
そ

の
結

果
等

を
踏

ま
え

適
切

な
時

期
の

修
繕

の
実

施
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

2
6
8
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理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

2
6
9

3
5
7
7

6

小
規

模
離

島
の

航
空

路
線

は
需

要
が

限
ら

れ
る

こ
と

な
ど

か
ら

座
席

当
た

り
の

運
航

コ
ス

ト
が

高
く
、

構
造

的
に

採
算

性
が

低
い

こ
と

な
ど

が
路

線
の

維
持

、
確

保
を

図
る

上
で

課
題

と
な

っ
て

い
る

。
こ

の
た

め
、

引
き

続
き

、
不

採
算

路
線

に
つ

い
て

の
運

航
費

補
助

や
航

空
機

購
入

の
補

助
な

ど
の

支
援

が
必

要
で

あ
る

。

小
規

模
離

島
の

航
空

路
線

は
需

要
が

限
ら

れ
る

こ
と

な
ど

か
ら

座
席

当
た

り
の

運
航

コ
ス

ト
が

高
く
、

構
造

的
に

採
算

性
が

低
い

こ
と

な
ど

が
路

線
の

維
持

、
確

保
を

図
る

上
で

課
題

と
な

っ
て

い
る

。
こ

の
た

め
、

地
元

自
治

体
、

航
空

会
社

及
び

県
等

の
関

係
者

が
連

携
し

て
航

空
需

要
の

創
出

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

不
採

算
路

線
に

つ
い

て
の

運
航

費
補

助
や

航
空

機
購

入
の

補
助

な
ど

の
支

援
が

必
要

で
あ

る
。

　
離

島
空

路
に

つ
い

て
、

地
域

を
挙

げ
て

採
算

性
を

高
め

る
な

ど
、

補
助

を
行

う
理

由
に

つ
い

て
記

載
を

行
う
必

要
が

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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行

報
 
告

 
書
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素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

3
5
7
7

2
5

記
述

な
し

　
県

で
は

、
復

帰
後

約
5
0
年

を
迎

え
、

こ
れ

ま
で

に
多

く
の

港
湾

施
設

の
整

備
を

進
め

て
き

た
が

、
今

後
、

施
設

の
老

朽
化

が
進

ん
で

い
く
こ

と
か

ら
、

適
切

な
管

理
を

行
う
た

め
の

維
持

・
更

新
費

の
増

大
が

予
想

さ
れ

る
。

　
そ

の
た

め
、

定
期

点
検

等
に

よ
り

港
湾

施
設

の
劣

化
度

を
把

握
し

、
維

持
管

理
コ

ス
ト

の
縮

減
を

図
り

な
が

ら
、

計
画

的
な

維
持

補
修

に
よ

り
長

寿
命

化
対

策
を

実
施

す
る

必
要

が
あ

る
。

　
我

国
で

は
1
9
6
0
年

代
か

ら
1
9
7
0
年

代
初

頭
に

か
け

て
急

速
に

整
備

さ
れ

た
社

会
基

盤
施

設
の

多
く
が

建
設

後
4
0
年

か
ら

5
0
年

を
経

過
し

、
社

会
基

盤
施

設
の

老
朽

化
が

進
展

し
て

お
り

、
笹

子
ト

ン
ネ

ル
天

井
板

落
下

事
故

な
ど

重
大

損
傷

・
事

故
も

多
く
報

告
さ

れ
社

会
問

題
化

し
て

い
る

。
沖

縄
県

は
亜

熱
帯

気
候

に
属

し
、

高
温

多
湿

で
、

し
か

も
周

囲
を

海
に

囲
ま

れ
て

お
り

、
海

塩
粒

子
の

飛
散

等
に

よ
り

、
全

国
で

も
有

数
の

鋼
材

の
腐

食
と

コ
ン

ク
リ
ー

ト
の

塩
害

に
た

い
し

て
厳

し
い

環
境

下
に

あ
り

、
復

帰
後

5
0
年

近
く
を

迎
え

、
社

会
基

盤
施

設
の

老
朽

化
が

進
展

し
、

耐
久

性
能

が
低

下
し

て
い

る
。

現
在

進
め

ら
れ

て
い

る
長

寿
命

化
修

繕
計

画
で

は
、

従
来

の
事

後
的

な
大

規
模

修
繕

及
び

架
替

え
か

ら
、

信
頼

性
の

あ
る

定
期

点
検

に
よ

り
社

会
基

盤
施

設
の

状
態

を
的

確
に

把
握

し
、

予
防

的
な

補
修

・
補

強
を

行
い

、
必

要
に

応
じ

て
計

画
的

な
更

新
を

進
め

、
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

コ
ス

ト
の

最
小

化
と

構
造

物
の

長
寿

命
化

を
図

り
、

社
会

基
盤

施
設

の
安

生
性

・
信

頼
性

を
確

保
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

そ
の

た
め

に
は

高
度

な
技

術
者

の
育

成
、

点
検

診
断

技
術

の
確

立
、

劣
化

・
損

傷
予

測
精

度
の

向
上

、
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
保

守
管

理
体

制
の

確
立

及
び

事
業

を
確

実
に

実
施

で
き

る
予

算
を

確
保

で
き

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

　
社

会
基

盤
施

設
の

老
朽

化
対

策
は

全
国

的
に

重
要

な
問

題
で

あ
り

、
課

題
及

び
対

策
で

記
述

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
7
0
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理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

2
7
1

4
5
7
8

7

市
町

村
道

の
道

路
改

良
率

（
過

疎
地

域
）
は

、
平

成
2
7
年

度
で

6
3
.6

％
と

改
善

し
て

い
る

が
、

一
部

事
業

の
遅

れ
等

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

各
市

町
村

と
の

連
携

、
情

報
共

有
に

努
め

て
い

る
。

市
町

村
道

の
道

路
改

良
率

（
過

疎
地

域
）
は

、
平

成
2
8
年

度
で

6
3
.6

％
と

改
善

し
て

い
る

が
、

進
展

遅
れ

と
な

っ
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
7
2

4
6
5
4

1
3

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

建
設

産
業

人
材

育
成

数
は

、
平

成
2
9
年

に
は

1
7
9
人

と
な

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

着
実

に
前

進
し

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

建
設

産
業

人
材

育
成

数
は

、
平

成
3
0
年

に
は

1
9
4
人

と
な

り
、

目
標

値
を

達
成

見
込

み
で

あ
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
7
3

4
6
6
0

1
5

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

人
口

１
万

人
あ

た
り

の
消

防
団

員
数

は
、

増
加

傾
向

に
あ

り
、

基
準

値
の

1
1
.7

人
か

ら
平

成
2
9
年

に
は

1
2
.1

人
と

な
り

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
着

実
に

前
進

し
て

い
る

。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

人
口

１
万

人
あ

た
り

の
消

防
団

員
数

は
、

増
加

傾
向

に
あ

り
、

基
準

値
の

1
1
.7

人
か

ら
平

成
3
0
年

に
1
2
.1

人
と

増
加

し
て

い
る

が
、

目
標

値
の

達
成

状
況

は
進

展
遅

れ
と

な
っ

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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紙

１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

2
7
4

4
6
7
0

1
2

平
成

2
9
年

度
で

航
路

が
6
5
万

6
千

人
と

基
準

値
の

約
1
.6

倍
、

航
空

路
が

3
6

1
3
 万

6
千

人
と

同
約

1
.8

倍
に

増
加

し
て

い
る

。

平
成

3
0
年

度
で

航
路

が
6
2
万

2
千

人
と

、
平

成
2
3
年

度
の

4
1
万

8
千

人
か

ら
約

1
.5

倍
、

航
空

路
が

3
9
万

7
千

人
と

平
成

2
3
年

度
の

2
0
万

6
千

人
か

ら
約

1
.9

倍
に

増
加

し
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
7
5

4
6
7
1

1
5

島
内

の
超

高
速

ブ
ロ

ー
ド

バ
ン

ド
環

境
の

構
築

に
取

り
組

ん
だ

。
島

内
の

光
フ

ァ
イ

バ
ー

網
に

よ
る

超
高

速
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

環
境

の
構

築
に

取
り

組
ん

だ
。

　
離

島
内

に
お

け
る

面
的

な
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

整
備

に
つ

い
て

、
記

載
を

検
討

し
て

は
ど

う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
7
6

4
6
7
1

1
6

超
高

速
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

基
盤

整
備

率
（
離

島
）
は

、
平

成
2
3
年

の
5
2
.3

%
か

ら
平

成
2
9
年

に
は

8
3
.7

%
と

大
幅

に
上

昇
し

た
。

超
高

速
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

基
盤

整
備

率
（
離

島
）
は

、
平

成
2
3
年

の
5
2
.3

%
か

ら
平

成
3
0
年

に
は

9
1
.4

%
と

大
幅

に
上

昇
し

た
。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
7
7

4
6
7
2

3
0

引
き

続
き

計
画

的
に

、
超

高
速

ブ
ロ

ー
ド

バ
ン

ド
環

境
の

整
備

促
進

に
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。

引
き

続
き

計
画

的
に

、
陸

上
の

光
フ

ァ
イ

バ
ー

網
に

よ
る

超
高

速
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

環
境

の
整

備
促

進
に

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
。

　
離

島
内

に
お

け
る

面
的

な
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

整
備

に
つ

い
て

、
記

載
を

検
討

し
て

は
ど

う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

2
7
8

4
6
7
2

3
1

大
東

地
区

に
お

い
て

は
、

中
継

伝
送

路
（
海

底
光

ケ
ー

ブ
ル

）
を

段
階

的
に

整
備

し
、

ル
ー

プ
化

に
よ

る
安

定
性

を
確

保
す

る
等

、

大
東

地
区

に
お

い
て

は
、

中
継

伝
送

路
（
海

底
光

ケ
ー

ブ
ル

）
を

段
階

的
に

整
備

し
、

２
ル

ー
ト

化
に

よ
る

安
定

性
を

確
保

す
る

等
、

先
島

地
区

、
久

米
島

地
区

で
２

ル
ー

ト
化

、
大

東
地

区
で

ル
ー

プ
化

と
の

記
載

が
あ

り
、

文
言

の
統

一
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
7
9

4
6
7
3

1
3

　
離

島
空

港
の

整
備

及
び

離
島

航
空

路
の

維
持

・
確

保
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
5
年

３
月

に
新

石
垣

空
港

を
開

港
し

た
ほ

か
、

宮
古

空
港

に
お

け
る

受
入

体
制

の
強

化
、

下
地

島
空

港
の

駐
車

場
施

設
整

備
な

ど
に

取
り

組
ん

だ
。

　
離

島
空

港
の

整
備

及
び

離
島

航
空

路
の

維
持

・
確

保
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
5
年

３
月

に
新

石
垣

空
港

を
開

港
し

た
ほ

か
、

新
石

垣
空

港
、

宮
古

空
港

及
び

下
地

島
空

港
に

お
け

る
受

入
体

制
の

強
化

に
取

り
組

ん
だ

。

【
総

合
部

会
意

見
】

誤
植

に
伴

い
修

正
を

行
う
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

2
8
0

4
6
7
3

1
7

　
こ

れ
ら

の
取

組
な

ど
に

よ
り

、
離

島
空

港
の

年
間

旅
客

数
は

、
平

成
2
9
年

度
で

4
6
8
万

人
と

、
約

1
.5

倍
に

増
加

し
て

お
り

、
現

時
点

で
目

標
値

を
達

成
し

て
い

る
。

　
こ

れ
ら

の
取

組
な

ど
に

よ
り

、
離

島
空

港
の

年
間

旅
客

数
は

、
平

成
3
0
年

度
で

4
8
5
万

人
と

、
約

1
.5

倍
に

増
加

し
て

お
り

、
現

時
点

で
目

標
値

を
達

成
し

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

2
8
1

4
6
7
3

3
3

…
、

平
成

2
1
年

度
の

8
9
.9

％
か

ら
平

成
2
7
年

度
に

は
9
0
.5

％
と

な
っ

た
。

…
、

平
成

2
1
年

度
の

8
9
.9

％
か

ら
平

成
2
8
年

度
に

は
9
0
.5

％
と

な
っ

た
。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

2
8
2

4
6
7
3

3
9

平
成

2
2
年

の
5
0
万

人
か

ら
平

成
2
8

年
に

は
1
1
0
.4

万
人

と
、

約
2
.2

倍
に

増
加

し
て

い
る

。

平
成

2
2
年

の
5
0
万

人
か

ら
平

成
2
9

年
に

は
1
1
5
.9

万
人

と
、

約
2
.3

倍
に

増
加

し
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
8
3

4
6
8
4

2
5

こ
の

結
果

、
新

石
垣

空
港

の
年

間
旅

客
者

数
（
国

際
線

）
は

、
平

成
2
2
年

度
の

1
.6

万
人

か
ら

平
成

2
9
年

度
の

8
.6

万
人

と
約

７
万

人
増

加
し

て
い

る
。

こ
の

結
果

、
新

石
垣

空
港

の
年

間
旅

客
者

数
（
国

際
線

）
は

、
平

成
2
2
年

度
の

1
.6

万
人

か
ら

平
成

3
0
年

度
の

8
.7

万
人

と
約

７
万

人
増

加
し

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
8
4

4
6
8
5

2
5

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

那
覇

港
に

お
け

る
ク

ル
ー

ズ
船

寄
港

回
数

に
つ

い
て

は
、

平
成

2
3
年

の
5
3
回

か
ら

平
成

2
9
年

に
は

2
2
4
回

に
増

加
し

た
。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

那
覇

港
に

お
け

る
ク

ル
ー

ズ
船

寄
港

回
数

に
つ

い
て

は
、

平
成

2
3
年

の
5
3
回

か
ら

平
成

3
0
年

に
は

2
4
3
回

に
増

加
し

た
。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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（

 
素

 
案

 
）
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文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案
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）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

2
8
5

4
6
8
7

1
2

　
各

拠
点

を
結

ぶ
道

路
網

の
整

備
に

つ
い

て
は

、
…

　
幹

線
道

路
網

の
整

備
に

つ
い

て
は

、
…

　
渋

滞
対

策
に

つ
い

て
、

今
ま

で
の

報
告

書
と

同
じ

こ
と

が
書

か
れ

て
い

る
が

、
何

の
デ

ー
タ

を
も

と
に

や
っ

て
い

る
の

か
。

ア
ン

ケ
ー

ト
な

の
か

、
実

際
に

ビ
ッ
グ

デ
ー

タ
を

解
析

し
た

結
果

、
ボ

ト
ル

ネ
ッ

ク
が

あ
る

と
か

、
乗

り
換

え
の

運
行

障
壁

が
出

て
い

る
と

か
を

も
と

に
し

た
記

載
な

の
か

が
見

え
て

こ
な

い
。

　
次

の
計

画
に

向
け

て
の

点
検

報
告

書
で

あ
れ

ば
、

ビ
ッ
グ

デ
ー

タ
等

の
活

用
に

よ
っ

て
実

態
を

整
理

し
、

よ
り

効
果

的
な

投
資

を
す

る
と

い
う
方

針
づ

け
の

記
載

を
行

う
必

要
が

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
8
6

4
6
8
7

2
1

令
和

元
年

度
に

開
通

す
る

予
定

で
あ

る
。

令
和

元
年

1
0
月

1
日

に
開

通
し

た
。

【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
8
7

4
6
8
7

2
6

平
成

2
9
年

度
に

は
４

万
9
,7

1
6
人

/
日

と
な

っ
た

。
平

成
3
0
年

度
に

は
５

万
2
,3

5
5
人

/
日

と
な

っ
た

。
【
総

合
部

会
意

見
】

最
新

値
に

更
新

す
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

2
8
8

4
6
8
7

3
9

　
こ

れ
ら

の
取

組
な

ど
に

よ
り

、
バ

ス
の

利
用

環
境

が
改

善
さ

れ
、

利
用

者
の

減
少

に
歯

止
め

が
か

か
り

つ
つ

あ
る

も
の

の
、

依
然

と
し

て
県

民
の

自
動

車
依

存
が

高
い

こ
と

や
市

街
地

の
拡

大
等

が
影

響
し

、
乗

合
バ

ス
利

用
者

数
は

平
成

1
8
年

度
８

万
7
4
5
人

／
日

か
ら

平
成

2
9
年

度
７

万
2
,1

6
1
人

／
日

と
な

っ
た

。

　
こ

れ
ら

の
取

組
な

ど
に

よ
り

、
バ

ス
の

乗
降

時
間

や
待

ち
時

間
及

び
所

要
時

間
の

短
縮

が
図

ら
れ

る
な

ど
の

利
用

環
境

改
善

効
果

が
現

れ
て

お
り

、
依

然
と

し
て

県
民

の
自

動
車

依
存

が
高

い
こ

と
や

市
街

地
の

拡
大

等
が

影
響

し
、

乗
合

バ
ス

利
用

者
数

は
平

成
1
8
年

度
８

万
7
4
5
人

／
日

か
ら

平
成

2
9
年

度
７

万
2
,1

6
1
人

／
日

と
減

少
し

て
い

る
も

の
の

、
バ

ス
の

利
用

環
境

改
善

に
係

る
取

組
を

開
始

し
た

平
成

2
4
年

度
以

降
は

、
利

用
者

の
減

少
に

歯
止

め
が

か
か

り
つ

つ
あ

る
。

・
バ

ス
に

関
す

る
記

述
を

適
切

に
す

べ
き

。
　

バ
ス

利
用

者
が

減
少

し
て

い
る

と
な

っ
て

い
る

が
、

丁
寧

に
評

価
す

べ
き

（
現

状
の

記
述

で
は

こ
れ

ま
で

の
努

力
が

無
駄

の
よ

う
に

見
え

る
）
。

そ
も

そ
も

バ
ス

の
サ

ー
ビ

ス
レ

ベ
ル

（
運

行
本

数
な

ど
）
は

か
な

り
下

が
っ

て
い

る
は

ず
で

あ
る

。
そ

れ
な

の
に

，
利

用
者

を
増

や
す

と
い

う
こ

と
か

。
例

え
ば

，
補

助
路

線
や

補
助

額
で

見
た

ら
ど

う
な

る
の

か
、

路
線

別
平

均
乗

車
密

度
は

ど
う
な

の
か

な
ど

、
ど

こ
に

効
果

が
表

れ
、

影
響

が
出

て
い

る
の

は
ど

こ
な

の
か

を
記

述
す

る
必

要
が

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

2
8
9

4
6
8
8

1
5

　
各

拠
点

を
結

ぶ
道

路
網

の
整

備
に

つ
い

て
、

道
路

は
県

民
生

活
や

経
済

活
動

を
支

え
る

重
要

な
役

割
を

果
た

し
て

い
る

が
、

広
域

交
流

拠
点

と
各

圏
域

拠
点

間
の

有
機

的
な

連
結

が
実

現
し

て
い

な
い

。
ま

た
、

沖
縄

は
自

動
車

へ
の

依
存

が
高

く
、

自
動

車
保

有
台

数
の

増
加

、
中

南
部

都
市

圏
へ

の
人

口
集

中
、

レ
ン

タ
カ

ー
利

用
の

増
加

等
に

よ
り

慢
性

的
な

交
通

渋
滞

が
発

生
し

て
い

る
と

い
う
課

題
が

あ
る

。
こ

の
た

め
、

那
覇

空
港

自
動

車
道

や
沖

縄
西

海
岸

道
路

等
と

と
も

に
、

本
島

南
北

軸
と

東
西

軸
を

有
機

的
に

結
ぶ

ハ
シ

ゴ
道

路
等

の
幹

線
道

路
の

早
期

構
築

が
必

要
で

あ
る

。

 幹
線

道
路

網
の

整
備

に
つ

い
て

は
、

計
画

策
定

時
か

ら
着

実
に

進
展

し
て

い
る

も
の

の
、

各
拠

点
間

を
結

ぶ
広

域
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
が

不
十

分
な

状
況

と
な

っ
て

い
る

。
　

ま
た

、
沖

縄
は

自
動

車
へ

の
依

存
が

高
く
、

自
動

車
保

有
台

数
の

増
加

、
中

南
部

都
市

圏
へ

の
人

口
集

中
、

レ
ン

タ
カ

ー
利

用
の

増
加

等
に

よ
り

慢
性

的
な

交
通

渋
滞

が
依

然
と

し
て

発
生

し
て

い
る

。
　

こ
の

た
め

、
ハ

シ
ゴ

道
路

を
は

じ
め

と
す

る
体

系
的

な
幹

線
道

路
網

の
構

築
や

、
主

要
渋

滞
箇

所
に

お
け

る
渋

滞
ボ

ト
ル

ネ
ッ
ク

対
策

を
引

き
続

き
推

進
す

る
ほ

か
、

ビ
ッ
グ

デ
ー

タ
を

活
用

し
た

道
路

交
通

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
も

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
。

　
渋

滞
対

策
に

つ
い

て
、

今
ま

で
の

報
告

書
と

同
じ

こ
と

が
書

か
れ

て
い

る
が

、
何

の
デ

ー
タ

を
も

と
に

や
っ

て
い

る
の

か
。

ア
ン

ケ
ー

ト
な

の
か

、
実

際
に

ビ
ッ
グ

デ
ー

タ
を

解
析

し
た

結
果

、
ボ

ト
ル

ネ
ッ

ク
が

あ
る

と
か

、
乗

り
換

え
の

運
行

障
壁

が
出

て
い

る
と

か
を

も
と

に
し

た
記

載
な

の
か

が
見

え
て

こ
な

い
。

　
次

の
計

画
に

向
け

て
の

点
検

報
告

書
で

あ
れ

ば
、

ビ
ッ
グ

デ
ー

タ
等

の
活

用
に

よ
っ

て
実

態
を

整
理

し
、

よ
り

効
果

的
な

投
資

を
す

る
と

い
う
方

針
づ

け
の

記
載

を
行

う
必

要
が

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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書

 
（
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案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

2
9
0

　
鉄

軌
道

に
つ

い
て

は
、

平
成

２
６

年
度

か
ら

平
成

２
９

年
度

に
か

け
て

、
３

つ
の

検
討

委
員

会
が

設
置

さ
れ

、
更

に
パ

ブ
リ
ッ

ク
・
イ

ン
ボ

ル
ブ

メ
ン

ト
（
Ｐ

Ｉ）
を

導
入

し
、

多
く
の

専
門

家
、

県
民

等
の

意
見

を
聞

き
な

が
ら

検
討

が
行

わ
れ

、
平

成
3
0
年

5
月

に
構

想
段

階
の

計
画

書
が

策
定

さ
れ

た
。

技
術

検
討

委
員

会
副

委
員

長
を

務
め

た
が

、
今

後
は

鉄
軌

道
の

実
現

に
向

け
、

整
備

計
画

等
の

具
体

的
な

検
討

が
行

わ
れ

る
も

の
と

認
識

し
て

い
る

。
　

加
え

て
、

鉄
軌

道
の

導
入

に
あ

た
っ

て
は

、
非

沿
線

地
域

住
民

の
方

々
に

も
鉄

軌
道

を
利

用
し

や
す

い
環

境
を

構
築

し
、

県
民

や
観

光
客

の
移

動
利

便
性

向
上

を
図

り
、

鉄
軌

道
の

安
定

需
要

を
確

保
し

て
い

く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

現
沖

縄
２

１
世

紀
ビ

ジ
ョ
ン

基
本

計
画

に
お

い
て

「
鉄

軌
道

を
含

む
新

た
な

公
共

交
通

シ
ス

テ
ム

と
地

域
を

結
ぶ

利
便

性
の

高
い

公
共

交
通

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

に
向

け
た

取
組

を
推

進
」
す

る
こ

と
が

明
確

に
位

置
づ

け
ら

れ
て

い
る

。
　

し
か

し
な

が
ら

、
総

点
検

報
告

書
の

記
載

で
は

、
鉄

軌
道

の
導

入
及

び
フ

ィ
ー

ダ
ー

交
通

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

に
対

し
、

「
調

査
・
研

究
」
と

の
記

載
と

な
っ

て
お

り
、

現
沖

縄
２

１
世

紀
ビ

ジ
ョ
ン

基
本

計
画

の
記

述
か

ら
後

退
し

た
内

容
と

受
け

止
め

ら
れ

か
ね

な
い

。
　

し
た

が
っ

て
、

鉄
軌

道
の

導
入

に
向

け
た

こ
れ

ま
で

の
取

組
を

踏
ま

え
、

計
画

実
現

に
向

け
た

取
組

の
推

進
を

強
く
打

ち
出

す
べ

き
で

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

4
6
8
8

2
9

　
鉄

軌
道

を
含

む
新

た
な

公
共

交
通

シ
ス

テ
ム

の
導

入
に

向
け

て
は

、
骨

格
軸

で
あ

る
鉄

軌
道

と
各

地
域

と
を

結
ぶ

フ
ィ
ー

ダ
ー

交
通

等
が

連
結

す
る

南
部

・
中

部
・
北

部
の

有
機

的
な

公
共

交
通

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

に
つ

い
て

、
今

後
の

制
度

改
革

や
新

た
な

技
術

開
発

等
の

動
き

も
捉

え
な

が
ら

調
査

研
究

を
推

進
す

る
必

要
が

あ
る

。
加

え
て

、
ア

ジ
ア

の
ダ

イ
ナ

ミ
ズ

ム
を

取
り

込
み

な
が

ら
、

経
済

全
体

を
活

性
化

さ
せ

、
持

続
的

に
発

展
す

る
好

循
環

を
創

り
あ

げ
る

た
め

、
シ

ー
ム

レ
ス

な
ア

ジ
ア

の
空

、
海

、
陸

の
交

通
体

系
に

対
応

で
き

る
鉄

軌
道

を
研

究
す

る
必

要
が

あ
る

。

　
鉄

軌
道

を
含

む
新

た
な

公
共

交
通

シ
ス

テ
ム

の
導

入
に

向
け

て
は

、
骨

格
軸

で
あ

る
鉄

軌
道

と
各

地
域

と
を

結
ぶ

フ
ィ
ー

ダ
ー

交
通

が
連

結
す

る
南

部
・

中
部

・
北

部
の

有
機

的
な

公
共

交
通

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

に
つ

い
て

、
引

き
続

き
取

組
を

進
め

る
必

要
が

あ
る

。
加

え
て

、
ア

ジ
ア

の
ダ

イ
ナ

ミ
ズ

ム
を

取
り

込
み

な
が

ら
、

経
済

全
体

を
活

性
化

さ
せ

、
持

続
的

に
発

展
す

る
好

循
環

を
創

り
あ

げ
る

た
め

、
シ

ー
ム

レ
ス

な
ア

ジ
ア

の
空

、
海

、
陸

の
交

通
体

系
に

対
応

で
き

る
鉄

軌
道

の
実

現
に

向
け

、
今

後
の

制
度

改
革

や
新

た
な

技
術

開
発

等
の

動
き

も
捉

え
な

が
ら

取
組

を
推

進
す

る
必

要
が

あ
る

。
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理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

2
9
1

5
7
0
6

3
4

平
成

2
4
年

度
以

降
、

基
準

値
で

あ
る

1
7
3
メ

ッ
シ

ュ
以

上
の

値
で

推
移

し
て

い
る

。
（
メ

ッ
シ

ュ
と

は
一

定
の

経
線

・
緯

線
で

地
域

を
網

の
目

状
に

区
画

（
一

区
画

約
1
.3

×
0
.9

km
）
し

た
も

の
）

平
成

2
4
年

度
以

降
、

基
準

値
で

あ
る

1
7
3
メ

ッ
シ

ュ
以

上
の

値
で

推
移

し
て

い
る

（
メ

ッ
シ

ュ
と

は
一

定
の

経
線

・
緯

線
で

地
域

を
網

の
目

状
に

区
画

（
一

区
画

約
1
.3

×
0
.9

km
）
し

た
も

の
）
。

道
路

横
断

ボ
ッ
ク

ス
や

警
戒

標
識

を
設

置
す

る
な

ど
ロ

ー
ド

キ
ル

対
策

に
つ

い
て

も
取

組
を

行
っ

て
い

る
。

　
北

部
、

八
重

山
の

世
界

自
然

遺
産

登
録

に
つ

い
て

、
オ

ー
バ

ー
ツ

ー
リ
ズ

ム
の

問
題

が
あ

る
が

ロ
ー

ド
キ

ル
に

関
す

る
記

載
が

無
い

。
　

道
路

管
理

者
が

で
き

る
こ

と
は

多
く

あ
る

。
レ

ン
タ

カ
ー

や
地

元
の

車
両

に
つ

い
て

車
両

速
度

お
よ

び
交

通
量

の
制

限
な

ど
に

つ
い

て
検

討
が

必
要

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
9
2

5
7
0
9

3
5

離
島

及
び

過
疎

地
域

の
市

町
村

に
お

け
る

超
高

速
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

環
境

整
備

を
促

進
し

た
。

離
島

及
び

過
疎

地
域

の
市

町
村

に
お

け
る

陸
上

の
光

フ
ァ
イ

バ
ー

網
に

よ
る

超
高

速
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

環
境

整
備

を
促

進
し

た
。

　
離

島
内

に
お

け
る

面
的

な
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

整
備

に
つ

い
て

、
記

載
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
9
3

5
7
2
6

4
1

ま
た

、
陸

上
交

通
に

つ
い

て
は

、
那

覇
空

港
自

動
車

道
、

沖
縄

西
海

岸
道

路
の

整
備

を
促

進
し

、
モ

ノ
レ

ー
ル

延
伸

整
備

や
、

鉄
軌

道
の

導
入

に
向

け
た

取
り

組
み

を
行

う
と

と
も

に
、

離
島

地
域

に
つ

い
て

は
、

離
島

住
民

等
の

交
通

コ
ス

ト
の

負
担

軽
減

な
ど

に
取

り
組

ん
だ

。

ま
た

、
陸

上
交

通
に

つ
い

て
は

、
那

覇
空

港
自

動
車

道
、

沖
縄

西
海

岸
道

路
の

整
備

を
促

進
し

、
モ

ノ
レ

ー
ル

延
長

整
備

や
、

鉄
軌

道
の

導
入

に
向

け
た

取
組

を
行

う
と

と
も

に
、

離
島

地
域

に
つ

い
て

は
、

離
島

住
民

等
の

交
通

コ
ス

ト
の

負
担

軽
減

な
ど

に
取

り
組

ん
だ

。

【
総

合
部

会
意

見
】

誤
植

に
伴

い
修

正
を

行
う
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

2
9
4

5
7
2
8

3
1

モ
ノ

レ
ー

ル
延

長
整

備
に

つ
い

て
は

、
首

里
駅

～
て

だ
こ

浦
西

駅
ま

で
の

約
4
.1

㎞
を

延
長

に
向

け
て

整
備

に
取

り
組

ん
で

お
り

、
令

和
元

年
に

開
通

す
る

予
定

で
あ

る
。

て
だ

こ
浦

西
駅

周
辺

に
お

い
て

は
、

沖
縄

自
動

車
と

浦
添

西
原

線
、

都
市

モ
ノ

レ
ー

ル
が

連
結

す
る

優
れ

た
交

通
結

節
機

能
を

確
保

す
る

た
め

、
イ

ン
タ

ー
チ

ェ
ン

ジ
や

1
,0

0
0
台

規
模

の
パ

－
ク

ア
ン

ド
ラ

イ
ド

駐
車

場
等

の
整

備
を

実
施

し
て

お
り

、
自

動
車

か
ら

公
共

交
通

へ
の

転
換

促
進

が
見

込
ま

れ
る

。

モ
ノ

レ
ー

ル
延

長
整

備
に

つ
い

て
は

、
首

里
駅

～
て

だ
こ

浦
西

駅
ま

で
の

約
4
.1

㎞
を

延
長

に
向

け
て

整
備

に
取

り
組

み
、

令
和

元
年

1
0
月

1
日

に
開

通
し

た
。

て
だ

こ
浦

西
駅

周
辺

に
お

い
て

は
、

沖
縄

自
動

車
道

と
浦

添
西

原
線

、
都

市
モ

ノ
レ

ー
ル

が
連

結
す

る
優

れ
た

交
通

結
節

機
能

を
確

保
す

る
た

め
、

イ
ン

タ
ー

チ
ェ
ン

ジ
や

1
,0

0
0
台

規
模

の
パ

－
ク

ア
ン

ド
ラ

イ
ド

駐
車

場
等

の
整

備
を

実
施

し
て

お
り

、
自

動
車

か
ら

公
共

交
通

へ
の

転
換

促
進

が
見

込
ま

れ
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

誤
植

に
伴

い
修

正
を

行
う
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
9
5

5
7
3
1

2
8

各
離

島
に

お
け

る
超

高
速

ブ
ロ

ー
ド

バ
ン

ド
の

環
境

が
整

備
さ

れ
た

。
各

離
島

に
お

け
る

陸
上

の
光

フ
ァ
イ

バ
ー

網
に

よ
る

超
高

速
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

の
環

境
が

整
備

さ
れ

た
。

　
離

島
内

に
お

け
る

面
的

な
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

整
備

に
つ

い
て

、
記

載
を

検
討

し
て

は
ど

う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

2
9
6

5
7
3
4

1
6

離
島

地
域

の
超

高
速

ブ
ロ

ー
ド

バ
ン

ド
環

境
の

整
備

促
進

に
、

引
き

続
き

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
。

離
島

地
域

に
お

け
る

陸
上

の
光

フ
ァ
イ

バ
ー

網
に

よ
る

超
高

速
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

環
境

の
整

備
促

進
に

、
引

き
続

き
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。

　
離

島
内

に
お

け
る

面
的

な
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

整
備

に
つ

い
て

、
記

載
を

検
討

し
て

は
ど

う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
9
7

5
7
3
4

1
7

大
東

地
区

に
お

い
て

は
、

中
継

伝
送

路
（
海

底
光

ケ
ー

ブ
ル

）
を

段
階

的
に

整
備

し
、

ル
ー

プ
化

に
よ

る
安

定
性

を
確

保
す

る
等

、

大
東

地
区

に
お

い
て

は
、

中
継

伝
送

路
（
海

底
光

ケ
ー

ブ
ル

）
を

段
階

的
に

整
備

し
、

２
ル

ー
ト

化
に

よ
る

安
定

性
を

確
保

す
る

等
、

先
島

地
区

、
久

米
島

地
区

で
２

ル
ー

ト
化

、
大

東
地

区
で

ル
ー

プ
化

と
の

記
載

が
あ

り
、

文
言

の
統

一
を

検
討

し
て

は
ど

う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
9
8

5
7
4
1

3
9

離
島

及
び

過
疎

地
域

の
市

町
村

に
お

け
る

超
高

速
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

環
境

の
整

備
を

促
進

し
た

。

離
島

及
び

過
疎

地
域

の
市

町
村

に
お

け
る

陸
上

の
光

フ
ァ
イ

バ
ー

網
に

よ
る

超
高

速
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

環
境

の
整

備
を

促
進

し
た

。

　
離

島
内

に
お

け
る

面
的

な
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

整
備

に
つ

い
て

、
記

載
を

検
討

し
て

は
ど

う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

2
9
9

5
7
5
1

8

離
島

及
び

過
疎

地
域

の
市

町
村

に
お

け
る

超
高

速
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

環
境

の
整

備
を

促
進

し
た

。

離
島

及
び

過
疎

地
域

の
市

町
村

に
お

け
る

陸
上

の
光

フ
ァ
イ

バ
ー

網
に

よ
る

超
高

速
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

環
境

の
整

備
を

促
進

し
た

。

　
離

島
内

に
お

け
る

面
的

な
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

整
備

に
つ

い
て

、
記

載
を

検
討

し
て

は
ど

う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

3
0
0

5
7
5
2

2
9

カ
バ

ー
ク

ロ
ッ
プ

栽
培

や
グ

リ
ー

ン
ベ

ル
ト

設
置

等
を

推
進

し
、

農
家

へ
の

普
及

啓
発

に
取

り
組

ん
で

い
る

。

カ
バ

ー
ク

ロ
ッ
プ

栽
培

や
グ

リ
ー

ン
ベ

ル
ト

設
置

等
を

推
進

し
、

農
家

へ
の

普
及

啓
発

に
取

り
組

ん
で

い
る

。
　

イ
リ
オ

モ
テ

ヤ
マ

ネ
コ

な
ど

希
少

種
保

護
に

つ
い

て
は

、
道

路
横

断
ボ

ッ
ク

ス
や

注
意

喚
起

看
板

を
設

置
す

る
な

ど
ロ

ー
ド

キ
ル

対
策

に
取

り
組

ん
で

い
る

。

　
北

部
、

八
重

山
の

世
界

自
然

遺
産

登
録

に
つ

い
て

、
オ

ー
バ

ー
ツ

ー
リ
ズ

ム
の

問
題

が
あ

る
が

ロ
ー

ド
キ

ル
に

関
す

る
記

載
が

無
い

。
　

道
路

管
理

者
が

で
き

る
こ

と
は

多
く

あ
る

。
レ

ン
タ

カ
ー

や
地

元
の

車
両

に
つ

い
て

車
両

速
度

お
よ

び
交

通
量

の
制

限
な

ど
に

つ
い

て
検

討
が

必
要

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

２

分
　

　
野

課
　

　
題

　
　

の
　

　
内

　
　

容
課

　
題

　
設

　
定

　
の

　
考

　
え

　
方

総
点

検
報

告
書

（
素

案
）

の
関

連
箇

所
備

　
　

考

離
島

振
興

（
産

業
振

興
）

生
活

基
盤

整
備

水
資

源
の

確
保

に
つ

い
て

（
問

題
）
観

光
客

の
飛

躍
的

増
大

や
気

候
変

動
に

伴
い

、
島

に
よ

っ
て

は
水

資
源

の
不

足
が

懸
念

さ
れ

る
。

（
課

題
）
離

島
毎

に
水

資
源

の
確

保
に

つ
い

て
検

討
が

必
要

で
あ

る
。

第
2
章

　
9
2
頁

平
良

専
門

委
員

防
災

水
害

に
関

す
る

対
策

に
つ

い
て

（
問

題
）
水

防
災

意
識

社
会

の
再

構
築

、
水

防
法

・
土

砂
災

害
防

止
法

の
改

訂
、

要
配

慮
者

利
用

施
設

避
難

確
保

計
画

の
義

務
化

な
ど

、
豪

雨
災

害
に

関
係

す
る

法
・
制

度
が

大
き

く
変

更
さ

れ
て

い
る

。
（
課

題
）
沖

縄
県

に
お

け
る

、
水

防
に

関
す

る
総

合
的

な
対

応
の

検
討

が
必

要
で

あ
る

。

第
2
章

　
1
0
9
頁

　
　

　
　

　
１

1
0
頁

神
谷

専
門

委
員

社
会

基
盤

整
備

自
転

車
利

用
推

進
に

つ
い

て
（
問

題
）
自

転
車

利
用

推
進

法
が

制
定

さ
れ

、
県

内
に

お
い

て
も

自
転

車
道

の
整

備
が

進
ん

で
い

る
が

自
転

車
の

利
用

率
が

低
い

。
（
課

題
）
自

転
車

の
利

用
促

進
対

策
が

必
要

で
あ

る
。

第
3
章

　
3
2
9
頁

神
谷

専
門

委
員

社
会

基
盤

整
備

沖
縄

都
市

モ
ノ

レ
ー

ル
の

輸
送

力
増

強
に

つ
い

て

（
問

題
）
沖

縄
都

市
モ

ノ
レ

ー
ル

の
乗

客
数

は
予

想
を

上
回

る
ペ

ー
ス

で
増

加
し

て
お

り
車

両
や

駅
舎

等
の

混
雑

が
問

題
と

な
っ

て
い

る
。

（
課

題
）
沖

縄
都

市
モ

ノ
レ

ー
ル

の
施

設
・
設

備
等

に
つ

い
て

は
、

増
加

す
る

需
要

に
対

応
で

き
る

よ
う

輸
送

力
の

増
強

等
に

つ
い

て
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

第
3
章

　
3
5
1
頁

美
里

専
門

委
員

産
業

振
興

部
会

金
城

克
也

専
門

委
員

防
災

無
電

柱
化

に
よ

る
防

災
に

つ
い

て

（
問

題
）
台

風
常

襲
地

帯
の

本
県

に
お

い
て

は
、

電
柱

の
倒

壊
な

ど
に

伴
う

停
電

に
よ

り
県

民
生

活
や

様
々

な
産

業
に

影
響

が
出

る
可

能
性

が
あ

る
。

（
課

題
）
安

全
・
安

心
、

観
光

の
振

興
な

ど
防

災
・
産

業
振

興
の

観
点

か
ら

無
電

柱
化

推
進

の
更

な
る

検
討

が
必

要
で

あ
る

。

第
3
章

　
3
6
8
頁

神
谷

専
門

委
員

平
良

専
門

委
員

重
要

性
を

増
し

た
課

題
及

び
新

た
に

生
じ

た
課

題
の

一
（
基

盤
整

備
部

会
）

　
①

 重
 要

 性
 を

 増
 し

 た
 課

 題
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別
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２

分
　

　
野

課
　

　
題

　
　

の
　

　
内

　
　

容
課

　
題

　
設

　
定

　
の

　
考

　
え

　
方

総
点

検
報

告
書

（
素

案
）

の
関

連
箇

所
備

　
　

考

　
①

 重
 要

 性
 を

 増
 し

 た
 課

 題

社
会

基
盤

整
備

通
学

路
の

安
全

対
策

に
つ

い
て

（
問

題
）
通

学
路

に
お

い
て

重
大

事
故

が
発

生
す

る
な

ど
安

全
対

策
が

急
務

と
な

っ
て

い
る

。
（
課

題
）
通

学
路

に
お

け
る

安
全

・
安

心
な

歩
行

空
間

に
関

す
る

更
な

る
検

討
が

必
要

で
あ

る
。

第
3
章

　
3
7
4
頁

神
谷

専
門

委
員

防
災

地
域

継
続

計
画

等
，

県
土

と
し

て
の

復
旧

計
画

に
つ

い
て

（
問

題
）
防

災
計

画
に

つ
い

て
、

社
会

基
盤

の
耐

震
化

や
設

備
、

機
材

の
確

保
に

つ
い

て
検

討
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

（
課

題
）
沖

縄
県

の
防

災
計

画
に

つ
い

て
は

、
社

会
基

盤
や

設
備

、
機

材
な

ど
に

つ
い

て
幅

広
い

分
野

で
総

合
的

な
取

り
組

み
を

行
う

ほ
か

、
市

町
村

に
お

い
て

は
国

土
強

靱
化

地
域

計
画

な
ど

の
策

定
が

必
要

で
あ

る
。

第
3
章

　
4
1
3
頁

神
谷

専
門

委
員

防
災

災
害

時
避

難
所

及
び

支
援

の
充

実
に

つ
い

て

（
問

題
）
災

害
時

の
避

難
所

の
設

備
や

要
配

慮
者

へ
の

対
応

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。
（
課

題
）
避

難
所

に
お

け
る

設
備

や
要

配
慮

者
な

ど
の

対
応

を
各

部
署

に
お

い
て

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

第
3
章

　
4
1
5
頁

神
谷

専
門

委
員

製
造

・
中

小
企

業
等

振
興

建
設

産
業

に
お

け
る

も
の

づ
く
り

産
業

の
振

興

（
問

題
）
建

設
産

業
の

高
度

化
に

と
も

な
い

、
も

の
づ

く
り

産
業

の
支

援
制

度
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

（
課

題
）
沖

縄
県

に
お

い
て

は
建

設
業

は
重

要
な

役
割

を
果

た
し

て
お

り
、

建
設

関
連

業
の

高
度

化
・
振

興
を

支
援

す
る

必
要

が
あ

る
。

第
3
章

　
5
4
7
頁

平
良

専
門

委
員

社
会

基
盤

整
備

人
口

減
少

時
代

の
都

市
構

造
へ

の
転

換
に

つ
い

て

（
問

題
）
人

口
減

少
時

代
に

対
応

し
た

都
市

構
造

へ
の

転
換

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。
（
課

題
）
コ

ン
パ

ク
ト

プ
ラ

ス
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
な

ど
、

人
口

減
少

時
代

に
対

応
し

た
都

市
構

造
へ

の
転

換
に

向
け

た
長

期
的

な
取

り
組

み
が

必
要

で
あ

る
。

第
3
章

　
3
4
9
頁

小
野

専
門

委
員

社
会

基
盤

整
備

増
加

す
る

観
光

客
の

受
け

入
れ

環
境

整
備

に
つ

い
て

（
問

題
）
観

光
客

の
大

幅
な

増
加

に
伴

い
、

地
域

・
離

島
お

い
て

は
観

光
客

の
受

け
入

れ
が

課
題

と
な

っ
て

い
る

。
（
課

題
）
観

光
客

の
大

幅
な

増
加

に
対

応
し

た
道

路
、

空
港

、
港

湾
な

ど
の

社
会

基
盤

整
備

等
の

在
り

方
に

つ
い

て
検

討
が

必
要

で
あ

る
。

－
平

良
専

門
委

員
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分
　

　
野

課
　

　
題

　
　

の
　

　
内

　
　

容
課

　
題

　
設

　
定

　
の

　
考

　
え

　
方

総
点

検
報

告
書

（
素

案
）

の
関

連
箇

所
備

　
　

考

　
①

 重
 要

 性
 を

 増
 し

 た
 課

 題

人
材

育
成

建
設

関
連

産
業

人
材

の
育

成
と

確
保

に
つ

い
て

（
問

題
）
建

設
業

界
で

は
人

材
が

不
足

し
て

い
る

。
（
課

題
）
幅

広
い

人
材

の
育

成
・
確

保
と

建
設

産
業

の
魅

力
発

信
が

必
要

で
あ

る
。

－
平

良
専

門
委

員

社
会

基
盤

整
備

情
報

通
信

関
連

産
業

振
興

E
B

P
M

（
E
vi

de
n
c
e
 B

as
e
d 

P
o
lic

y
M

ak
in

g）
ー

デ
ー

タ
・
証

拠
に

基
づ

い
た

効
果

計
測

方
法

に
つ

い
て

（
問

題
）
デ

ー
タ

・
証

拠
に

基
づ

い
た

施
策

展
開

が
十

分
で

な
い

。
（
課

題
）
Io

T
、

IC
T
、

各
種

セ
ン

サ
ー

技
術

、
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
な

ど
を

活
用

し
た

取
組

や
施

策
の

検
討

が
必

要
で

あ
る

。
－

神
谷

専
門

委
員

社
会

基
盤

整
備

民
間

活
力

の
導

入
（
P
P
P
/
P
F
I)
に

つ
い

て

（
問

題
）
財

政
が

ひ
っ

迫
す

る
状

況
に

お
い

て
、

民
間

活
力

の
導

入
（
P
P
P
/
P
F
I)

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。
（
課

題
）
限

り
あ

る
予

算
の

効
率

的
な

執
行

が
重

要
と

な
っ

て
お

り
、

更
な

る
民

間
活

力
の

導
入

が
必

要
と

な
っ

て
い

る
。

－
神

谷
専

門
委

員

社
会

基
盤

整
備

社
会

基
盤

施
設

の
老

朽
化

対
策

に
つ

い
て

（
問

題
）
社

会
基

盤
施

設
に

つ
い

て
、

厳
し

い
環

境
条

件
や

施
設

の
多

く
が

５
０

年
を

経
過

す
る

こ
と

に
よ

る
耐

久
性

能
の

低
下

及
び

老
朽

化
が

懸
念

さ
れ

て
い

る
。

（
課

題
）
膨

大
な

維
持

・
更

新
費

用
を

限
ら

れ
た

人
員

、
予

算
の

中
で

必
要

な
点

検
、

診
断

、
修

繕
、

更
新

を
長

寿
命

化
修

繕
計

画
等

に
基

づ
き

計
画

的
に

推
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

－
有

住
部

会
長

119



別
紙

２

分
　

　
野

課
　

　
題

　
　

の
　

　
内

　
　

容
課

　
題
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定

　
の
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え
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総
点

検
報

告
書

（
素

案
）

の
関

連
箇

所
備

　
　

考

生
活

基
盤

整
備

上
水

道
の

安
全

性
確

保
に

つ
い

て

（
問

題
）
米

軍
・
嘉

手
納

飛
行

場
由

来
の

汚
染

と
思

わ
れ

る
有

機
フ

ッ
素

化
合

物
(P

F
O

S
、

P
F
O

A
)が

問
題

と
な

る
な

ど
上

水
道

の
安

全
性

の
確

保
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

（
課

題
）
県

民
の

安
全

・
安

心
の

観
点

か
ら

上
下

水
道

の
整

備
に

合
わ

せ
て

水
質

の
確

保
対

策
が

必
要

。

第
2
章

　
1
0
0
頁

平
良

専
門

委
員

社
会

基
盤

整
備

情
報

通
信

関
連

産
業

振
興

S
o
c
ie

ty
 5

.0
に

向
け

た
社

会
基

盤
の

整
備

に
つ

い
て

（
問

題
）
S
o
c
ie

ty
 5

.0
に

向
け

た
社

会
基

盤
整

備
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

（
課

題
）
各

種
計

測
技

術
の

進
展

、
さ

ら
に

は
5
G

な
ど

通
信

関
連

の
技

術
革

新
を

見
据

え
た

社
会

基
盤

の
在

り
方

に
つ

い
て

検
討

が
必

要
で

あ
る

。
第

2
章

　
1
6
9
頁

神
谷

専
門

委
員

社
会

基
盤

整
備

多
様

な
移

動
モ

ビ
リ

テ
ィ

に
つ

い
て

（
問

題
）
自

動
車

交
通

以
外

の
移

動
手

段
の

選
択

が
少

な
い

。
（
課

題
）
多

様
な

交
通

手
段

を
選

択
で

き
る

社
会

の
構

築
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

第
3
章

　
3
7
6
頁

神
谷

専
門

委
員

社
会

基
盤

整
備

情
報

通
信

関
連

産
業

振
興

S
m

ar
t 

C
it
y（

S
m

ar
t 

Is
la

n
d）

の
考

え
方

を
踏

ま
え

た
各

施
策

の
連

携
に

つ
い

て

（
問

題
）
都

市
や

離
島

に
お

け
る

多
様

化
す

る
固

有
課

題
の

解
決

の
た

め
各

施
策

の
連

携
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

（
課

題
）
各

施
策

の
連

携
に

つ
い

て
、

A
I、

Io
T
な

ど
の

新
技

術
を

用
い

て
都

市
や

地
域

の
課

題
を

解
決

す
る

S
m

ar
t 

C
it
y（

S
m

ar
t 

Is
la

n
d）

の
考

え
方

を
踏

ま
え

た
取

組
の

検
討

が
必

要
で

あ
る

。

－
神

谷
専

門
委

員

社
会

基
盤

整
備

観
光

産
業

振
興

首
里

城
再

建
整

備
事

業
の

推
進

に
つ

い
て

（
問

題
）
令

和
元

年
1
0
月

3
1
日

に
発

生
し

た
火

災
に

よ
り

首
里

城
正

殿
等

が
消

失
し

た
。

（
課

題
）
首

里
城

正
殿

等
の

早
期

の
復

旧
・
復

興
に

向
け

た
取

り
組

み
が

必
要

で
あ

る
。

第
2
章

　
1
0
5
頁

有
住

部
会

長

重
要

性
を

増
し

た
課

題
及

び
新

た
に

生
じ

た
課

題
の

一
（
基

盤
整

備
部

会
）

　
②

 新
 た

 に
 生

 じ
 た

 課
 題
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自由意見の一覧（基盤整備部会）

【環境保全】

１ 「沖縄らしい風景」の「自然環境に配慮した河川整備」に

ついての指標は在来種数や外来種数を用いる必要がある。

２ ロードキルに対しては、車両速度および交通量（県民・

レンタカー）の制限について検討が必要である。

３ 宮古島の平良が北限であるヒルギダマシ（アビセニアマリ

ーナ）について、中城湾港新港地区に繁茂しており絶滅危

惧種のトカゲハゼの繁殖に影響している。

【子育て・福祉】

１ ひとり親世帯等の優先入居における公営住宅入居率につ

いて応募倍率を成果指標として検討する必要がある。

【防災】

１ 高潮対策の施策で得られた主な成果については、防護面

積ではなく「台風の襲来により、高潮等による越波・浸水

被害」の減少などを調査し示めす必要がある。

２ 津波の浸水想定範囲やそれに伴う避難計画について検討を

行う必要がある。

３ メンテナンスや災害時の対応を容易にするため、電線以

外の通信、ガス、水道等の占用物をまとめた共同溝の整備

について検討する必要がある。

４ 発電所が津波で被災した場合の対応策について検討を行

う必要がある。

５ 離島県であることから防災ヘリの導入に取り組む必要が

ある。

６ 災害発生時における民間船舶会社の役割分担や対応方法

について､沖縄県と対応策を検討する場を持つ必要がある。

別紙３
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７ 給水車の配備について、災害時に長期的な断水が起きた

場合、病院などへの給水については、短期的な対応から長

期的な対応などステップ毎に検討をする必要がある。

８ 救急患者が適切な治療が受けられていることについて

満足度調査で計るべきではない。定量的・客観的な指標

で評価する必要がある。

９ 防災・防犯・交通安全の満足度について、防災の場合、

津波避難困難者数の減少や公共施設の耐震性能、浸水対策

等、客観的評価指標で評価する必要がある。

【社会基盤整備】

１ 那覇空港第二滑走路供用開始後について、発着回数の増

が見込まれるが、滑走路と旅客ターミナルの位置関係から

航空機の移動に時間がかかる。ターミナルの位置を変更す

ることも含め中長期的な観点から施設配置を考えることが

必要である。

２ 那覇空港の将来構想については、次期計画策定に向け、

民間航空会社等の運航者をはじめ、多くの関係者が参画

し、検討を行う必要がある。

３ 那覇空港において従業員駐車場が不足している。今後需

要が増え空港で働く従業員も増えることから対策が必要で

ある。

４ 那覇空港の旅客が高速船を利用しやすいよう、新旅客タ

ーミナル等に近接して、高速船（那覇空港－本部間）の発

着する港湾施設を整備する必要がある。

５ 道路混雑の緩和と北部振興を図るため、那覇と北部を結

ぶ高速船の利用促進を図る必要がある。

６ 渋滞対策について西海岸道路の整備が進み、渋滞が解消

した箇所もあるものの、交通量の変化に伴い新たに渋滞が

発生している箇所もある。物流の観点からも渋滞対策を早

急に行う必要がある。

別紙３
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別紙３

７ 大規模商業施設などの開発審査において、土地利用の開

発審査を適正に行い、道路の改良だけでなく発生需要など

を総合的に考慮し渋滞対策を行うことが必要である。

８ 重要物流道路や事前復興計画の記載を検討する必要があ

る。

９ 中城湾港新港地区内の道路における植栽管理について、

交通安全や観光の観点からも適切な管理が必要である。

１０ モノレール古島駅の施設について、バスやタクシーな

どのフィーダー交通と適切に連絡がされていない箇所があ

り、体の不自由な方への配慮が足りない。早急に対策を行

う必要がある。

１１ ＴＤＭ施策推進の為、モノレールと他公共交通機関相

互の結節や利便性の高い公共交通ネットワーク形成につい

て検討をする必要がある。

１２ 渋滞緩和を図るため、バスレーンを拡充し公共交通機

関の利用促進を図る必要がある。

１３ 観光によって影響を受ける路線バスなどのインフラに

ついて、法定外目的税などの活用の検討を行う必要があ

る。

１４ 「公共交通」としてのタクシー・ハイヤーについて、

乗務員不足や高齢化、待機場の問題・白タクなどについて

検討する必要がある。

１５ 新たに建設される公共施設や整備が予定される道路等

におけるタクシーの乗降場・待機場について、関係する機

関と協議をする仕組が必要である。

１６ ＯＫＩＣＡのサービス向上を図り、公共交通の利用促

進を図ることや自家用車の利用抑制を行うなど渋滞対策に

ついて検討する必要がある。
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１７ 公共交通は、生活に密着した地域の足としてとらえら

れ、活性化などの対策が進められている。観光客のニーズ

と、地域や生活との両立を図りながら二次交通の拡充を進

める必要がある。

１８ 公共交通の機能向上、利便性・満足度の向上をはかる

ため、引き続き渋滞対策を行い、公共交通の定時性を高め

る必要がある。

１９ 沖縄県の人口も今後減少の局面を迎える。公共交通の

需要を考えるとバス路線や鉄軌道の沿線に適切な人口密度

の維持を図る必要がある。

２０ 新たに基盤整備を行うことによって開発ポテンシャル

が急速に上がる地域については、それをマネジメントする

仕組みについて検討する必要がある。

２１ 地元の建設コンサルタントについて、地盤や塩害など

地域の状況に精通している地元企業の育成も含め県内企業

への優先発注する必要がある。

２２ 沖縄県における建設産業はデータから労働生産性が低

い状況となっていることから、情報系の技術を使って労働

生産性を上げるための検討が必要。

２３ 都市部での緑化や公園の街路樹を含めた緑化面積を増

やす対策を検討する必要がある。

２４ 道路案内及び道路工事の案内表示について、中国、韓

国の観光客も多いため多言語化を検討する必要がある。

２５ 道路緑化や公園緑化で使用されているビロウについ

て、最近はタイワンビロウの生産が多くなっている。その

ため在来種と遺伝子的に違う品種をつくってしまうような

ことが将来危惧されることから検討が必要。

２６ 中城湾港新港地区の整備と那覇港への交通アクセスの

整備が一体的でなければ、中部の物流施設の活用は最大限

に活かすことができないことから、交通アクセスの整備に

ついて検討が必要。
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【交流】

１ 世界水準の観光リゾートとして、訪問客から高い満足度

を得られるよう航空機の定時性等の品質や利便性を最大限

高めると共に、周辺地域の他空港との競争力強化について

施設整備等を含めて検討する必要がある。

【新リーディング産業振興】

１ 那覇港総合物流センターについて、第２，第３の物流セ

ンターの整備を推進する必要がある。

【人材育成】

１ 建設産業の振興、人材育成について、どういう人材を育

成してきたのか。あるいは建設産業分野が、沖縄県の経済

でどういう役割を果たしているのか。この辺の統計的なデ

ータをまとめ、建設産業の中小企業の振興の検討を行う必

要がある。

２ 建設産業の人材不足について、型枠、鉄筋工など、どの

分野が不足しているのか現状を分析し検討する必要があ

る。

３ 建設産業では人材不足が深刻な状況にあり、中規模以下

の企業では即戦力のある人材を求められている。このため

職業能力開発校と連携し即戦力となる人材を創出していく

必要がある。

４ 建設産業分野では、県内人材の育成だけでは間に合わ

ず、労働力は不足している。そのため外国人労働力の導入

も検討する必要がある。

【全分野】

１ 成果指標について、達成状況の数値が会議の開催回数や

参加人数などとなっている。基盤整備などのモノを整備す

る指標と考え方の違いについて検討する必要がある。
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２ 総点検報告書において他分野にまたがる箇所について全

体を俯瞰した記載を行える箇所を設ける必要がある。

３ 目標とする姿について、高率補助を受けて整備をしたこ

とに対して満足度の評価では無く対外的に説明可能な数値

を用いることについて検討する必要がある。

４ 現在の「課題及び対策」の区切りをまたがる議論に対

し、章・節ごとにも「まとめ（課題及び対策）」を加える

必要がある。

５ SDGsについて、17の目標に対し、社会基盤整備の観点か

らどのような貢献ができ、どこに課題があるのかを明らか

にしておく必要がある。また現在の目標をそのまま使うの

ではなく、SDGs for Okinawa（もしくはSmall Island）等

沖縄独自の目標設定について検討が必要である。

６ 長年解決していない課題について、PR（Public Relatio

ns）の考え方が重要である。利害関係者間の問題や課題に

ついて、相互に情報共有することなどにより、合意形成を

円滑に図りながら解決していく必要がある。
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